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はじめに

この前書きは、次の項で構成されています。

• 対象読者, xiii ページ

• 表記法, xiii ページ

• このリリースの新規情報および変更情報, xv ページ

• Cisco UCSの関連ドキュメント, xviii ページ

対象読者
このガイドは、次の 1つ以上に責任を持ち、専門知識を備えたデータセンター管理者を主な対象
にしています。

•サーバ管理

•ストレージ管理

•ネットワーク管理

•ネットワークセキュリティ

表記法

用途テキストの種類

タブのタイトル、領域名、フィールドラベルなどの GUI要素は、[ ]で
囲んで表記しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルなどのメイン

タイトルも、[ ]で囲んで表記しています。

GUI要素
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用途テキストの種類

マニュアルのタイトルは、このフォント（例：this font）で示していま
す。

マニュアルタイトル

テキストベースのユーザインターフェイスでシステムが表示するテキ

ストは、このフォント（例：this font）で示しています。
TUI要素

システムが表示するターミナルセッションおよび情報は、このフォン

ト（例：this font）で示しています。
システム出力

CLIコマンドのキーワードは、このフォント（例：this font）で示して
います。

CLIコマンドの変数は、このフォント（例：this font）で示しています。

CLIコマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

必ずいずれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッ
コで囲み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 stringの前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで

示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、

ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント
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「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意

時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with
standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of each warning
to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device.

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

このリリースの新規情報および変更情報
次の表に、最新リリースに関するこのガイドでの重要な変更点の概要を示します。ただし、この

リリースに関するコンフィギュレーションガイドの変更点や新機能の中には一部、この表に記載

されていないものもあります。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

Cisco Integrated Management Controllerソフトウェアリリース 1.5(4) の新機能と重要な動作の変更点

Cisco IntegratedManagement Controllerリリース 1.5のリリースノートが次の場所に用意されていま
す。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/prod_release_notes_list.html

参照先説明機能

ネットワーク関連の設定, （81
ページ）

CIMC専用ネットワークポート
における自動ネゴシエーション

およびデュプレックスモード

の設定がサポートされます。

変更されたCIMCポート設定。

サーバの管理, （13ページ）CIMCでは、単一ハイパーバイ
ザ (HV)パーティション構成と
して SDストレージが使用可能
です。

単一のハイパーバイザ（HV）
パーティション構成のサポー

ト。
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Cisco Integrated Management Controllerソフトウェアリリース 1.5(3) の新機能と重要な動作の変更点

Cisco IntegratedManagement Controllerリリース 1.5のリリースノートが次の場所に用意されていま
す。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/prod_release_notes_list.html

参照先説明機能

サーバモデル別BIOSパラメー
タ, （217ページ）

次の新しいトークンが追加され

ました。

•アウトオブバンド管理ポー
ト

•オンボード SCUストレー
ジ SWスタック

BIOSトークン

Cisco Integrated Management Controllerソフトウェアリリース 1.5(2) の新機能と重要な動作の変更点

Cisco IntegratedManagement Controllerリリース 1.5のリリースノートが次の場所に用意されていま
す。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/prod_release_notes_list.html

参照先説明機能

サーバの管理, （13ページ）CIMCを介してサーバのファン
ポリシーを設定できます。

ファンポリシー

サーバの管理, （13ページ）サーバホスト名の変更のサポー

ト

DHCP-enhanced登録

ユーザアカウントの管理, （
71ページ）

サポートが拡張されて、RedHat
Directory Server、Novell
eDirectory、OpenLDAP、
Microsoft Active Directory、およ
びOracle OpenDSが含まれるよ
うになりました。

LDAP

ネットワークアダプタの管理,
（93ページ）

Cisco VIC 1225および 1225Tア
ダプタを使用した低遅延オープ

ンMPIアプリケーション用の
Cisco usNICサポート

Cisco usNIC
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Cisco Integrated Management Controllerソフトウェアリリース 1.5(1) の新機能と重要な動作の変更点

Cisco IntegratedManagement Controllerリリース 1.5のリリースノートが次のように用意されていま
す:

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/prod_release_notes_list.html

参照先説明機能

障害およびログの表示, （
199ページ）

CIMC UIでの障害レポート機能が
拡張されました。

拡張された障害レポート

サーバの管理, （13ペー
ジ）

デュアル SDカード設定のサポー
ト、およびCisco Flexible Flashカー
ドを使った高度な設定オプション。

デュアルSDカードおよびCisco
Flexible Flashカード

サーバのプロパティの表示,
（45ページ）

Nvidia GPUカード情報の表示のサ
ポート

Nvidia GPU情報

ネットワークアダプタの管

理, （93ページ）
ストレージアダプタの設定作業の

サポートが追加されました

ストレージアダプタ

ネットワーク関連の設定,
（81ページ）

ネットワークタイムプロトコルの

サポート

NTP設定

ネットワークアダプタの管

理, （93ページ）
vNICでの iSCSIブート機能のサ
ポート

vNIC

リモートプレゼンスの管

理, （61ページ）
ネットワークマウントされた

vmediaボリュームの設定のサポー
ト

仮想メディア

コミュニケーションサービ

スの設定, （163ページ）
拡張された SNMPv3および SNMP
トラップコンフィギュレーション

は、ユーザインターフェイスに再

配置されました。

拡張された SNMP機能

コミュニケーションサービ

スの設定, （163ページ）
XML APIによる CIMC制御の追加
サポート。

XML API
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Cisco UCSの関連ドキュメント

ドキュメントロードマップ

すべての Bシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
b-series-docで入手できる『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくださ
い。

その他のマニュアルリソース

BシリーズとCシリーズのすべてのドキュメントが格納された ISOファイルは、次のURLから入
手できます。http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821このペー
ジで、[Unified Computing System (UCS) Documentation Roadmap Bundle]をクリックします。

ISOファイルは、ドキュメントのメジャーリリースの後に更新されます。

ドキュメントの更新通知を受け取るには、Cisco UCS Docs on Twitterをフォローしてください。

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

xviii OL-28994-03  

はじめに

Cisco UCSの関連ドキュメント

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/cisco/software/type.html?mdfid=283853163&flowid=25821
http://twitter.com/ciscoucsdocs


第 1 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバの概要, 1 ページ

• サーバソフトウェアの概要, 2 ページ

• Cisco Integrated Management Controller, 2 ページ

• CIMCユーザインターフェイスの概要, 4 ページ

Cisco UCS C シリーズラックマウントサーバの概要
Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには、次のモデルがあります。

• Cisco UCS C200ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C210ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C220ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C240ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C250ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C260ラックマウントサーバ

• Cisco UCS C460ラックマウントサーバ

どの Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバがこのファームウェアリリースでサポート
されているかを判断するには、関連するリリースノートを参照してください。 Cシリーズの
リリースノートは次のURLで入手できます。http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/prod_
release_notes_list.html

（注）
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サーバソフトウェアの概要
Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバには CIMCファームウェアが付属しています。

CIMC ファームウェア

CIMCは、マザーボードに組み込まれている独立した管理モジュールです。専用の ARMベース
のプロセッサが（メインサーバ CPUから独立して）CIMCファームウェアを実行します。シス
テムには、現行バージョンの CIMCファームウェアが付属しています。 CIMCファームウェアは
更新可能ですが、初期インストールは必要ありません。

サーバ OS

Cisco UCS Cシリーズラックサーバは、Windows、Linux、Oracleなどのオペレーティングシステ
ムをサポートします。サポートされているオペレーティングシステムの詳細については、スタン

ドアロンCシリーズサーバのハードウェアおよびソフトウェア相互運用性（http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10477/prod_technical_reference_list.html）を参照してください。 KVMコンソール
および vMediaを使ってサーバに OSをインストールするために、CIMCを使用できます。

使用可能な OSのインストールマニュアルには、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docの『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』からアクセスできます。

（注）

Cisco Integrated Management Controller
CIMCは、Cシリーズサーバ用の管理サービスです。 CIMCはサーバ内で動作します。

CIMC管理サービスは、サーバがスタンドアロンモードで動作している場合にのみ使用しま
す。 Cシリーズサーバが UCSシステムに統合されている場合は、UCSManagerを使用してそ
のサーバを管理する必要があります。UCSManagerの使用方法については、http://www.cisco.com/
go/unifiedcomputing/b-series-docの『Cisco UCS B-Series Servers Documentation Roadmap』にリス
トされた設定ガイドを参照してください。

（注）

管理インターフェイス

Webベースの GUIまたは SSHベースの CLIを使用して、サーバにアクセスし、サーバを設定、
管理、モニタできます。ほとんどすべてのタスクは、これらのインターフェイスのいずれでも実

行できます。また、一方のインターフェイスで実行されたタスクの結果は、もう一方のインター

フェイスにも表示されます。ただし、次の操作はできません。

• CIMC GUIを使用して CIMC CLIを呼び出す

• CIMC CLIで呼び出したコマンドを CIMC GUIに表示する
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• CIMC GUIから CIMC CLIの出力を生成する

CIMC で実行可能なタスク

CIMCを使用すると次のサーバ管理タスクを実行できます。

•サーバの電源のオン、電源のオフ、電源再投入、リセット、およびシャットダウンを行う

•ロケータ LEDを切り替える

•サーバのブート順を設定する

•サーバのプロパティとセンサーを表示する

•リモートプレゼンスを管理する

•ローカルユーザアカウントを作成して管理し、Active Directoryによるリモートユーザの認
証をイネーブルにする

• NICプロパティ、IPv4、VLAN、ネットワークセキュリティなど、ネットワーク関連の設定
を行う

• HTTP、SSH、IPMI Over LANなどのコミュニケーションサービスを設定する

•証明書を管理する

•プラットフォームイベントフィルタを設定する

• CIMCファームウェアを更新する

•障害、アラーム、およびサーバのステータスをモニタする

オペレーティングシステムやアプリケーションのプロビジョニングや管理はできない

CIMCはサーバのプロビジョニングを行うため、サーバのオペレーティングシステムの下に存在
します。したがって、サーバでオペレーティングシステムやアプリケーションのプロビジョニン

グや管理を行うためにこれを使用することはできません。たとえば、次の操作を実行することは

できません。

• Windowsや Linuxなどの OSの展開

• OSやアプリケーションなどのソフトウェアに対するパッチの展開

•アンチウイルスソフトウェア、モニタリングエージェント、バックアップクライアントな
どのベースソフトウェアコンポーネントのインストール

•データベース、アプリケーションサーバソフトウェア、Webサーバなどのソフトウェアア
プリケーションのインストール

• Oracleデータベースの再起動、プリンタキューの再起動、またはCIMC以外のユーザアカウ
ントの処理を含むオペレータ処理の実行

• SANや NASストレージ上の外部ストレージの設定または管理

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
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CIMC ユーザインターフェイスの概要
CIMCユーザインターフェイスは、Cisco CシリーズサーバのWebベースの管理インターフェイ
スです。 CIMCユーザインターフェイスを起動して、次の最小要件を満たしているすべてのリ
モートホストからサーバを管理できます。

• Java 1.6以降

• HTTPおよび HTTPS対応

• Adobe Flash Player 10以降

CIMCへのログインに使用するパスワードが失効した場合やパスワードを忘れた場合は、使用
しているサーバの Cisco UCS Cシリーズサーバインストレーションおよびサービスガイドで
パスワードの回復手順を参照してください。このガイドは http://www.cisco.com/go/
unifiedcomputing/c-series-docの『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』から入手
できます。

（注）

CIMC ホームページ
CIMC GUIに初めてログインすると、ユーザインターフェイスが次の図のように表示されます。
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[Navigation]ペインと [Work]ペイン
[Navigation]ペインは、CIMCGUIの左側に表示されます。 [Navigation]ペインの [Server]、[Admin]、
または [Storage]タブにあるリンクをクリックすると、右側の [Work]ペインに関連付けられたタブ
が表示されます。

[Navigation]ペインには次の領域があります。

• [Overall Server Status]領域

• [Server]タブ

• [Admin]タブ

• [Storage]タブ

[Overall Server Status]領域

[Overall Server Status]領域は、[Server]タブおよび [Admin]タブの上にあります。 [Work]ペインの
[Server Summary]タブをリフレッシュするには、領域内のリンクをクリックします。

別のタブが [Work]ペインに表示される場合は、このリンクをクリックすると、更新されたサー
バ情報で [Server Summary]タブが再表示されます。

（注）

[Server]タブ

[Server]タブの各ノードは、[Work]ペインに表示される 1つ以上のタブに続きます。これらのタ
ブからは次の情報へアクセスできます。

[Work]ペインのタブで提供される情報[Server]タブのノード名

サーバプロパティ、ステータス、BIOSのバージョン、
CIMCファームウェアのバージョン、IPアドレス、および
MACアドレス。

概要

インストール済みのCPU、メモリカード、電源、PCIアダ
プタ、Cisco VICアダプタ、ネットワークアダプタ、およ
びストレージアダプタ。

インベントリ

電源、ファン、温度、電圧、電流、LED、およびストレー
ジセンサーの読み取り。

Sensor

システムイベントメッセージ。System Event Log

LAN設定上の KVM、仮想メディア、およびシリアル。Remote Presence

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
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[Work]ペインのタブで提供される情報[Server]タブのノード名

インストール済みのBIOSファームウェアバージョン、お
よびサーバのブート順。

BIOS

電源ポリシーの設定。Power Policies

センサーの読み取りエラー。Fault Summary

[Admin]タブ

[Admin]タブの各ノードは、[Work]ペインに表示される 1つ以上のタブに続きます。これらのタ
ブからは次の情報へアクセスできます。

[Work]ペインのタブで提供される情報[Admin]タブのノード名

ローカルで定義されたユーザアカウント、Active Directory
設定、および現在のユーザセッション情報。

User Management

NIC、IPv4、VLAN、および LOMプロパティとネットワー
クセキュリティ設定。

Network

HTTP、SSH、XML API、IPMI over LAN、および SNMP設
定。

Communication Services

セキュリティ証明書情報と管理。Certificate Management

CIMCメッセージ。CIMCログ

プラットフォームイベントフィルタ。Event Management

CIMCおよび BIOSファームウェア情報と管理。Firmware Management

テクニカルサポートデータ収集、システム設定のインポー

トおよびエクスポートオプション、出荷時の初期状態の復

元設定。

ユーティリティ

[Storage]タブ

[Storage]タブの各ノードは、Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバにインストールされた
LSI MegaRAIDコントローラまたは Cisco FlexFlashコントローラに対応します。各ノードは、
[Work]ペインに表示される 1つ以上のタブに続き、インストールされているコントローラに関す
る情報を提供します。
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[Work]ペインのタブで提供される情報[Storage]タブのノード名

選択されたMegaRAIDコントローラまたは Cisco Flexible
Flashコントローラに関する一般情報。

Controller Info

一般的なドライブ情報、識別情報、およびドライブのステー

タス。

Physical Drive Info

一般的なドライブ情報、RAID情報、物理ドライブ情報。Virtual Drive Info

選択されたMegaRAIDコントローラのバックアップバッテ
リ情報。

Battery Backup Unit

ストレージメッセージ。Storage Log

ツールバー

ツールバーは [Work]ペインの上に表示されます。

説明ボタン名

現在のページを更新します。Refresh

サーバの電源を投入します。Power On Server

サーバの電源を切ります。Power Off Server

KVMコンソールを起動します。KVMコンソールを起動します

[Work]ペインに表示されるタブのオンライン
ヘルプを表示します。

Help

CIMC情報を表示します。Info

Cisco Integrated Management Controllerオンラインヘルプの概要
Cisco Integrated Management Controller（CIMC）ソフトウェアの GUIは、左側にある [Navigation]
ペインと右側にある [Work]ペインの 2つの主要なセクションに分かれます。

このヘルプシステムは、各 CIMC GUIページと各ダイアログボックスのフィールドについて説明
します。

ページのヘルプにアクセスするには、次のいずれかを実行します。
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• CIMC GUIの特定のタブで、[Work]ペインの上のツールバーにある [Help]アイコンをクリッ
クします。

•ダイアログボックスで、そのダイアログボックスの [Help]ボタンをクリックします。

すべての Cシリーズマニュアルの一覧については、http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-docで入手できる『Cisco UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してくだ
さい。

（注）

CIMC へのログイン

はじめる前に

Adobe Flash Player 10以降がインストールされていない場合は、ローカルマシンにインストールし
ます。

手順

ステップ 1 Webブラウザで、CIMCのWebリンクを入力または選択します。

ステップ 2 セキュリティダイアログボックスが表示された場合は、次の操作を実行します。

a) （任意）チェックボックスをオンにして、シスコからのすべてのコンテンツを受け入れます。
b) [Yes]をクリックして証明書を受け入れ、続行します。

ステップ 3 ログインウィンドウで、ユーザ名とパスワードを入力します。

未設定のシステムに対する初回ログイン時には、ユーザ名に admin、パスワードに
passwordを使用します。

ヒント

ステップ 4 [Log In]をクリックします。

CIMC からのログアウト

手順

ステップ 1 CIMCの右上で、[Log Out]をクリックします。
ログアウトすると、CIMCのログインページに戻ります。

ステップ 2 （任意） 再度ログインするか、Webブラウザを閉じます。
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第 2 章

サーバ OS のインストール

この章は、次の内容で構成されています。

• OSのインストール方法, 9 ページ

• KVMコンソール, 9 ページ

• PXEインストールサーバ, 11 ページ

• USBポートからのオペレーティングシステムの起動, 12 ページ

OS のインストール方法
Cシリーズサーバは、複数のオペレーティングシステムをサポートしています。インストールさ
れている OSに関係なく、次のいずれかのツールを使用してサーバにインストールできます。

• KVMコンソール

• PXEインストールサーバ

KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。 KVMコンソールを使用すると、リ
モートの場所からサーバに接続できます。

サーバに物理的に接続されたCD/DVDドライブまたはフロッピードライブを使用する代わりに、
KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮想CD/DVDドライブまたはフロッピー
ドライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイルです。次の

いずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）
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•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•ネットワーク上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•ネットワーク上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用してサーバに OSをインストールできます。

Windows Server 2003の Internet Explorer 6 SP1から KVMコンソールを起動すると、必要なファ
イルをダウンロードできないことがブラウザから報告されます。この場合、ブラウザの [Tools]
メニューをクリックし、[InternetOptions]を選択します。 [Advanced]タブをクリックし、[Security]
セクションの [Do not save encrypted pages to disk]チェックボックスをオフにしてから、KVMコ
ンソールを再起動します。

（注）

KVM コンソールを使用した OS のインストール

この手順では、基本的なインストール手順についてのみ説明します。Linux、VMware、および
Windowsのインストールの詳細なガイドについては、次の URLを参照してください。http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_installation_and_configuration_guides_list.html

（注）

はじめる前に

• OSインストールディスクまたはディスクイメージファイルを見つけます。

• OSをインストールするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 OSインストールディスクをCD/DVDドライブにロードするか、ディスクイメージファイルをコ
ンピュータにコピーします。

ステップ 2 CIMCが開いていない場合は、ログインします。

ステップ 3 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 4 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 5 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想 KVM]タブをクリックします。

ステップ 6 [Actions]領域で、[Launch KVM Console]をクリックします。
[KVM Console]が別ウィンドウで開きます。

ステップ 7 KVMコンソールから、[VM]タブをクリックします。

ステップ 8 [VM]タブで、次のいずれかの方法を使用して仮想メディアをマップします。
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• OSインストールディスクが含まれている CD/DVDドライブの [Mapped]チェックボックス
をオンにします。

• [Add Image]をクリックし、OSインストールディスクイメージに移動してこれを選択しま
す。[Open]をクリックしてディスクイメージをマウントし、マウントされたディスクイメー
ジの [Mapped]チェックボックスをオンにします。

OSのインストールプロセスの間は、[VM]タブを開いたままにしておく必要がありま
す。タブを閉じると、すべての仮想メディアのマッピングが解除されます。

（注）

ステップ 9 サーバをリブートし、ブートデバイスとして仮想 CD/DVDドライブを選択します。
サーバを再起動すると、仮想 CD/DVDドライブからインストールプロセスが開始します。残り
のインストールプロセスについては、インストールしている OSのインストレーションガイドを
参照してください。

次の作業

OSのインストールが完了したら、仮想メディアのブート順を元の設定にリセットします。

PXE インストールサーバ
Preboot Execution Environment（PXE）インストールサーバを使用すると、クライアントはリモー
トの場所から OSをブートおよびインストールできます。この方法を使用するには、PXE環境が
設定されていて、VLAN（通常は専用のプロビジョニング VLAN）で使用できるようになってい
る必要があります。さらに、サーバがネットワークからブートするように設定されている必要が

あります。サーバは、ブートすると、PXE要求をネットワーク経由で送信します。 PXEインス
トールサーバは、この要求に応答確認し、サーバに OSをインストールするイベントのシーケン
スを開始します。

PXEサーバは、インストールディスク、ディスクイメージ、またはスクリプトを使用して、OS
をインストールできます。また、独自のディスクイメージを使用して、OS、追加コンポーネン
ト、またはアプリケーションをインストールすることもできます。

PXEインストールは、多数のサーバにOSをインストールする場合に効率のよい方法です。た
だし、この方法を使用するには PXE環境をセットアップする必要があることを考えると、他
のインストール方法を使用する方が簡単な場合があります。

（注）

PXE インストールサーバを使用した OS のインストール

はじめる前に

• VLAN経由でサーバに到達できることを確認します。
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• OSをインストールするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 PXEのブート順を最初に設定します。

ステップ 2 サーバをリブートします。

VLANで PXEインストールサーバを使用できる場合は、サーバが再起動するとインストールプ
ロセスが開始します。通常、PXEインストールは自動化されており、追加のユーザ入力を必要と
しません。残りのインストールプロセスについては、インストールしている OSのインストレー
ションガイドを参照してください。

次の作業

OSのインストールが完了したら、LANのブート順を元の設定にリセットします。

USB ポートからのオペレーティングシステムの起動
すべてのCisco UCS Cシリーズサーバでは、サーバ上の任意のUSBポートからオペレーティング
システムを起動できます。ただし、USBポートから OSを起動する前に、いくつかのガイドライ
ンを考慮する必要があります。

•ブート順序の設定を保持するために、内部USBポートを使ってOSを起動することをお勧め
します。

• USBポートから OSを起動する前に、そのポートを有効にしておく必要があります。

デフォルトでは、USBポートは無効になっています。 USBポートを無効化している場合、
そこからOSを起動する前に有効にする必要があります。無効化されたUSBポートを有効に
する方法については、サーバ固有のインストールおよびサービスガイドにある『内部 USB
ポートの有効化または無効化』のトピックを参照してください。次のリンクを利用できま

す：

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/prod_installation_guides_list.html.

• USBポートからOSを起動した後、そのUSBソースからサーバが毎回ブートするよう、下位
レベルのブート順序を設定する必要があります。

ブート順序の設定については、サーバのブート順の設定, （17ページ）を参照してくださ
い。
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第 3 章

サーバの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• DHCPのユーザフレンドリー機能の概要, 13 ページ

• 全体のサーバステータスの表示, 14 ページ

• ロケータ LEDの切り替え, 16 ページ

• ハードドライブのロケータ LEDの切り替え, 16 ページ

• サーバのブート順の管理, 17 ページ

• サーバのリセット, 20 ページ

• サーバのシャットダウン, 20 ページ

• サーバの電源管理, 21 ページ

• 電力ポリシーの設定, 22 ページ

• ファンポリシーの設定, 26 ページ

• Flexible Flashコントローラの管理, 28 ページ

• BIOSの設定, 38 ページ

DHCP のユーザフレンドリー機能の概要
Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）拡張機能では、ホスト名が DHCPパケットに追加さ
れており、DHCPサーバ側でこれを解釈または表示できます。ホスト名は DHCPパケットのオプ
ションフィールドに追加され、（最初にDHCPサーバに送信される）DHCPDISCOVERパケット
で送信されます。

サーバのデフォルトホスト名が ucs-c2XXから CXXX-YYYYYYに変更されます。XXXはサーバ
のモデル番号、YYYYYYはシリアル番号です。この一意のストリングはクライアント IDとして
機能し、DHCPサーバから CIMCにリースされる IPアドレスを追跡してマッピングするうえで役
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立ちます。サーバのステッカーまたはラベルとしてデフォルトシリアル番号が製造者から提供さ

れ、サーバを物理的に識別するうえで役立ちます。

全体のサーバステータスの表示

手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Overall Server Status]領域で、青色のヘルスレポートリンクをクリックし
て、[Server Summary]ペインを更新します。

ステップ 2 （任意） [Server Summary]ペインの [Server Status]領域で次の情報を確認します。
次に、表示される可能性のあるすべてのステータスフィールドを示します。実際に表

示されるフィールドは、使用しているCシリーズサーバのタイプによって異なります。
（注）

説明名前

現在の電源状態。[Power State]フィールド

サーバの全体的なステータス。次のいずれかになります。

• [Memory Test In Progress]：サーバは搭載されているメモリ
のセルフテストを実行しています。 この状態は、通常、

ブートプロセスの間に発生します。

• Good

• Moderate Fault

• Severe Fault

[Overall Server Status]フィール
ド

温度ステータス。次のいずれかになります。

• Good

• Fault

• Severe Fault

このフィールドのリンクをクリックして、詳細な温度情報を表

示できます。

[Temperature]フィールド

プロセッサの全体的なステータス。次のいずれかになります。

• Good

• Fault

このフィールドのリンクをクリックして、プロセッサに関する

詳細情報を表示できます。

[Processors]フィールド
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説明名前

メモリモジュールの全体的なステータス。次のいずれかになり

ます。

• Good

• Fault

• Severe Fault

このフィールドのリンクをクリックして、詳細なステータス情

報を表示できます。

[Memory]フィールド

電源装置の全体的なステータス。次のいずれかになります。

• Good

• Fault

• Severe Fault

このフィールドのリンクをクリックして、詳細なステータス情

報を表示できます。

[Power Supplies]フィールド

電源装置の全体的なステータス。次のいずれかになります。

• Good

• Fault

• Severe Fault

このフィールドのリンクをクリックして、詳細なステータス情

報を表示できます。

[Fans]フィールド

ハードドライブの全体的なステータス。次のいずれかになりま

す。

• Good

• Fault

このフィールドのリンクをクリックして、詳細なステータス情

報を表示できます。

[HDD]フィールド

ロケータ LEDがオンかオフか。[Locator LED]フィールド
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説明名前

すべてのコントローラの全体的なステータス。次のいずれかに

なります。

• Good

• Moderate Fault

• Severe Fault

[Overall Storage Status]フィール
ド

ロケータ LED の切り替え
はじめる前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Turn On Locator LED]をクリックします。
[Locator LED]フィールドの LEDインジケータが点灯し、サーバの物理ロケータ LEDがオンにな
り、点滅します。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Turn Off Locator LED]をクリックします。
ロケータ LEDがオフになります。

ハードドライブのロケータ LED の切り替え
はじめる前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 4 [Storage]テーブルで、変更するロケータLEDのハードディスクドライブ（HDD）を見つけます。

ステップ 5 その HDDの [LED Status]カラムで、ドロップダウンリストから目的のロケータ LEDの状態を選
択します。

[Turn On]を選択すると、このカラムの LEDステータスインジケータが点灯し、関連付けられた
HDDの物理ロケータ LEDがオンになり、点滅します。

サーバのブート順の管理

サーバのブート順

CIMCを使用して、使用可能なブートデバイスタイプからサーバがブートを試行する順序を設定
できます。

ブート順の設定を変更すると、CIMCは、サーバが次にリブートされるときに、設定されたブー
ト順を BIOSに送信します。新しいブート順を実装するには、設定の変更後にサーバをリブート
します。新しいブート順は以降のリブートで反映されます。設定されたブート順は、設定が再度

変更されるまで再送信されません。

次のいずれかの条件が発生すると、実際のブート順は設定されたブート順と異なります。（注）

•設定されたブート順を使用してブートしようとしたときに BIOSで問題が発生した。

•ユーザが BIOSで直接、ブート順を変更した。

サーバのブート順の設定

はじめる前に

サーバのブート順を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。
[BIOS]ページが表示されます。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Configure Boot Order]をクリックします。
ブート順の説明が示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 この説明を確認してから、[OK]をクリックします。
[Configure Boot Order]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 [Configure Boot Order]ダイアログボックスで、次のプロパティを更新します。

説明名前

サーバのブートオプション。次の 1つ以上を選択できます。

• [HDD]：ハードディスクドライブ

• [FDD]：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能 CD-ROMまたは DVD

• [PXE]：PXEブート

• [EFI]：Extensible Firmware Interface

デバイスタイプのリストは、[Boot Order Rules] BIOS
パラメータによる影響を受けます。このパラメータ

は一部の Cシリーズサーバだけで使用できます。

（注）

[Device Types]テーブル

選択したデバイスタイプを [BootOrder]テーブルに移動します。Add >

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルから削除しま
す。

< Remove

このサーバがブートできるデバイスタイプが、ブートが試行さ

れる順番に表示されます。

[Boot Order]テーブル

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで高いプライ
オリティに移動します。

Up

選択したデバイスタイプを [Boot Order]テーブルで低いプライ
オリティに移動します。

Down
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説明名前

設定されているブート順に対する変更を保存するか、または以

前に設定したブート順を再適用します。

CIMCは、サーバが次に再起動されるときに、設定されている
ブート順を BIOSに送信します。

[Apply]ボタン

変更を保存しないで、または既存の設定を再適用しないで、ダ

イアログボックスを閉じます。

このオプションを選択すると、サーバが次に再起動されるとき

に、実際のブート順は変更されません。

[Cancel]ボタン

ステップ 6 [Apply]をクリックします。
サーバに接続しているデバイスによっては、実際のブート順に追加のデバイスタイプが付加され

る場合があります。

次の作業

サーバを再起動して、新しいブート順でブートします。

サーバの実際のブート順の表示

サーバの実際のブート順とは、サーバが最後にブートされたときに BIOSによって実際に使用さ
れたブート順です。実際のブート順は、CIMCで設定されたブート順とは異なる場合があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。
[BIOS]ページが表示されます。

ステップ 3 [BIOS]ページの [Actual Boot Order]領域で、サーバが最後にブートされたときにBIOSによって実
際に使用された順序になっている、ブートデバイスのリストを確認します。

同じデバイスタイプの複数のインスタンスが最後のブート時に存在していた場合は、デバイスタ

イプを展開してそれらのデバイスを確認できます。
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サーバのリセット

はじめる前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Hard Reset Server]をクリックします。
[Hard Reset the Server?]というメッセージが示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

サーバのシャットダウン

はじめる前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Shut Down Server]をクリックします。
[Shut Down the Server?]というメッセージが示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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サーバの電源管理

サーバの電源投入

サーバの電源がCIMC経由以外の何らかの方法でオフにされた場合、サーバは電源をオンにし
てもすぐにはアクティブになりません。サーバは、CIMCが初期化を完了するまでスタンバイ
モードで動作します。

（注）

はじめる前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Power On Server]をクリックします。
[Power on the server?]というメッセージが示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

サーバの電源オフ

はじめる前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Power Off Server]をクリックします。
[Power Off the Server?]というメッセージが示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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サーバ電源の再投入

はじめる前に

このタスクを実行するには、userまたは admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Power Cycle Server]をクリックします。
[Power Cycle the Server?]というメッセージが示されたダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

電力ポリシーの設定

電力統計情報の表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [電源ポリシー]をクリックします。

ステップ 3 [Power Statistics]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

現在サーバによって使用されている電源（ワット単位）。[Current Consumption]フィール
ド

最後にリブートされてからサーバが使用した最大ワット数。[Maximum Consumption]フィー
ルド

最後にリブートされてからサーバが使用した最小ワット数。[Minimum Consumption]フィー
ルド

このサーバのピーク電力キャップとして指定できる最小電力量

（ワット単位）。

[Minimum Configurable Limit]
フィールド
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説明名前

このサーバのピーク電力キャップとして指定できる最大電力量

（ワット単位）。

[Maximum Configurable Limit]
フィールド

電力制限ポリシー

電力制限ポリシーによって、サーバの電力消費をアクティブに管理する方法が決定されます。電

力制限をイネーブルにすると、サーバに割り当てられている電力量がモニタされ、割り当てられ

ている電力未満に電力消費を抑えることが試行されます。サーバがその最大割り当てを超過する

と、電力制限ポリシーによって、指定された違反アクションがトリガーされます。

電力制限ポリシーの設定

この機能は、一部のサーバでは使用できません。（注）

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [電源ポリシー]をクリックします。

ステップ 3 [Power Configuration]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

このボックスがオンになっている場合、システムは、サーバに

割り当てられている電力をモニタし、サーバが最大割り当て量

を超えると、指定されたアクションを実行します。

[Enable Power Capping]チェック
ボックス
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説明名前

このサーバに割り当てることのできる最大ワット数。サーバが

このフィールドに指定されたよりも多くの電力を要求する場合、

システムは、[Non-Compliance Action]フィールドに定義された
アクションを実行します。

[Minimum Configurable Limit]フィールドおよび [Maximum
Configurable Limit]フィールドに定義された範囲内のワット数を
入力します。

[Peak Power]フィールド

電力キャッピングがイネーブルであり、サーバが割り当てられ

たピーク電力よりも多くを要求する場合に、システムが実行す

るアクション。次のいずれかになります。

• [Force PowerReduction]：サーバは何らかの方法で強制的に
電力消費量を減らします。このオプションを使用できるの

は一部の Cシリーズサーバだけです。

• [None]：アクションは実行されず、サーバに対して、[Peak
Power]フィールドに指定されたよりも多くの電力の使用が
許可されます。

• [Power Off Host]：サーバがシャットダウンします。

• [Throttle]：サーバで実行中のプロセスのスロットリングが
行われ、合計消費電力が抑えられます。

[Non-Compliance Action]ドロッ
プダウンリスト

ステップ 4 [変更を保存]をクリックします。

電力復元ポリシーの設定

電力復元ポリシーによって、シャーシの電力供給が失われた後、サーバに電力を復元する方法が

決定されます。

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

24 OL-28994-03  

サーバの管理

電力復元ポリシーの設定



手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [電源ポリシー]をクリックします。

ステップ 3 [Power Restore Policy]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

予期しない電源損失後、シャーシ電源が復元されたときに実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [Power Off]：手動で再起動されるまで、サーバはオフのま
まです。

• [Power On]：電源が復元されたときに、サーバは通常どお
りに起動できます。サーバはただちに再起動できますが、

任意で一定の遅延またはランダムな遅延後に再起動するこ

ともできます。

• [Restore Last State]：サーバが再起動し、システムは電源損
失前に実行されていたプロセスの復元を試みます。

[Power Restore Policy]ドロップ
ダウンリスト

選択されたポリシーが [Power On]の場合、このオプションを使
用して再起動を遅らせることができます。次のいずれかになり

ます。

• [fixed]：サーバは一定の遅延後に再起動します。

• [random]：サーバはランダムな遅延後に再起動します。

[Power Delay Type]ドロップダ
ウンリスト

固定遅延が選択されている場合、シャーシの電源が復元されて

CIMCの再起動が完了したら、システムはサーバを再起動する
前に、指定された秒数だけ待機します。

0～ 240の整数を入力します。

[Power Delay Value]フィールド

ステップ 4 [変更を保存]をクリックします。
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ファンポリシーの設定

ファン制御ポリシー

ファン制御ポリシーを使ってファンの速度を制御することにより、サーバの消費電力を削減し、

ノイズレベルを下げることができます。これらのファンポリシーが導入される前は、いずれか

のサーバコンポーネントの温度が設定済みしきい値を超過した場合に、ファン速度が自動的に増

加しました。ファン速度を低く抑えるために、通常、コンポーネントのしきい値温度を高い値に

設定しました。この動作はほとんどのサーバ構成に最適でしたが、次のような状況に対処できま

せんでした。

•最大の CPUパフォーマンス

高パフォーマンスを得るには、いくつかのCPUを設定済みしきい値よりもかなり低い温度に
冷却する必要があります。これは非常に高速なファン速度を必要とし、結果として電力消費

とノイズレベルが増大しました。

•低電力消費

電力消費を最も低く抑えるにはファンを非常に遅くする必要があり、場合によっては、ファ

ン停止をサポートするサーバで完全に停止する必要があります。しかし、ファンの速度を遅

くすると結果としてサーバが過熱します。この状況を回避するには、可能な最低速度よりも

やや速くファンを作動させる必要があります。

ファンポリシーを導入すると、サーバ内のコンポーネントに基づき、そのサーバに適したファン

速度を決定できます。さらに、最大のCPUパフォーマンスと低消費電力に関連する問題に対処す
るために、ファン速度を設定することができます。

次のファンポリシーの中から選択できます。

• Balanced

これがデフォルトのポリシーです。この設定でほとんどのサーバ構成を冷却できますが、

PCIeカードを含むサーバには適さない可能性があります。これらのカードは容易に過熱する
ためです。

• Performance

この設定は、高パフォーマンスを得るために最高速度でファンを作動させる必要のあるサー

バ構成に使用できます。この設定では、Balancedファンポリシーと同じ速度またはそれより
高速でファンが作動します。

• Low Power

この設定は、PCIeカードが含まれない最小構成のサーバに最適です。

• High Power

この設定は、60~85%の範囲のファン速度を必要とするサーバ構成に使用できます。このポ
リシーは、容易に過熱して高温になる PCIeカードを含んでいるサーバに最適です。このポ
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リシーで設定される最小ファン速度はサーバプラットフォームごとに異なりますが、およそ

60 ~ 85%の範囲内です。

• Maximum Power

この設定は、70%から 100%の範囲の非常に高いファン速度を必要とするサーバ構成に使用
できます。このポリシーは、容易に過熱して非常に高温になるPCIeカードを含んでいるサー
バに最適です。このポリシーで設定される最小ファン速度はサーバプラットフォームごと

に異なりますが、およそ 70 ~ 100%の範囲内です。

CIMCでファンポリシーを設定することはできますが、実際のファン作動速度はサーバの構成
要件により決定されます。たとえば、ファンポリシーを [Balanced]に設定しても、容易に加
熱するPCIeカードがサーバに含まれる場合は、サーバのファン速度が自動的に調整されます。
しかし、定義されたポリシーは [Balanced]のまま保持されます。

（注）

ファンポリシーの設定

サーバ設定およびサーバコンポーネントに基づいて適切なファンポリシーを決定できます。

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [電源ポリシー]をクリックします。

ステップ 3 [Fan Policy]領域で、ドロップダウンリストからファンポリシーを選択します。次のいずれかを
指定できます。

説明名前

これがデフォルトのポリシーです。この設定は

ほとんどのサーバ構成を冷却できますが、PCIe
カードは容易に過熱するため、これらのカード

のあるサーバには適していない可能性がありま

す。

Balanced

この設定は、高パフォーマンスを得るために最

高速度でファンを作動させる必要のあるサーバ

構成に使用できます。この設定により、ファン

速度は、Balancedファンポリシーで設定された
ファン速度と同じ速度またはより高速で動作し

ます。

Performance
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説明名前

この設定は、PCIeカードが含まれない最小構成
のサーバに最適です。

Low Power

この設定は、60% ~ 85%のファン速度を必要と
するサーバ構成で使用できます。このポリシー

は、容易に過熱して高温になる PCIeカードを
含むサーバに最適です。このポリシーで設定さ

れる最小ファン速度はサーバごとに異なります

が、およそ 50 ~ 85%の範囲です。

High Power

この設定は、70% ~ 100%の範囲の非常に高い
ファン速度を必要とするサーバ構成に使用でき

ます。このポリシーは、容易に過熱して非常に

高温になる PCIeカードを含むサーバに最適で
す。このポリシーで設定される最小ファン速度

はサーバごとに異なりますが、およそ70~100%
の範囲です。

Maximum Power

ステップ 4 [Save Changes]をクリックします。

Flexible Flash コントローラの管理

Cisco Flexible Flash
Cシリーズラックマウントサーバの中には、サーバソフトウェアツールおよびユーティリティ
のストレージとして、内蔵 Secure Digital（SD）メモリカードをサポートしているものがありま
す。この SDカードは Cisco Flexible Flashストレージアダプタでホストされます。

CIMCでは、単一ハイパーバイザ (HV)パーティション構成としてSDストレージが使用可能です。
以前のバージョンでは 4つの仮想 USBドライブがありました。 3つには Cisco UCS Server
Configuration Utility、Ciscoドライバ、および Cisco Host Upgrade Utilityが事前ロードされ、4番目
はユーザインストールによるハイパーバイザでした。また、CIMCの最新バージョンにアップグ
レードするか、旧バージョンにダウングレードした後、設定をリセットした場合にも、単一 HV
パーティション構成が作成されます。

シスコソフトウェアユーティリティおよびパッケージの詳細については、次の URLの『Cisco
UCS C-Series Servers Documentation Roadmap』を参照してください。

http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
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Cisco Flexible Flash コントローラのカード管理機能

Cisco Flexible Flashコントローラでは、単一のカードに加えて 2つの SDカードを RAID-1ペアと
して管理できます。カード管理機能の導入により、次の作業を実行できます。

説明Action

コントローラをリセットできます。Reset Cisco Flex Flash

選択したスロットの設定をデフォルト設定にリ

セットできます。

Reset Partition Defaults

ファームウェアバージョン253以降をサポート
する SDカードの設定を保持できます。

Synchronize Card Configuration

選択したCisco Flexible Flashコントローラの SD
カードを設定できます。

Configure Operational Profile

RAID パーティションの列挙

非RAIDパーティションは常にプライマリカードから列挙されます。列挙はプライマリカードの
ステータスに依存しません。

次に、Cisco Flexible Flashコントローラに 2枚のカードがあるときの RAIDパーティションの列挙
の動作を示します。

動作シナリオ

RAIDパーティションは、カードが正常に動作
している場合、およびモードが Primaryまたは
Secondary-activeの場合に列挙されます。

シングルカード

RAIDパーティションは、カードの 1つが正常
に動作していれば列挙されます。

1枚のカードだけが正常に動作している場合、
すべての読み取り/書き込み操作は、この正常に
動作しているカードで行われます。2つのRAID
パーティションを同期するには UCS SCUを使
用する必要があります。

デュアルペアカード
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動作シナリオ

サーバを再起動するときにこのシナリオが検出

された場合、RAIDパーティションはいずれも
列挙されません。

サーバが稼働しているときにこのシナリオが検

出された場合、ユーザが新しい SDカードを取
り付けても、そのカードは Cisco Flexible Flash
コントローラによって管理されません。これは

ホストの列挙には影響しません。これらを管理

するためにカードをペアにする必要がありま

す。カードをペアにするには、[Reset Partition
Defaults]または [Synchronize Card Configuration]
オプションを使用できます。

デュアル非ペアカード

FlexFlash でのシングルカードミラーリングからデュアルカードミ
ラーリングへのアップグレード

次のいずれかの方法で、FlexFlashを使用したシングルカードミラーリングからデュアルカード
ミラーリングにアップグレードできます。

•空の FlexFlashをサーバに追加し、SDファームウェアを旧バージョンから最新バージョンに
アップグレードします。

この作業を完了する方法については、を参照してください。

• FlexFlashファームウェアを最新バージョンにアップグレードした後、空のカードをサーバに
追加します。

このいずれかの方法を使用する前に、次のガイドラインに注意してください。

• RAID1ミラーリングを作成するには、サーバに追加される空のカードのサイズが、サーバ上
の既存のカードと正確に同じである必要があります。RAID1ミラーリングをセットアップす
るうえで、同じカードサイズは必須事項です。

•ハイパーバイザパーティション内の有効なデータを持つカードが、プライマリ正常カードと
してマークされていることを確認してください。 CIMC GUIまたは CIMC CLIでこの状態を
判別できます。カードの状態をプライマリ正常としてマークするには、CIMC GUIの [Reset
Configuration]オプションを使用するか、CIMCCLIで reset-configコマンドを実行することが
できます。特定のカードの設定をリセットすると、セカンダリカードはセカンダリアクティ

ブ非正常としてマークされます。

• RAID正常性「Degraded」状態である場合、すべての読み取りおよび書き込みトランザクショ
ンは正常なカードで実行されます。このシナリオでは、データのミラーリングは行われませ

ん。データのミラーリングは、正常な RAID状態の場合にのみ行われます。
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•データのミラーリングは RAIDパーティションにのみ適用されます。 Cシリーズサーバで
は、RAIDモードでハイパーバイザパーティションだけが動作します。

•旧バージョンで使用するよう SDカードを設定していない場合、最新バージョンにアップグ
レードすると最新の 253ファームウェアがロードされ、4個のパーティションすべてがホス
トに列挙されます。

FlexFlashバージョンのアップグレード中に次のエラーメッセージが表示される場合があります：

Unable to communicate with Flexible Flash controller: operation ffCardsGet, status

CY_AS_ERROR_INVALID_RESPONSE”

さらに、カードステータスが [missing]と示されることもあります。このエラーが発生する原因
は、1.4(x)などの代替リリースまたは旧バージョンに意図せず切替えたためです。このシナリオ
では、最新バージョンに戻すか、元の FlexFlash 1.4(x)設定に切り替えることができます。最新の
CIMCバージョンに戻すことを選択した場合、Cisco FlexFlash設定はそのまま残ります。旧バー
ジョンの設定に切り替えることを選択した場合は、Flexflash設定をリセットする必要があります。
このシナリオでは、次の点に注意する必要があります。

•複数のカードが存在する状態で旧バージョンに戻すと、2番目のカードを検出したり管理し
たりすることはできません。

•カードタイプが SD253である場合、CIMC CLIから reset-configコマンドを 2回実行する必
要があります。1回目は古いファームウェアをコントローラに再ロードしてSD253からSD247
タイプに移行し、2回目の実行では列挙を開始します。

Flexible Flash コントローラプロパティの設定
CIMCの最新バージョンにアップグレードするか、以前のバージョンにダウングレードしてから
設定をリセットすると、サーバは HVパーティションだけにアクセスします。

はじめる前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

このタスクを実行すると、ホストですべての仮想ドライブを再スキャンするため、仮想ドライ

ブの接続性が損なわれます。仮想ドライブを使用する前にCisco Flexible Flashコントローラを
設定するか、このタスクを開始する前にホストの電源を切ることをお勧めします。

（注）
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手順

ステップ 1 [Navigation]ペインの [Storage]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 3 [Controller Info]タブの [Configure Operational Profile]をクリックします。

ステップ 4 [Operational Profile]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

選択した Cisco Flexible Flashコントローラのシステム定義の名
前。

この名前は変更できません。

[Controller]フィールド

USB形式のドライブとして、サーバに対して使用可能にできる
仮想ドライブ。

単一 HVパーティションに対するチェックボックスが表示され
ます。

旧バージョンでは、各仮想ドライブに対して 4個の
チェックボックスが表示されます。単一パーティショ

ンを既に作成し、旧バージョンの CIMCにダウング
レードした場合、HVのみが有効であっても他の仮想
ドライブが表示されます。

（注）

[Virtual Drives Enabled]フィー
ルド

プライマリ RAIDメンバが存在するスロット。[RAID Primary Member]フィー
ルド

値は secondary-activeにする必要があります。[RAID Secondary Role]フィール
ド

Cisco Flexible Flashカードへのアクセス時に許可される読み取り
エラーの数。読み取りエラーの数がカード上のこのしきい値を

超えると、カードが正常でないとマークされます。

読み取りエラーのしきい値を指定するには、1～ 255の整数を
入力します。検出されたエラー数に関係なく、カードがディ

セーブルにならないように指定するには、0（ゼロ）を入力しま
す。

[I/ORead Error Threshold]フィー
ルド
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説明名前

Cisco Flexible Flashカードへのアクセス時に許可される書き込み
エラーの数。書き込みエラーの数がカード上のこのしきい値を

超えると、カードが正常でないとマークされます。

書き込みエラーのしきい値を指定するには、1～ 255の整数を
入力します。検出されたエラー数に関係なく、カードがディ

セーブルにならないように指定するには、0（ゼロ）を入力しま
す。

[I/O Write Error Threshold]
フィールド

オンにした場合、[Save Changes]をクリックすると、読み取り/
書き込みエラーがクリアされます。

[Clear Errors]チェックボックス

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

Flexible Flash からのブート
Cisco Flexible Flashカード上のブート可能な仮想ドライブを指定して、サーバが次に再起動された
ときにそのドライブをデフォルトのブートプライオリティよりも優先させることができます（サー

バに定義されているデフォルトブート順は無視されます）。指定したブートデバイスは一度だ

け使用されます。サーバがリブートした後、この設定は無効になります。

サーバをリブートする前に、選択する仮想ドライブが Cisco Flexible Flashカード上でイネーブ
ルになっていることを確認してください。これを確認するには、[Storage]タブに移動し、カー
ドを選択し、[Virtual Drive Info]サブタブに移動します。

（注）

はじめる前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [BIOS]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Configure Boot Override Priority]をクリックします。
[Boot Override Priority]ダイアログボックスが開きます。
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ステップ 4 [Boot Override Priority]ダイアログボックスで、ブートに使用する仮想ドライブを選択します。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

Flexible Flash コントローラのリセット
通常の操作では、Cisco Flexible Flashのリセットが必要になることはありません。テクニカルサ
ポートの担当者から明確に指示された場合にだけ、この手順を実行することを推奨します。

この操作は、Cisco Flexible Flashコントローラ上の仮想ドライブへのトラフィックを中断させ
ます。

（注）

はじめる前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

•お使いのプラットフォームで Cisco Flexible Flashがサポートされている必要があります。

手順

ステップ 1 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco FlexFlash]ペインの [Controller Info]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で [Reset FlexFlash Controller]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックして確定します。

Cisco Flexible Flashカード設定のリセット
Cisco Flexible Flashカードのスロットの設定をリセットすると、次の状況が発生します。

•選択されたスロットのカードは、プライマリ -正常としてマークされます。

•もう一方のスロットのカードは、セカンダリアクティブ-非正常としてマークされます。

• 1つの RAIDパーティションが作成されます。

•カードの読み取り/書き込みエラー数および読み取り/書き込みしきい値は0に設定されます。

•ホストの接続が停止される可能性があります。

最新バージョンにアップグレードして、設定のリセットオプションを選択した場合、単一のハイ

パーバイザ (HV)パーティションが作成され、既存の 4パーティション構成は消去されます。こ
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れにより、データ損失が生じることもあります。失われたデータを取り出すことができるのは、

HVパーティションにまだデータを書き込んでおらず、以前のバージョンにダウングレードする場
合だけです。

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco FlexFlash]ペインの [Controller Info]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Reset Partition Defaults]をクリックします。

ステップ 4 [Reset Partition Defaults]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

プライマリ -正常としてカードをマークするスロットを選択し
ます。

他のスロットにカードがある場合は、セカンダリアクティブ -
非正常としてマークされます。

[Slot]オプションボタン

選択したスロットの設定をリセットします。[Reset Partition Defaults]ボタン

変更を行わずにダイアログボックスを閉じます。[Cancel]ボタン

ステップ 5 [Yes]をクリックします。

Cisco Flexible Flash カードの設定の保持
次の状況では、ファームウェアバージョン 253以降のカードをサポートするFlexFlashの設定を保
持できます。

• 2つの非ペアの FlexFlashがあります

•単一 FlexFlashからサーバが稼働していて、非ペアの FlexFlashが他のスロットにあります。

• 1つのFlexFlashがファームウェアバージョン 253をサポートし、もう 1つのFlexFlashはパー
ティション化されていません。

設定を保持する場合、次の状況が発生します。

•選択されたスロットの FlexFlashの設定は、もう 1つのカードにコピーされます。
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•選択されたスロットのカードは、プライマリ -正常としてマークされます。

•セカンダリスロットのカードは、セカンダリアクティブ-非正常としてマークされます。

はじめる前に

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 2 [Cisco FlexFlash]ペインの [Controller Info]タブをクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で [Synchronize Card Configuration]をクリックします。

ステップ 4 [Synchronize Card Configuration]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

設定を保持するスロットを選択します。選択したスロットから

他のスロットのカードに設定がコピーされ、選択したスロット

のカードはプライマリ -正常としてマークされます。

[Slot]オプションボタン

選択したカードのタイプが SD253で単一のHV設定が存在する
場合にのみ、選択したカードから設定をコピーします。

[Synchronize Card Configuration]
ボタン

変更を行わずにダイアログボックスを閉じます。[Cancel]ボタン

ステップ 5 [Yes]をクリックします。

SD カードの追加、およびファームウェア 1.5(4) バージョンへのアップ
グレード

手順

ステップ 1 サーバの SLOT-2に空の SDカードを挿入します。

ステップ 2 CIMCソフトウェアバージョンをリリース 1.5(4)にアップグレードして、CIMCをリブートしま
す。

ステップ 3 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 4 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 5 [Controller Info]タブで、[Internal State]フィールドに表示されている状態を判別します。
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状態はWAIT_ON_USERと表示されるはずです。

ステップ 6 [Reset FlexFlash Controller] をクリックします。
このオプションは、パーティションの列挙をホストにリセットします。 FlexFlashコント
ローラをリセットする前に、SDカードがホストから使用されていないことを確認してく
ださい。

重要

FlexFlashコントローラをリセットすると、SLOT-1のカードは自動的にプライマリ正常としてマー
クされ、SLOT-2の空のカードはセカンダリアクティブ非正常カードとしてマークされます。
RAID正常性は [Degraded]と表示されます。この状況では、すべてのデータトランザクションが
正常カードに書き込まれ、データのミラーリングは行われません。

ステップ 7 （任意） RAID正常性を「healthy」に変更するには、ホスト上で Cisco UCS Server Configuration
Utility（Cisco UCS SCU）を起動して [Hypervisor Sync]をクリックします。
このオプションにより、正常なカードから非正常カードにデータがミラーリングされます。

SD カードファームウェア 1.5(4) バージョンへのアップグレード、およ
び新しい SD カードの追加

はじめる前に

• RAID1ミラーを正常に作成するには、追加される空のカードのサイズが、既存のカードのサ
イズと一致する必要があります。

•ハイパーバイザパーティション内の有効なデータを持つ SDカードが、プライマリ正常カー
ドとしてマークされていることを確認してください。特定の SDカードを正常としてマーク
するには、[Reset Partition Defaults]をクリックすることができます。その結果として、もう
1つのカードがセカンダリアクティブ非正常カードとしてマークされます。

手順

ステップ 1 CIMCソフトウェアバージョンをリリース 1.5(4)にアップグレードして、CIMCをリブートしま
す。

ステップ 2 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 3 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 4 [Controller Info]タブで、[Internal State]フィールドに表示されている状態を判別します。
状態はWAIT_ON_USERと表示されるはずです。

ステップ 5 [Reset FlexFlash Controller] をクリックします。
このオプションは、パーティションの列挙をホストにリセットします。 FlexFlashコント
ローラをリセットする前に、SDカードがホストから使用されていないことを確認してく
ださい。

重要
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FlexFlashコントローラをリセットすると、SLOT-1のカードが自動的に [primary healthy]として
マークされ、SLOT-2の空のカードが [secondary active unhealthy]カードとしてマークされます。
RAID正常性は [Degraded]と表示されます。この状況では、すべてのデータトランザクションが
正常カードに書き込まれ、データのミラーリングは行われません。

ステップ 6 タブの [Cisco FlexFlash]をクリックします。

ステップ 7 [Controller Info]タブで [Reset PartitionDefaults]をクリックし、プライマリスロットとして [SLOT-1]
を選択します。

SLOT-1のカードが自動的にプライマリ正常としてマークされ、SLOT-2の空のカードがセカンダ
リアクティブ非正常カードとしてマークされます。 RAID正常性は Degradedと表示されます

ステップ 8 （任意） RAID正常性を「healthy」に変更するには、ホスト上で Cisco UCS Server Configuration
Utility（Cisco UCS SCU）を起動して [Hypervisor Sync]をクリックします。
このオプションにより、正常なカードから非正常カードにデータがミラーリングされます。

BIOS の設定

主要な BIOS の設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [BIOS]をクリックします。

ステップ 3 [アクション]領域で [BIOSの設定]をクリックします。

ステップ 4 ダイアログボックスで、[Main]タブをクリックします。

ステップ 5 変更を保存した後にサーバをリブートするかどうかを指定します。

[変更を保存]をクリックした後で変更内容を自動的に適用するには、[ホストを即座にリブート]
チェックボックスをオンにします。サーバがただちにリブートされて、変更が適用されます。

変更内容を後で適用するには、[ホストを即座にリブート]チェックボックスをオフにします。変
更が保存され、次回サーバがリブートするときに適用されます。

保留中の BIOSパラメータの変更がすでにある場合、CIMCは、[変更を保存]をクリッ
クしたときに、保存されている値を現在の設定で自動的に上書きします。

（注）

ステップ 6 [Main]タブで、BIOS設定のフィールドを更新します。
使用可能な BIOSパラメータは、使用しているサーバのモデルによって異なります。各 BIOS設
定のオプションに関する説明および情報については、次のいずれかを参照してください。
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• C22および C24サーバの主要な BIOSパラメータ , （217ページ）

• C200および C210サーバの主要な BIOSパラメータ

• C250サーバの主要な BIOSパラメータ

• C260サーバの主要な BIOSパラメータ , （265ページ）

• C460サーバの主要な BIOSパラメータ , （304ページ）

ステップ 7 （任意） [BIOSパラメータの設定]ダイアログボックスの下部にあるボタンを使用して、パラメー
タのリセットまたはデフォルト値の復元を行うことができます。

次のオプションを使用できます。

説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの設定を保存し、ダイアロ
グボックスを閉じます。

[ホストを即座にリブート]チェックボックスがオフの場合、サー
バはすぐにリブートされ、新しいBIOS設定が有効になります。
それ以外の場合は、サーバが手動でリブートされるまで変更は

保存されます。

[変更を保存]ボタン

3つのタブすべての BIOSパラメータの値を、このダイアログ
ボックスが最初に開いたときに有効であった設定に戻します。

[値のリセット]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータをそれぞれのデフォルト設
定に設定します。

[デフォルトの復元]ボタン

変更を加えずにダイアログボックスを閉じます。[キャンセル]ボタン

このダイアログボックスのボタンは、現在表示しているタブのパラメータだけでなく、使

用可能なすべてのタブのすべての BIOSパラメータに影響します。
重要

ステップ 8 [変更を保存]をクリックします。

BIOS の詳細設定

搭載されているハードウェアによっては、このトピックで説明されている一部の設定オプショ

ンが表示されない場合があります。

（注）
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はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [BIOS]をクリックします。

ステップ 3 [アクション]領域で [BIOSの設定]をクリックします。

ステップ 4 ダイアログボックスで、[Advanced]タブをクリックします。

ステップ 5 変更を保存した後にサーバをリブートするかどうかを指定します。

[変更を保存]をクリックした後で変更内容を自動的に適用するには、[ホストを即座にリブート]
チェックボックスをオンにします。サーバがただちにリブートされて、変更が適用されます。

変更内容を後で適用するには、[ホストを即座にリブート]チェックボックスをオフにします。変
更が保存され、次回サーバがリブートするときに適用されます。

保留中の BIOSパラメータの変更がすでにある場合、CIMCは、[変更を保存]をクリッ
クしたときに、保存されている値を現在の設定で自動的に上書きします。

（注）

ステップ 6 [Advanced]タブで、BIOS設定のフィールドを更新します。
使用可能な BIOSパラメータは、使用しているサーバのモデルによって異なります。各 BIOS設
定のオプションに関する説明および情報については、次のいずれかを参照してください。

• C22および C24サーバの高度な BIOSパラメータ , （218ページ）

• C200および C210サーバの高度な BIOSパラメータ

• C250サーバの高度な BIOSパラメータ

• C260サーバの高度な BIOSパラメータ , （265ページ）

• C460サーバの高度な BIOSパラメータ , （304ページ）

ステップ 7 （任意） [BIOSパラメータの設定]ダイアログボックスの下部にあるボタンを使用して、パラメー
タのリセットまたはデフォルト値の復元を行うことができます。

次のオプションを使用できます。

説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの設定を保存し、ダイアロ
グボックスを閉じます。

[ホストを即座にリブート]チェックボックスがオフの場合、サー
バはすぐにリブートされ、新しいBIOS設定が有効になります。
それ以外の場合は、サーバが手動でリブートされるまで変更は

保存されます。

[変更を保存]ボタン

3つのタブすべての BIOSパラメータの値を、このダイアログ
ボックスが最初に開いたときに有効であった設定に戻します。

[値のリセット]ボタン
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説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータをそれぞれのデフォルト設
定に設定します。

[デフォルトの復元]ボタン

変更を加えずにダイアログボックスを閉じます。[キャンセル]ボタン

このダイアログボックスのボタンは、現在表示しているタブのパラメータだけでなく、使

用可能なすべてのタブのすべての BIOSパラメータに影響します。
重要

ステップ 8 [変更を保存]をクリックします。

サーバ管理 BIOS の設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [BIOS]をクリックします。

ステップ 3 [アクション]領域で [BIOSの設定]をクリックします。

ステップ 4 ダイアログボックスで、[Server Management]タブをクリックします。

ステップ 5 変更を保存した後にサーバをリブートするかどうかを指定します。

[変更を保存]をクリックした後で変更内容を自動的に適用するには、[ホストを即座にリブート]
チェックボックスをオンにします。サーバがただちにリブートされて、変更が適用されます。

変更内容を後で適用するには、[ホストを即座にリブート]チェックボックスをオフにします。変
更が保存され、次回サーバがリブートするときに適用されます。

保留中の BIOSパラメータの変更がすでにある場合、CIMCは、[変更を保存]をクリッ
クしたときに、保存されている値を現在の設定で自動的に上書きします。

（注）

ステップ 6 [Server Management]タブで、BIOS設定のフィールドを更新します。
使用可能な BIOSパラメータは、使用しているサーバのモデルによって異なります。各 BIOS設
定のオプションに関する説明および情報については、次のいずれかを参照してください。

• C22および C24サーバのサーバ管理 BIOSパラメータ , （238ページ）

• C200および C210サーバのサーバ管理 BIOSパラメータ

• C250サーバのサーバ管理 BIOSパラメータ

• C260サーバのサーバ管理 BIOSパラメータ , （277ページ）
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• C460サーバのサーバ管理 BIOSパラメータ , （316ページ）

ステップ 7 （任意） [BIOSパラメータの設定]ダイアログボックスの下部にあるボタンを使用して、パラメー
タのリセットまたはデフォルト値の復元を行うことができます。

次のオプションを使用できます。

説明名前

3つのタブすべてのBIOSパラメータの設定を保存し、ダイアロ
グボックスを閉じます。

[ホストを即座にリブート]チェックボックスがオフの場合、サー
バはすぐにリブートされ、新しいBIOS設定が有効になります。
それ以外の場合は、サーバが手動でリブートされるまで変更は

保存されます。

[変更を保存]ボタン

3つのタブすべての BIOSパラメータの値を、このダイアログ
ボックスが最初に開いたときに有効であった設定に戻します。

[値のリセット]ボタン

3つのタブすべてのBIOSパラメータをそれぞれのデフォルト設
定に設定します。

[デフォルトの復元]ボタン

変更を加えずにダイアログボックスを閉じます。[キャンセル]ボタン

このダイアログボックスのボタンは、現在表示しているタブのパラメータだけでなく、使

用可能なすべてのタブのすべての BIOSパラメータに影響します。
重要

ステップ 8 [変更を保存]をクリックします。

BIOS の工場出荷時のデフォルト設定への復元
BIOSのコンポーネントが目的のとおりに動作しなくなる状況では、カスタマイズされた製造時の
デフォルト値に BIOSセットアップトークンおよびパラメータを復元できます。

このアクションは、一部の Cシリーズサーバのみで使用できます。（注）

はじめる前に

•サーバの電源をオフにする必要があります。

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [BIOS]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Restore Manufacturing Custom Defaults]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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第 4 章

サーバのプロパティの表示

この章は、次の内容で構成されています。

• サーバのプロパティの表示, 45 ページ

• CIMC情報の表示, 46 ページ

• CPUのプロパティの表示, 47 ページ

• メモリのプロパティの表示, 47 ページ

• 電源のプロパティの表示, 50 ページ

• PCIアダプタのプロパティの表示, 51 ページ

• Nvidia GPUカード情報の表示, 52 ページ

サーバのプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Server Summary]ペインの [Server Properties]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

サーバのモデル名。[Product Name]フィールド

サーバのシリアル番号。[Serial Number]フィールド

製品 ID。[PID]フィールド

サーバに割り当てられている UUID。[UUID]フィールド
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説明名前

サーバで実行されている BIOSのバージョン。[BIOS Version]フィールド

サーバのユーザ定義の説明。[Description]フィールド

CIMC 情報の表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Server Summary]ペインの [Cisco Integrated Management Controller (CIMC) Information]領域で、次
の情報を確認します。

説明名前

CIMCのユーザ定義のホスト名。デフォルトでは、
CXXX-YYYYYYという形式でホスト名が表示されます。XXX
はサーバのモデル番号、YYYYYYはシリアル番号です。

[Hostname]フィールド

CIMCの IPアドレス。[IP Address]フィールド

CIMCに対するアクティブなネットワークインターフェイスに
割り当てられているMACアドレス。

[MAC Address]フィールド

現在の CIMCファームウェアのバージョン。[Firmware Version]フィールド

CIMCクロックが示している現在の日時。

CIMCは、サーバBIOSから現在の日時を取得します。
この情報を変更するには、サーバをリブートし、BIOS
設定メニューへのアクセスに関するメッセージが表示

されたら F2キーを押します。メインの BIOS設定タ
ブでオプションを使用して日付または時刻を変更しま

す。

（注）

[Current Time]フィールド
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CPU のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ]ペインの [CPU]タブをクリックします。

ステップ 4 各 CPUで次の情報を確認します。

説明名前

CPUが装着されているソケット[Socket Name]フィールド

CPUのベンダー[Vendor]フィールド

CPUのステータス。[Status]フィールド

この CPUが属するファミリ。[Family]フィールド

CPUの速度（メガヘルツ単位）。[Speed]フィールド

CPUのバージョン[Version]フィールド

CPUのコアの数[Number of Cores]フィールド

CPUの署名情報。[Signature]フィールド

CPUが同時に処理できる最大スレッド数[Number of Threads]フィールド

メモリのプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ]ペインの [メモリ]タブをクリックします。

ステップ 4 [Memory Summary]領域で、メモリに関する次のサマリー情報を確認します。
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説明名前

メモリ速度（メガヘルツ単位）。[Memory Speed]フィールド

現在障害が発生しているメモリの量（メガバイト単位）。[Failed Memory]フィールド

すべてのDIMMが完全に機能している場合に、サーバで使用で
きるメモリの合計量。

[Total Memory]フィールド

現在使用できないメモリの量（メガバイト単位）。[Ignored Memory]フィールド

現在サーバが使用できる実際のメモリの量。[Effective Memory]フィールド

サーバがアクセスできない DIMMの数。[Number of Ignored DIMMs]
フィールド

冗長ストレージに使用されるメモリの量。[RedundantMemory]フィールド

障害が発生し、使用できない DIMMの数。[Number of Failed DIMMs]
フィールド

サーバでサポートされている RASメモリ構成の詳細。[MemoryRASPossible]フィール
ド
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説明名前

現在のメモリ設定。次のいずれかになります。

• [Maximum Performance]：システムは自動的にメモリのパ
フォーマンスを最適化します。

• [Mirroring]：サーバはメモリ内のデータのコピーを 2つ保
持します。このオプションを使用すると、サーバ上の使用

可能なメモリが等分され、その半分はミラーコピー用に自

動的に予約されます。

• [Sparing]：システムは、DIMMに障害が発生した場合に使
用するためのメモリを予約します。障害が発生した場合、

サーバはDIMMをオフラインにして、予約済みのメモリと
置き換えます。このオプションは、ミラーリングよりも冗

長性が低くなりますが、サーバで実行するプログラムに使

用できるメモリの量が多くなります。

• [Lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイプ、サ
イズ、および構成を持ち、SMIチャネルにまたがって装着
されている場合、ロックステップモードをイネーブルにし

て、メモリアクセス遅延の最小化およびパフォーマンスの

向上を実現できます。

• [Independent]：すべてのチャネルが同一のメモリモジュー
ルで事前設定されます。

[Memory Configuration]フィー
ルド

ステップ 5 [Memory Details]テーブルで、各 DIMMに関する次の詳細情報を確認します。
カラムの見出しをクリックすると、そのカラムのエントリに従って表の行がソートされ

ます。

ヒント

説明名前

メモリモジュールが装着されている DIMMスロットの名前[Name]カラム

DIMMのサイズ。[Capacity]カラム

メモリチャネルのクロック速度（メガヘルツ単位）。[Channel Speed]カラム

メモリチャネルのタイプ。[Channel Type]カラム

デバイスで使用されるメモリのタイプ。[Memory Type Detail]カラム

メモリバンク内の DIMMの場所。[Bank Locator]カラム
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説明名前

製造業者のベンダー ID。次のいずれかになります。

• [0x2C00]：Micron Technology, Inc.

• [0x5105]：Qimonda AG i. In.

• [0x802C]：Micron Technology, Inc.

• [0x80AD]：Hynix Semiconductor Inc.

• [0x80CE]：Samsung Electronics, Inc.

• [0x8551]：Qimonda AG i. In.

• [0xAD00]：Hynix Semiconductor Inc.

• [0xCE00]：Samsung Electronics, Inc.

[Manufacturer]カラム

DIMMのシリアル番号。[Serial Number]カラム

DIMMに関連付けられた資産タグ（存在する場合）。[Asset Tag]カラム

ベンダーによって割り当てられた DIMMの部品番号。[Part Number]カラム

DIMMがサーバに対して使用可能であるかどうか。[Visibility]カラム

DIMMが現在正常に動作しているかどうか。[Operability]カラム

DIMMがサポートするデータの量（ビット単位）。[Data Width]カラム

電源のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ]ペインの [電源]タブをクリックします。

ステップ 4 各電源で次の情報を確認します。

カラムの見出しをクリックすると、そのカラムのエントリに従って表の行がソートされ

ます。

ヒント
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説明名前

電源装置ユニットの ID。[Device ID]カラム

電源装置への入力（ワット単位）。[Input]カラム

電源装置からの最大出力（ワット単位）。[Max Output]カラム

電源装置のファームウェアバージョン。[FW Version]カラム

ベンダーによって割り当てられた電源の製品識別子。[Product ID]カラム

PCI アダプタのプロパティの表示
はじめる前に

サーバの電源をオンにする必要があります。そうしないと、プロパティが表示されません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ]ペインの [PCIアダプタ]タブをクリックします。

ステップ 4 [PCI Adapters]領域で、装着されている PCIアダプタの次の情報を確認します。

説明名前

アダプタが存在するスロット。[Slot ID]カラム

アダプタの名前。[Product Name]カラム

ベンダーによって割り当てられたアダプタ ID。[Vendor ID]カラム

ベンダーによって割り当てられているセカンダリアダプタ ID。[Sub Vendor ID]カラム

ベンダーによって割り当てられたデバイス ID。[Device ID]カラム

ベンダーによって割り当てられているセカンダリデバイス ID。[Sub Device ID]カラム
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Nvidia GPU カード情報の表示
この情報は、すべての Cisco UCS Cシリーズサーバで使用できるわけではありません。

はじめる前に

使用可能な Nvidia GPUカードの情報を表示するには、サーバの電源が入っている必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ]ペインの [PCIアダプタ]タブをクリックします。

ステップ 4 [PCI Adapters]領域で、装着されている PCIアダプタの次の情報を確認します。

説明名前

アダプタが存在するスロット。[Slot ID]カラム

アダプタの名前。[Product Name]カラム

ベンダーによって割り当てられたアダプタ ID。[Vendor ID]カラム

ベンダーによって割り当てられているセカンダリアダプタ ID。[Sub Vendor ID]カラム

ベンダーによって割り当てられたデバイス ID。[Device ID]カラム

ベンダーによって割り当てられているセカンダリデバイス ID。[Sub Device ID]カラム

ステップ 5 [Slot ID]または Nvidia GPUカードの [Product Name]をクリックします。

ステップ 6 [GPU Inventory]ダイアログボックスで、Nvidia GPUカードに関する次の情報を確認してくださ
い。

説明名前

NVidiaカードの GPUの ID。GPU ID

GPUカードの温度（摂氏単位）。温度
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第 5 章

サーバのセンサーの表示

この章は、次の内容で構成されています。

• 電源センサーの表示, 53 ページ

• ファンセンサーの表示, 55 ページ

• 温度センサーの表示, 56 ページ

• 電圧センサーの表示, 57 ページ

• 電流センサーの表示, 58 ページ

• LEDセンサーの表示, 59 ページ

• ストレージセンサーの表示, 59 ページ

電源センサーの表示

カラムの見出しをクリックすると、そのカラムのエントリに従って表の行がソートされます。ヒント

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [電源]タブをクリックします。

ステップ 4 [Properties]領域で、[Redundancy Status]フィールドにサーバの電源装置の冗長性のステータスが表
示されます。

ステップ 5 [Discrete Sensors]領域で、次に示すサーバの統計情報を表示できます。
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説明名前

センサーの名前。[センサー名]カラム

センサーのステータス。次のいずれかになります。

• Unknown

• Informational

• Normal

• Warning

• Critical

• Non-Recoverable

[ステータス]カラム

センサーの基本状態。[リーディング]カラム

ステップ 6 [Threshold Sensors]領域で、次に示すサーバの統計情報を表示できます。

説明名前

センサーの名前。[センサー名]カラム

センサーのステータス。次のいずれかになります。

• Unknown

• Informational

• Normal

• Warning

• Critical

• Non-Recoverable

[ステータス]カラム

現在の電力使用量（ワット単位）。[Reading]カラム

Warningの最小しきい値。[Warning最小しきい値]カラム

Warningの最大しきい値。[Warning最大しきい値]カラム

Criticalの最小しきい値。[Critical最小しきい値]カラム

Criticalの最大しきい値。[Critical最大しきい値]カラム
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ファンセンサーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [ファン]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバのファンに関する次の統計情報が表示されます。

カラムの見出しをクリックすると、そのカラムのエントリに従って表の行がソートされ

ます。

ヒント

説明名前

センサーの名前。[センサー名]カラム

センサーのステータス。次のいずれかになります。

• Unknown

• Informational

• Normal

• Warning

• Critical

• Non-Recoverable

[ステータス]カラム

ファンの速度（RPM単位）。[Speed]カラム

Warningの最小しきい値。[Warning最小しきい値]カラム

Warningの最大しきい値。[Warning最大しきい値]カラム

Criticalの最小しきい値。[Critical最小しきい値]カラム

Criticalの最大しきい値。[Critical最大しきい値]カラム
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温度センサーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [温度]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバの温度に関する次の統計情報が表示されます。

カラムの見出しをクリックすると、そのカラムのエントリに従って表の行がソートされ

ます。

ヒント

説明名前

センサーの名前。[センサー名]カラム

センサーのステータス。次のいずれかになります。

• Unknown

• Informational

• Normal

• Warning

• Critical

• Non-Recoverable

[ステータス]カラム

現在の温度（摂氏単位）。[Temperature]カラム

Warningの最小しきい値。[Warning最小しきい値]カラム

Warningの最大しきい値。[Warning最大しきい値]カラム

Criticalの最小しきい値。[Critical最小しきい値]カラム

Criticalの最大しきい値。[Critical最大しきい値]カラム
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電圧センサーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [電圧]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバの電圧に関する次の統計情報が表示されます。

カラムの見出しをクリックすると、そのカラムのエントリに従って表の行がソートされ

ます。

ヒント

説明名前

センサーの名前。[センサー名]カラム

センサーのステータス。次のいずれかになります。

• Unknown

• Informational

• Normal

• Warning

• Critical

• Non-Recoverable

[ステータス]カラム

現在の電圧（ボルト単位）。[Voltage]カラム

Warningの最小しきい値。[Warning最小しきい値]カラム

Warningの最大しきい値。[Warning最大しきい値]カラム

Criticalの最小しきい値。[Critical最小しきい値]カラム

Criticalの最大しきい値。[Critical最大しきい値]カラム
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電流センサーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [電流]タブをクリックします。

ステップ 4 電流に関する次の統計情報が [Current]タブに表示されます。

説明名前

センサーの名前。[センサー名]カラム

センサーのステータス。次のいずれかになります。

• Unknown

• Informational

• Normal

• Warning

• Critical

• Non-Recoverable

[ステータス]カラム

電流（アンペア単位）。[Current]カラム

Warningの最小しきい値。[Warning最小しきい値]カラム

Warningの最大しきい値。[Warning最大しきい値]カラム

Criticalの最小しきい値。[Critical最小しきい値]カラム

Criticalの最大しきい値。[Critical最大しきい値]カラム
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LED センサーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [LED]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバの LEDに関する次の統計情報が表示されます。

説明名前

センサーの名前。[センサー名]カラム

LEDが点灯、点滅、または消灯しているかどうか。[LED State]カラム

LEDの現在のステータス。

色の意味の詳細については、使用しているサーバタイプに対応

するハードウェアインストレーションガイドを参照してくださ

い。

[LED Color]カラム

ストレージセンサーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [センサー]をクリックします。

ステップ 3 [センサー]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 4 サーバのストレージに関する次の統計情報が表示されます。

説明名前

ストレージデバイスの名前。[Name]カラム

ストレージデバイスのステータスに関する簡単な説明。[Status]カラム
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説明名前

現在の LEDの色（ある場合）。

ストレージデバイスの物理 LEDを点滅させるには、ドロップ
ダウンリストから [Turn On]を選択します。 LEDの点滅をスト
レージデバイスに制御させるには、[Turn Off]を選択します。

この情報は、一部の Cシリーズサーバのみで使用で
きます。

（注）

[LED Status]カラム

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

60 OL-28994-03  

サーバのセンサーの表示

ストレージセンサーの表示



第 6 章

リモートプレゼンスの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• Serial over LANの設定, 61 ページ

• 仮想メディアの設定, 63 ページ

• KVMコンソール, 67 ページ

• 仮想 KVMの設定, 68 ページ

Serial over LAN の設定
Serial over LANを使用すると、管理対象システムのシリアルポートの入出力を IP経由でリダイレ
クトできます。ホストコンソールへ CIMCを使用して到達する場合は、サーバで Serial over LAN
を設定して使用します。

はじめる前に

Serial over LANを設定するには、管理者権限のあるユーザでログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [Serial over LAN]タブをクリックします。

ステップ 4 [Serial over LAN Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

オンにすると、このサーバで Serial over LAN（SoL）がイネー
ブルになります。

[Enabled]チェックボックス
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説明名前

システムが SoL通信に使用するボーレート。次のいずれかに
なります。

• 9600 bps

• 19.2 kbps

• 38.4 kbps

• 57.6 kbps

• 115.2 kbps

[Baud Rate]ドロップダウンリ
スト

システムが SoL通信をルーティングするシリアルポート。

このフィールドは一部の Cシリーズサーバだけで使
用できます。使用できない場合、サーバは、SoL通
信に COMポート 0を使用します。

（注）

次のいずれかを選択できます。

• [com0]：SoL通信は、外部デバイスへの物理 RJ45接続ま
たはネットワークデバイスへの仮想 SoL接続をサポート
する、外部からアクセス可能なシリアルポートであるCOM
ポート 0を介してルーティングされます。

このオプションを選択すると、システムは、SoLをイネー
ブルにし、RJ45接続をディセーブルにします。これは、
サーバが外部シリアルデバイスをサポートできなくなるこ

とを意味します。

• [com1]：SoL通信は、SoLだけを介してアクセス可能な内
部ポートである、COMポート 1経由でルーティングされ
ます。

このオプションを選択した場合、COMポート 1上の SoL
およびCOMポート 0上の物理RJ45接続を使用できます。

ComPort設定を変更すると、既存のすべてのSoLセッ
ションは切断されます。

（注）

[ComPort]ドロップダウンリス
ト

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。
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仮想メディアの設定

はじめる前に

仮想メディアを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想メディア]タブをクリックします。

ステップ 4 [Virtual Media Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

オンにすると、仮想メディアがイネーブルになります。

このチェックボックスをオフにすると、すべての仮想

メディアデバイスはホストから自動的に切断されま

す。

（注）

[Enabled]チェックボックス

現在実行されている仮想メディアセッションの数。[Active Sessions]フィールド

オンにすると、すべての仮想メディア通信は暗号化されます。[Enable Virtual Media Encryption]
チェックボックス

これを選択すると、低電力 USBが有効になります。

低電力USBが有効化された場合、ISOをマッピングしてホスト
を再起動した後、ブート選択メニューに仮想ドライブが表示さ

れます。ただし、UCS VIC P81Eカードのあるサーバに ISOを
マッピングするとき、NICがCiscoCardモードである場合には、
仮想ドライブがブート選択メニューに表示されるようにするに

は、このオプションを無効にする必要があります。

[LowPowerUSB enabled]チェッ
クボックス

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

CIMC マップされた vMedia ボリュームの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想メディア]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC-Mapped vMedia]領域で、[Add New Mapping]をクリックします。

ステップ 5 [CIMC-Mapped vMedia]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

マッピング用にマウントされるイメージの ID。[Volume]フィールド

マッピングのタイプ。次のいずれかになります。

• [NFS]：ネットワークファイルシステム。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [WWW(HTTP/HTTPS)]：HTTPベースまたはHTTPSベース
のシステム。

[Mount Type]ドロップダウンリ
スト

マップするイメージの URL。形式は選択された [Mount Type]
によって異なります。

• [NFS]：serverip:/shareを使用します。

• [CIFS]：serverip://shareを使用します。

• [WWW(HTTP/HTTPS)]： http[s]://serverip/shareを使用しま
す。

[Remote Share]フィールド

リモート共有の .isoまたは .imgファイルの名前と場所。[Remote File]フィールド
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説明名前

カンマ区切りリストで入力される業界標準のマウントオプショ

ン。オプションは選択された [Mount Type]によって異なりま
す。

[NFS]を使用している場合は、このフィールドを空白のままに
するか、次の中から 1つ以上を入力します。

• ro

• rw

• nolock

• noexec

• soft

• port=VALUE

• timeo=VALUE

• retry=VALUE

[CIFS]を使用している場合は、このフィールドを空白のままに
するか、次の中から 1つ以上を入力します。

• soft

• nounix

• noserverino

• guest

• [username=VALUE]：guestが入力された場合は無視されま
す。

• [password=VALUE]：guestが入力された場合は無視されま
す。

[WWW(HTTP/HTTPS)]を使用している場合は、このフィールド
を空白のままにするか、次を入力します。

• noauto

[Mount Options]フィールド

選択された [Mount Type]のユーザ名（必要な場合）。[User Name]フィールド

選択されたユーザ名のパスワード（必要な場合）。[Password]フィールド

ステップ 6 [Save]をクリックします。
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CIMC マップされた vMedia ボリュームのプロパティの表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想メディア]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC-Mapped vMedia]領域で、[Current Mappings]テーブルから行を選択します。

ステップ 5 [Properties]をクリックし、次の情報を確認します。

説明名前

マッピング用にマウントされるイメージの ID。[Volume]フィールド

マッピングのタイプ。次のいずれかになります。

• [NFS]：ネットワークファイルシステム。

• [CIFS]：Common Internet File System。

• [WWW(HTTP/HTTPS)]：HTTPベースまたはHTTPSベース
のシステム。

[Mount Type]ドロップダウンリ
スト

マップするイメージの URL。[Remote Share]フィールド

リモート共有の .isoまたは .imgファイルの名前と場所。[Remote File]フィールド

選択されたマウントオプション。[Mount Options]フィールド

ユーザ名（ある場合）。[User Name]フィールド

選択されたユーザ名のパスワード（ある場合）。[Password]フィールド
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CIMC マップされた vMedia ボリュームの削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想メディア]タブをクリックします。

ステップ 4 [CIMC-Mapped vMedia]領域で、[Unmap]をクリックします。

KVM コンソール
KVMコンソールはCIMCからアクセス可能なインターフェイスであり、サーバへのキーボード、
ビデオ、マウス（KVM）の直接接続をエミュレートします。 KVMコンソールを使用すると、リ
モートの場所からサーバに接続できます。

サーバに物理的に接続されたCD/DVDドライブまたはフロッピードライブを使用する代わりに、
KVMコンソールは仮想メディアを使用します。これは、仮想CD/DVDドライブまたはフロッピー
ドライブにマップされる実際のディスクドライブまたはディスクイメージファイルです。次の

いずれでも仮想ドライブにマップできます。

•コンピュータ上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•コンピュータ上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•コンピュータ上の USBフラッシュドライブ

•ネットワーク上の CD/DVDまたはフロッピードライブ

•ネットワーク上のディスクイメージファイル（ISOまたは IMGファイル）

•ネットワーク上の USBフラッシュドライブ

KVMコンソールを使用してサーバに OSをインストールできます。
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Windows Server 2003の Internet Explorer 6 SP1から KVMコンソールを起動すると、必要なファ
イルをダウンロードできないことがブラウザから報告されます。この場合、ブラウザの [Tools]
メニューをクリックし、[InternetOptions]を選択します。 [Advanced]タブをクリックし、[Security]
セクションの [Do not save encrypted pages to disk]チェックボックスをオフにしてから、KVMコ
ンソールを再起動します。

（注）

仮想 KVM の設定
はじめる前に

仮想 KVMを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想 KVM]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想 KVM]で、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

オンにすると、仮想 KVMがイネーブルになります。

仮想メディアビューアにはKVMを使用してアクセス
します。KVMコンソールをディセーブルにすると、
CIMCはホストに接続されているすべての仮想メディ
アデバイスへのアクセスもディセーブルにします。

（注）

[Enabled]チェックボックス

許可されている KVMの同時セッションの最大数。選択できる
数値は 1～ 4です。

[Max Sessions]ドロップダウン
リスト

サーバで実行されている KVMセッションの数。[Active Sessions]フィールド

KVM通信に使用するポート。[Remote Port]フィールド

オンにすると、サーバは KVMで送信されるすべてのビデオ情
報を暗号化します。

[Enable Video Encryption]チェッ
クボックス

オンにすると、KVMセッションはサーバに接続されているす
べてのモニタにも表示されます。

[Enable Local Server Video]
チェックボックス
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ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

仮想 KVM のイネーブル化

はじめる前に

仮想 KVMをイネーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想 KVM]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想 KVM]で、 [Enabled]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

仮想 KVM のディセーブル化

はじめる前に

仮想KVMをディセーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要がありま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [リモートプレゼンス]をクリックします。

ステップ 3 [リモートプレゼンス]ペインの [仮想 KVM]タブをクリックします。

ステップ 4 [仮想 KVM]で、 [Enabled]チェックボックスをオフにします。

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。
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第 7 章

ユーザアカウントの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ローカルユーザの設定, 71 ページ

• LDAPサーバ, 72 ページ

• ユーザセッションの表示, 79 ページ

ローカルユーザの設定

はじめる前に

ローカルユーザアカウントを設定または変更するには、admin権限を持つユーザとしてログイン
する必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーザ管理]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ管理]ペインの [ローカルユーザ]タブをクリックします。

ステップ 4 ローカルユーザアカウントを設定または変更するには、行をクリックします。

ステップ 5 [User Details]ダイアログボックスで、次のプロパティを更新します。

説明名前

ユーザの固有識別情報。[ID]カラム

オンにすると、ユーザは CIMCでイネーブルになります。[Enabled]チェックボックス

ユーザのユーザ名。[Username]カラム
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説明名前

ユーザに割り当てられているロール。次のいずれかになりま

す。

• [read-only]：このロールのユーザは情報を表示できますが、
変更することはできません。

• [user]：このロールのユーザは、次のタスクを実行できま
す。

◦すべての情報を表示する

◦電源のオン、電源再投入、電源のオフなどの電力制御
オプションを管理する

◦ KVMコンソールと仮想メディアを起動する

◦すべてのログをクリアする

◦ロケータ LEDを切り替える

• [admin]：このロールのユーザは、GUI、CLI、IPMIで可能
なすべてのアクションを実行できます。

[Role]カラム

ステップ 6 パスワード情報を入力します。

ステップ 7 [変更を保存]をクリックします。

LDAP サーバ
CIMCでは、情報をディレクトリ内で編成してこの情報へのアクセスを管理するディレクトリサー
ビスがサポートされます。 CIMCは、ネットワークでディレクトリ情報を保管および保守する
LightweightDirectoryAccess Protocol（LDAP）をサポートします。さらに、CIMCはMicrosoft Active
Directory（AD）もサポートします。 Active Directoryはさまざまなネットワークサービスを提供
するテクノロジーであり、LDAPと同様のディレクトリサービス、Kerberosベースの認証、DNS
ベースの名前付けなどが含まれます。 CIMCは LDAPでの Kerberosベースの認証サービスを利用
します。

CIMCで LDAPが有効になっている場合、ローカルユーザデータベース内に見つからないユーザ
アカウントに関するユーザ認証とロール許可は、LDAPサーバによって実行されます。LDAPユー
ザ認証の形式は username@domain.comです。

[LDAP Settings]領域の [Enable Encryption]チェックボックスをオンにすると、LDAPサーバへの送
信データを暗号化するようサーバに要求できます。
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LDAP サーバの設定
ユーザ認証および権限付与のために LDAPを使用するよう、CIMCを設定できます。 LDAPを使
用するには、CIMCに関するユーザロールとロケールを保持する属性を使ってユーザを設定しま
す。 CIMCのユーザロールとロケールにマップされた既存の LDAP属性を使用できます。また
は、LDAPスキーマを変更して、属性 ID 1.3.6.1.4.1.9.287247.1を持つ CiscoAVPair属性などの新し
いカスタム属性を追加できます。

スキーマの変更の詳細については、http://technet.microsoft.com/en-us/library/bb727064.aspxの記
事を参照してください。

重要

この例では CiscoAVPairという名前のカスタム属性を作成しますが、CIMCのユーザロールと
ロケールにマップされた既存の LDAP属性を使用することもできます。

（注）

LDAPサーバに対して次の手順を実行する必要があります。

手順

ステップ 1 LDAPスキーマスナップインがインストールされていることを確認します。

ステップ 2 スキーマスナップインを使用して、次のプロパティを持つ新しい属性を追加します。

値プロパティ

CiscoAVPairCommon Name

CiscoAVPairLDAP Display Name

1.3.6.1.4.1.9.287247.1Unique X500 Object ID

CiscoAVPairDescription

Case Sensitive StringSyntax

ステップ 3 スナップインを使用して、ユーザクラスに CiscoAVPair属性を追加します。
a) 左ペインで [Classes]ノードを展開し、Uを入力してユーザクラスを選択します。
b) [Attributes]タブをクリックして、[Add]をクリックします。
c) Cを入力して CiscoAVPair属性を選択します。
d) [OK]をクリックします。

ステップ 4 CIMCにアクセスできるようにするユーザに対し、次のユーザロール値を CiscoAVPair属性に追
加します。
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CiscoAVPair 属性値ロール

shell:roles="admin"admin

shell:roles="user"user

shell:roles="read-only"read-only

属性に値を追加する方法の詳細については、http://technet.microsoft.com/en-us/library/
bb727064.aspxの記事を参照してください。

（注）

次の作業

CIMCを使用して LDAPサーバを設定します。

CIMC での LDAP 設定およびグループ許可の設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーザ管理]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ管理]ペインの [LDAP]タブをクリックします。

ステップ 4 [LDAP Settings]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

これを選択した場合、まずLDAPサーバによっ
てユーザ認証とロール許可が実行された後、

ローカルユーザデータベースに存在しないユー

ザアカウントが扱われます。

[Enable LDAP]チェックボックス

ベース識別名。このフィールドは、ユーザおよ

びグループのロード元を示します。

Active Directoryサーバでは、これは
dc=domain,dc=comという形式でなければなりま
せん。

Base DN
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説明名前

すべてのユーザが属する必要のある IPv4ドメ
イン。

グローバルカタログサーバのアドレスを少な

くとも 1つ指定していない限り、このフィール
ドは必須です。

ドメイン（Domain）

これを選択した場合、サーバはLDAPサーバに
送るすべての情報を暗号化します。

Enable Encryption

LDAP検索操作がタイムアウトするまで CIMC
が待機する秒数。

検索操作がタイムアウトになった場合、CIMC
はこのタブで次にリストされているサーバ（存

在する場合）に接続しようと試行します。

このフィールドに指定する値は、全

体的な時間に影響を及ぼす可能性が

あります。

（注）

Timeout (0 - 1800) seconds

ステップ 5 [Configure LDAP Servers]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

これを選択すると、Active Directoryは事前構成
された LDAPサーバを使用します。

[Pre-Configure LDAP Servers]オプションボタン

[LDAP Servers]フィールド

6つの LDAPサーバの IPアドレス。

LDAPにActive Directoryを使用している場合、
サーバ1、2、3はドメインコントローラ、サー
バ 4、5、6はグローバルカタログです。 LDAP
用にActiveDirectoryを使用していない場合は、
最大で 6つの LDAPサーバを構成できます。

また、ホスト名の IPアドレスも提供
できます。

（注）

Server
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説明名前

サーバのポート番号。

LDAPにActive Directoryを使用している場合、
サーバ 1、2、3（ドメインコントローラ）のデ
フォルトポート番号は 389です。サーバ 4、
5、6（グローバルカタログ）のデフォルトポー
ト番号は 3268です。

LDAPS通信は TCP 636ポートで発生します。
グローバルカタログサーバへのLDAPS通信は
TCP 3269ポートで発生します。

ポート

これを選択した場合、DNSを使ってLDAPサー
バへのアクセスを設定できます。

[Use DNS to Configure LDAP Servers]オプション
ボタン

[DNS Parameters]フィールド

DNS SRV要求に使われるドメイン名を取得す
る方法を指定します。次のいずれかを指定でき

ます。

• [Extracted]：ログイン IDからのドメイン
名抽出ドメインを使用するよう指定しま

す。

• [Configured]：設定された検索ドメインの
使用を指定します。

• [Configured-Extracted]：設定された検索ド
メインよりも、ログイン IDから抽出され
るドメイン名を使用することを指定しま

す。

送信元：

DNSクエリーのソースとして機能する設定済み
ドメイン名。

ソースが [Extracted]と指定される場合、この
フィールドは無効になります。

Domain to Search：

DNSクエリーのソースとして機能する設定済み
フォレスト名。

ソースが [Extracted]と指定される場合、この
フィールドは無効になります。

Forest to Search：
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ステップ 6 [Binding Parameters]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

次のいずれかを指定できます。

• [Anonymous]：ユーザ名とパスワードを
NULLにする必要があります。このオプ
ションが選択され、LDAPサーバで匿名ロ
グインが設定されている場合は、ユーザが

アクセスすることができます。

• [Configured Credentials]：初期バインドプ
ロセスで既知のクレデンシャルセットを

指定する必要があります。初期バインド

プロセスが成功した場合、ユーザ名の

Distinguished Name（DN）が照会され、再
バインディングプロセス用に再利用され

ます。再バインディングプロセスが失敗

すると、ユーザはアクセスを拒否されま

す。

• [Login Credentials]：ユーザクレデンシャ
ルが必要です。バインドプロセスが失敗

すると、ユーザはアクセスを拒否されま

す。

デフォルトでは、[Login Credentials]オプ
ションが選択されます。

方式

ユーザの Distinguished Name（DN）。この
フィールドは、バインディング方式として

[ConfiguredCredentials]オプションを選択した場
合にのみ編集可能になります。

Binding DN：

ユーザのパスワード。このフィールドは、バイ

ンディング方式として [Configured Credentials]
オプションを選択した場合にのみ編集可能にな

ります。

Password:

ステップ 7 [Search Parameters]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明名前

このフィールドは、LDAPサーバ上のスキーマ
の設定済み属性に一致する必要があります。

デフォルトでは、このフィールドは

sAMAccountNameと表示されます。

Filter Attribute：

このフィールドは、LDAPサーバ上のスキーマ
の設定済み属性に一致する必要があります。

デフォルトでは、このフィールドは memberOf
と表示されます。

Group Attribute：

ユーザのロールとロケール情報を保持するLDAP
属性。このプロパティは、常に、名前と値のペ

アで指定されます。システムは、ユーザレコー

ドで、この属性名と一致する値を検索します。

LDAP属性では、CIMCユーザロールおよびロ
ケールにマップされる既存のLDAP属性を使用
することも、スキーマを変更して新しい LDAP
属性を作成することもできます。（たとえば

CiscoAvPairなど）。

このプロパティを指定しない場合、

ユーザはログインできません。オブ

ジェクトは LDAPサーバ上に存在し
ていますが、このフィールドで指定

される属性と正確に一致する必要が

あります。

（注）

Attribute：

ステップ 8 （任意） [Group Authorization]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

これを選択した場合、ローカルユーザデータベースにないLDAP
ユーザに関しても、グループレベルでユーザ認証が実行されま

す。

このチェックボックスをオンにすると、[Configure Group]ボタ
ンがイネーブルになります。

[LDAP Group Authorization]
チェックボックス

サーバへのアクセスが許可されているグループの名前を LDAP
データベースに指定します。

[Group Name]カラム

LDAPサーバのドメインがグループに存在する必要があります。[Group Domain]カラム
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説明名前

すべてのユーザに割り当てられているこのLDAPサーバグルー
プのロール。次のいずれかになります。

• [read-only]：このロールのユーザは情報を表示できますが、
変更することはできません。

• [user]：このロールのユーザは、次のタスクを実行できま
す。

◦すべての情報を表示する

◦電源のオン、電源再投入、電源のオフなどの電力制御
オプションを管理する

◦ KVMコンソールと仮想メディアを起動する

◦すべてのログをクリアする

◦ロケータ LEDを切り替える

• [admin]：このロールのユーザは、GUI、CLI、IPMIで可能
なすべてのアクションを実行できます。

[Role]カラム

既存の LDAPグループを削除します。[Delete]カラム

ステップ 9 [変更を保存]をクリックします。

ユーザセッションの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーザ管理]をクリックします。

ステップ 3 [ユーザ管理]ペインの [セッション]タブをクリックします。

ステップ 4 現在のユーザセッションに関する次の情報が表示されます。

カラムの見出しをクリックすると、そのカラムのエントリに従って表の行がソートされ

ます。

ヒント

説明名前

セッションの固有識別情報。[Session ID]カラム
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説明名前

ユーザのユーザ名。[Username]カラム

ユーザがサーバにアクセスした IPアドレス。[IP Address]カラム

ユーザがサーバにアクセスした方法。[Type]カラム

ユーザアカウントに adminユーザロールが割り当てられている
場合、関連付けられたユーザセッションを強制的に終了できる

ときはこのカラムに [Terminate]と表示されます。それ以外の場
合は、N/Aと表示されます。

このタブから現在のセッションを終了することはでき

ません。

（注）

[Action]カラム
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第 8 章

ネットワーク関連の設定

この章は、次の内容で構成されています。

• サーバ NICの設定, 81 ページ

• 共通プロパティの設定, 84 ページ

• IPv4の設定, 85 ページ

• VLANへの接続, 86 ページ

• ポートプロファイルへの接続, 87 ページ

• インターフェイスプロパティの設定, 88 ページ

• ネットワークセキュリティの設定, 89 ページ

• ネットワークタイムプロトコルの設定, 90 ページ

サーバ NIC の設定

サーバの NIC

NIC モード

NICモード設定は、CIMCに到達できるポートを決定します。プラットフォームに応じて、次の
ネットワークモードオプションを使用できます。

• [Dedicated]：CIMCへのアクセスに管理ポートを使用します。

• [Shared LOM]：どの LOM（LANOnMotherboard）ポートも、CIMCにアクセスするために使
用できます。

• [Shared LOM 10G]：どの 10G LOMポートも、CIMCにアクセスするために使用できます。
このオプションを使用できるのは一部のアダプタカードのみです。
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• [CiscoCard]：アダプタカードの任意のポートがCIMCにアクセスするために使用できます。
Ciscoアダプタカードは、ネットワーク通信サービスインターフェイスプロトコル（NCSI）
サポートのあるスロットに取り付ける必要があります。

• [Shared LOM Extended]：どの LOMポートまたはアダプタカードのポートも CIMCにアクセ
スするために使用できます。 Ciscoアダプタカードは NCSIサポートのあるスロットに取り
付ける必要があります。

NIC 冗長化

選択したNICモードとプラットフォームに応じて、次のNIC冗長化オプションを使用できます。

• [none]：設定されている NICモードに関連付けられた各ポートは個別に動作します。問題が
発生した場合、ポートはフェールオーバーしません。

• [active-active]：サポートされている場合、設定されている NICモードに関連付けられたすべ
てのポートは同時に動作します。これにより、スループットが増加し、CIMCへの複数のパ
スが提供されます。

• [active-standby]：設定されているNICモードに関連付けられたポートで障害が発生した場合、
トラフィックは、その NICモードに関連付けられている他のポートの 1つにフェールオー
バーします。

このオプションを選択する場合は、設定されている NICモードに関連付けら
れたすべてのポートが同じサブネットに接続され、どのポートが使用されて

もトラフィックの安全が保証されるようにする必要があります。

（注）

使用できる冗長化モードは、選択されているネットワークモードとプラットフォームによって異

なります。使用可能なモードについては、『Hardware InstallationGuide』（HIG）を参照してくだ
さい。CシリーズのHIGは次のURLで入手できます。http://www.cisco.com/en/US/products/ps10493/
prod_installation_guides_list.html

サーバ NIC の設定
NICモードと NIC冗長化を設定する場合は、サーバの NICを設定します。

はじめる前に

NICを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク]ペインの [ネットワーク設定]タブをクリックします。

ステップ 4 [NIC Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

CIMCへのアクセスに使用できるポートを指定します。次のい
ずれかになります。

• [Dedicated]：CIMCへのアクセスに管理ポートを使用しま
す。

• [Shared LOM]：どの LOM（LAN On Motherboard）ポート
も、CIMCにアクセスするために使用できます。

• [Shared LOM 10G]：どの 10G LOMポートも、CIMCにア
クセスするために使用できます。このオプションを使用で

きるのは一部のアダプタカードのみです。

• [Cisco Card]：アダプタカードの任意のポートが CIMCに
アクセスするために使用できます。Ciscoアダプタカード
は、ネットワーク通信サービスインターフェイスプロト

コル（NCSI）サポートのあるスロットに取り付ける必要が
あります。

• [Shared LOM Extended]：どの LOMポートまたはアダプタ
カードのポートもCIMCにアクセスするために使用できま
す。 Ciscoアダプタカードは NCSIサポートのあるスロッ
トに取り付ける必要があります。

Shared LOMオプションを選択した場合は、すべての
ホストポートが同じサブネットに属することを確認

してください。

（注）

[NIC Mode]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

使用可能なNIC冗長オプションは、選択したNICモードおよび
使用しているサーバのモデルによって異なります。あるオプ

ションが表示されない場合、そのオプションは選択されている

モードまたはサーバモデルでは使用できません。

次のいずれかになります。

• [none]：設定されているNICモードに関連付けられた各ポー
トは個別に動作します。問題が発生した場合、ポートは

フェールオーバーしません。

• [active-active]：サポートされている場合、設定されている
NICモードに関連付けられたすべてのポートは同時に動作
します。これにより、スループットが増加し、CIMCへの
複数のパスが提供されます。

• [active-standby]：設定されている NICモードに関連付けら
れたポートで障害が発生した場合、トラフィックは、その

NICモードに関連付けられている他のポートの1つにフェー
ルオーバーします。

このオプションを選択する場合は、設定されて

いる NICモードに関連付けられたすべてのポー
トが同じサブネットに接続され、どのポートが

使用されてもトラフィックの安全が保証される

ようにする必要があります。

（注）

[NICRedundancy]ドロップダウ
ンリスト

[NICMode]フィールドで選択されているCIMCネットワークイ
ンターフェイスのMACアドレス。

[MAC Address]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

共通プロパティの設定
サーバを説明するには、共通プロパティを使用します。

はじめる前に

共通プロパティを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク]ペインの [ネットワーク設定]タブをクリックします。

ステップ 4 [Hostname]フィールドに、ホストの名前を入力します。
デフォルトでは、CXXX-YYYYYYという形式でホスト名が表示されます。XXXはサーバのモデ
ル番号、YYYYYYはシリアル番号です。

また、DHCPが有効である場合、発信される DHCP DISCOVERパケットにも CIMCホ
スト名が含まれます。

（注）

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

IPv4 の設定
はじめる前に

IPv4を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク]ペインの [ネットワーク設定]タブをクリックします。

ステップ 4 [IPv4 Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

オンにすると、IPv4がイネーブルになります。[Enable IPv4]チェックボックス

オンにすると、CIMCは DHCPを使用します。[Use DHCP]チェックボックス

CIMCの IPアドレス。[IP Address]フィールド

IPアドレスのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

IPアドレスのゲートウェイ。[Gateway]フィールド

オンにすると、CIMCは DNSサーバアドレスを DHCPから取
得します。

[Obtain DNS Server Addresses
from DHCP]チェックボックス
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説明名前

プライマリ DNSサーバの IPアドレス。[Preferred DNS Server]フィール
ド

セカンダリ DNSサーバの IPアドレス。[Alternate DNS Server]フィール
ド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

VLAN への接続
はじめる前に

VLANに接続するには、adminとしてログインしている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク]ペインの [ネットワーク設定]タブをクリックします。

ステップ 4 [VLAN Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

オンにすると、CIMCは仮想 LANに接続されます。

VLANまたはポートプロファイルを設定できますが、
両方は使用できません。ポートプロファイルを使用

する場合は、このチェックボックスがオフになってい

ることを確認してください。

（注）

[Enable VLAN]チェックボック
ス

VLAN ID。[VLAN ID]フィールド

VLANでのこのシステムのプライオリティ。[Priority]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。
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ポートプロファイルへの接続

ポートプロファイルまたは VLANを設定できますが、両方を使用することはできません。
ポートプロファイルを使用する場合は、[VLANProperties]領域の [EnableVLAN]チェックボッ
クスがオフになっていることを確認します。

（注）

はじめる前に

ポートプロファイルに接続するには、adminとしてログインしている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク]ペインの [ネットワーク設定]タブをクリックします。

ステップ 4 [Port Profile]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

Cisco UCS VIC1225仮想インターフェイスカードなど、サポー
トされているアダプタカード上の管理インターフェイス、仮想

イーサネット、VIFを設定するためにポートプロファイルCIMC
を使用する必要があります。

最大 80文字の英数字を入力します。 -（ハイフン）と _（アン
ダースコア）を除き、スペースなどの特殊文字は使用できませ

ん。ポートプロファイル名をハイフンで始めることもできませ

ん。

ポートプロファイルは、このサーバが接続されてい

るスイッチに定義されている必要があります。

（注）

[Port Profile]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。
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インターフェイスプロパティの設定

ネットワークインターフェイス設定の概要

CIMC管理ポートのネットワーク速度とデュプレックスモードを設定するために、このサポート
が追加されています。自動ネゴシエートモードおよびデュプレックスモードは、専用モードで

のみ設定できます。自動ネゴシエートモードが有効な場合、システムはデュプレックスの設定を

無視し、ネットワーク速度はスイッチでの速度設定に応じて 1000Mbpsまたは 100Mbpsに設定さ
れます。自動ネゴシエーションモードが無効の場合、デュプレックスを [Full]または [Half]に設
定でき、デフォルト速度 100 Mbpsが設定されて、デュプレックスは以前の値を保持します。

CIMCを出荷時デフォルトにリセットすると、[Shared LOM Extended]モードは速度 100 Mbpsの
[Full]デュプレックスモードに設定され、自動ネゴシエーションモードが無効になります。設定
を [Dedicated]モードに変更するときに、自動ネゴシエーションモードを有効化できます。

インターフェイスプロパティの設定

速度またはデュプレックスの不一致を回避するために、スイッチの設定を CIMC設定と一致させ
る必要があります。

手順

ステップ 1 CIMC Web UIにログインします。

ステップ 2 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 3 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 4 [ネットワーク]ペインの [ネットワーク設定]タブをクリックします。

ステップ 5 [NIC Properties]領域で、[NICMode]ドロップダウンリストから [Dedicated]モードを選択します。
ネット速度、デュプレックスなどのネットワーク構成を設定するには、NICモードを専用にする
必要があります。

ステップ 6 [Port Properties]領域で、

• [Auto Negotiate]チェックボックスを選択すると、デュプレックスの設定はシステムによって
無視されます。 CIMCは、スイッチで設定された速度を保持します。

• [AutoNegotiate]チェックボックスを選択解除すると、デュプレックスを設定できます。そう
しない場合、デフォルト速度 100 Mbpsが適用され、以前のデュプレックスの値が保持され
ます。

デフォルトでは、デュプレックスモードは [Full]に設定されます。

ステップ 7 [Save Changes]をクリックします。
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ネットワークセキュリティの設定

ネットワークセキュリティ

CIMCは、IPブロッキングをネットワークセキュリティとして使用します。 IPブロッキングは、
サーバまたはWebサイトと、特定の IPアドレスまたはアドレス範囲との間の接続を防ぎます。
IPブロッキングは、これらのコンピュータからWebサイト、メールサーバ、またはその他のイ
ンターネットサーバへの不要な接続を効果的に禁止します。

禁止 IPの設定は、一般的に、Denial of Service（DoS;サービス拒絶）攻撃から保護するために使用
されます。 CIMCは、IPブロッキングの失敗回数を設定して、IPアドレスを禁止します。

ネットワークセキュリティの設定

IPブロッキングの失敗回数を設定する場合は、ネットワークセキュリティを設定します。

はじめる前に

ネットワークセキュリティを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要が
あります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク]ペインの [ネットワークセキュリティ]タブをクリックします。

ステップ 4 [IP Blocking Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

このチェックボックスをオンにすると、IPブロッキングがイ
ネーブルになります。

[Enable IP Blocking]チェック
ボックス

指定された時間ユーザがロックアウトされる前に、ユーザが試

行できるログインの失敗回数。

この回数のログイン試行失敗は、[IPBlockingFailWindow]フィー
ルドで指定されている期間内に発生する必要があります。

3～ 10の範囲の整数を入力します。

[IP Blocking Fail Count]フィー
ルド

ユーザをロックアウトするためにログイン試行の失敗が発生す

る必要のある期間（秒数）。

60～ 120の範囲の整数を入力します。

[IP Blocking FailWindow]フィー
ルド
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説明名前

ユーザが指定されている期間内にログイン試行の最大回数を超

えた場合に、ユーザがロックアウトされている秒数。

300～ 900の範囲の整数を入力します。

[IP Blocking Penalty Time]フィー
ルド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

ネットワークタイムプロトコルの設定

ネットワークタイムプロトコルサービス設定

デフォルトでは、CIMCがリセットされると、ホストと時刻が同期されます。 NTPサービスを導
入すると、CIMCを設定して NTPサーバで時刻を同期することができます。デフォルトでは、
NTPサーバは CIMCで動作しません。少なくとも 1台、最大 4台の、NTPサーバまたは時刻源
サーバとして動作するサーバの IP/DNSアドレスを指定し、NTPサービスをイネーブルにして設
定する必要があります。NTPサービスをイネーブルにすると、CIMCは設定されたNTPサーバと
時刻を同期します。 NTPサービスは CIMCでのみ変更できます。

NTPサービスをイネーブルにするには、DNSアドレスよりも、サーバの IPアドレスを指定す
ることを推奨します。

（注）

ネットワークタイムプロトコル設定の設定

NTPを設定すると、IPMIの Set SEL timeコマンドはディセーブルになります。

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ネットワーク]をクリックします。

ステップ 3 [ネットワーク]ペインの [NTP設定]タブをクリックします。

ステップ 4 [NTP Settings]領域で、次のプロパティを更新します。
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説明名前

NTPサービスをイネーブルにするには、このボックスをオン
にします。

Enable NTP

NTPサーバまたはタイムソースサーバとして機能する 4台の
サーバのうちの 1台の IP/DNSアドレス。

Server 1

NTPサーバまたはタイムソースサーバとして機能する 4台の
サーバのうちの 1台の IP/DNSアドレス。

Server 2

NTPサーバまたはタイムソースサーバとして機能する 4台の
サーバのうちの 1台の IP/DNSアドレス。

Server 3

NTPサーバまたはタイムソースサーバとして機能する 4台の
サーバのうちの 1台の IP/DNSアドレス。

Server 4

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。
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第 9 章

ネットワークアダプタの管理

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Cシリーズネットワークアダプタの概要, 93 ページ

• ネットワークアダプタのプロパティの表示, 95 ページ

• VICアダプタのプロパティの表示, 96 ページ

• ストレージアダプタのプロパティの表示, 99 ページ

• vHBAの管理, 101 ページ

• vNICの管理, 115 ページ

• VM FEXの管理, 139 ページ

• ストレージアダプタの管理, 144 ページ

• アダプタ設定のバックアップと復元, 155 ページ

• アダプタファームウェアの管理, 158 ページ

• アダプタのリセット, 161 ページ

Cisco UCS C シリーズネットワークアダプタの概要

この章の手順は、CiscoUCSCシリーズネットワークアダプタがシャーシに設置される場合に
のみ使用できます。

（注）

Cisco UCS Cシリーズネットワークアダプタを設置することで、I/Oの統合と仮想化をサポート
するためのオプションが提供されます。次のアダプタを使用できます。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカード

• Cisco UCS VIC1225仮想インターフェイスカード
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対話型のUCSハードウェアおよびソフトウェア相互運用性ユーティリティを使用すると、選択し
たサーバモデルとソフトウェアリリース用のサポートされているコンポーネントと構成を表示で

きます。このユーティリティは次の URLで入手できます。http://www.cisco.com/web/techdoc/ucs/
interoperability/matrix/matrix.html

Cisco UCS P81E 仮想インターフェイスカード

Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードは、仮想化された環境、物理環境でのモビリティを
高めようとしている組織、および NIC、HBA、ケーブル敷設、スイッチ低減によるコスト削減と
管理オーバーヘッドの削減が必要なデータセンター用に最適です。 Fibre Channel over Ethernet
（FCoE）PCIeカードには、次の利点があります。

•ジャストインタイムのプロビジョニングを使用して、最大で 16個の仮想ファイバチャネル
と16個のイーサネットアダプタを仮想化または非仮想化環境でプロビジョニングできます。
それにより、システムの柔軟性が大幅に向上するとともに、複数の物理アダプタを統合する

ことが可能になります。

•仮想化を全面的にサポートしたドライバ（Cisco VN-Linkテクノロジーとパススルースイチ
ングのハードウェアベースの実装を含む）。

•ネットワークポリシーとセキュリティの可視性およびポータビリティが、仮想マシンにまで
わたる全域で提供されることにより、システムのセキュリティおよび管理性が向上します。

仮想インターフェイスカードは、親ファブリックインターコネクトに対して Cisco VN-Link接続
を確立します。それにより、仮想マシン内の仮想 NICを仮想リンクでインターコネクトに接続で
きるようになります。この場合、Cisco Unified Computing System環境で、仮想リンクを管理し、
ネットワークプロファイルを適用することができます。また、仮想マシンがシステム内のサーバ

間を移動するときに、インターフェイスを動的に再プロビジョニングできます。

Cisco UCS VIC1225 仮想インターフェイスカード

Cisco UCS VIC1225仮想インターフェイスカードは、サーバ仮想化によって導入される種々の新
しい動作モードを高速化する、高性能の統合型ネットワークアダプタです。優れた柔軟性、パ

フォーマンス、帯域幅を新世代の Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバに提供します。

Cisco UCS VIC 1225は、仮想ネットワーキングと物理ネットワーキングを単一のインフラストラ
クチャに統合する Cisco仮想マシンファブリックエクステンダ（VM-FEX）を実装しています。
これにより、物理ネットワークから仮想マシンへのアクセスに対する可視性と、物理サーバと仮

想サーバに対する一貫したネットワーク運用モデルの実現が可能になります。柔軟な設定が可能

で、それ自体も仮想化に対応しているこのアダプタは、仮想化された環境において、CiscoUCSC
シリーズラックマウントサーバに統合モジュラ LANインターフェイスを提供します。その他の
機能と特長には次のようなものがあります。

•最大 256台の PCle仮想デバイス、仮想ネットワークインターフェイスカード（vNIC）また
は仮想ホストバスアダプタ（vHBA）のサポート、高い I/O処理/秒（IOPS）、ロスレスイー
サネットのサポート、サーバへの 20 Gbpsの接続を提供。

• PCIe Gen2 x16により、ファブリックインターコネクトへの冗長パスを通じてネットワーク
集約型アプリケーションのホストサーバに適切な帯域幅を確実に提供。
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•シスコ認定のサードパーティ製アダプタ用にサーバのフルハイトスロットが予約されたハー
フハイト設計。

• Cisco UCSManagerによる中央集中管理。Microsoft Windows、Red Hat Enterprise Linux、SUSE
Linux、VMware vSphere、および Citrix XenServerをサポート。

ネットワークアダプタのプロパティの表示

はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。そうしないと、プロパティが表示されません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [インベントリ]ペインの [ネットワークアダプタ]タブをクリックします。

ステップ 4 [Network Adapters]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

アダプタが装着されているスロット。[Slot ID]カラム

アダプタの製品名。[Product Name]カラム

アダプタのインターフェイス番号。[Number of Interfaces]カラム

ステップ 5 [Adapter Card]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

外部イーサネットインターフェイスの ID。[ID]カラム

外部イーサネットインターフェイスのMACアドレス。[MAC Address]カラム
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VIC アダプタのプロパティの表示
はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。そうしないと、プロパティが表示されません。

•サポートされている仮想インターフェイスカード（VIC）がシャーシに装着されていて、サー
バの電源がオンになっている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [Adapter Cards]領域で、プロパティを表示するアダプタをテーブル内でクリックします。
選択したアダプタのリソースが、[Adapter Cards]領域の下のタブメニューに表示されます。

ステップ 5 [Adapter Cards]領域で、装着されているアダプタの次の情報を確認します。

説明名前

アダプタが装着されている PCIスロット。[PCI Slot]カラム

アダプタの製品名。[Product Name]カラム

アダプタのシリアル番号。[Serial Number]カラム

アダプタの製品 ID。[Product ID]カラム

アダプタのベンダー。[Vendor]カラム

アダプタがCIMCを管理できるかどうか。この機能は、設置さ
れているアダプタのタイプと、その設定内容によって異なりま

す。詳細については、使用しているサーバタイプに対応する

ハードウェアインストレーションガイドを参照してください。

[CIMC Management Enabled]カ
ラム

ステップ 6 [Adapter Cards]領域の下のタブ付きメニューで、[General]タブをクリックします。

ステップ 7 [Adapter Card Properties]領域で、アダプタの次の情報を確認します。

説明名前

アダプタが装着されている PCIスロット。[PCI Slot]フィールド

アダプタのベンダー。[Vendor]フィールド

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

96 OL-28994-03  

ネットワークアダプタの管理

VIC アダプタのプロパティの表示



説明名前

アダプタの製品名。[Product Name]フィールド

アダプタの製品 ID。[Product ID]フィールド

アダプタのシリアル番号。[Serial Number]フィールド

アダプタのバージョン ID。[Version ID]フィールド

アダプタのハードウェアリビジョン。[Hardware Revision]フィールド

このフィールドに [yes]と表示されている場合、そのアダプタは
Cisco Cardモードで動作しており、サーバの CIMCに CIMC管
理トラフィックを渡しています。

[CIMC Management Enabled]
フィールド

このフィールドに [yes]と表示されている場合、そのアダプタの
設定は CIMCによって変更されていますが、ホストのオペレー
ティングシステムには変更内容が通知されていません。

変更を有効にするには、管理者がアダプタをリブートする必要

があります。

[Configuration Pending]フィール
ド

ユーザが定義したアダプタの説明（存在する場合）。[Description]フィールド

FCoE InitializationProtocol（FIP）モードがイネーブルかどうか。
FIPモードは、アダプタが現在のFCoE標準との互換性を保つこ
とを保証します。

[FIP Mode]フィールド

仮想ネットワークタグ（VNTAG）をイネーブルにするかどう
か。

VNTAGモードがイネーブルな場合、以下の操作を実行できま
す。

•特定のチャネルに vNICと vHBAを割り当てる。

• vNICと vHBAにポートプロファイルを関連付ける。

•通信に問題が生じた場合、vNICを他の vNICにフェール
オーバーする。

[VNTAG Mode]フィールド

iSCSIブートがアダプタでサポートされるかどうか。[ISCSI Boot Capable]フィールド

アダプタおよびアダプタで実行されるファームウェアが usNIC
をサポートするかどうか。

[usNIC Capable]フィールド
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ステップ 8 [External Ethernet Interfaces]領域で、アダプタの次の情報を確認します。

説明名前

アップリンクポート ID。[ID]カラム

アップリンクポートのMACアドレス。[MAC Address]カラム

アップリンクポートの現在の動作状態。次のいずれかになりま

す。

• Fault

• Link Up

• Link Down

• SFP ID Error

• SFP Not Installed

• SFP Security Check Failed

• Unsupported SFP

[Link State]カラム

アダプタが動作するモード。次のいずれかになります。

• [CE]：クラシカルイーサネットモード。

• [NIV]：ネットワークインターフェイス仮想化モード。

[Encap]カラム

ポートのデータ転送レート。次のいずれかになります。

•自動

• 1 Gpbs

• 10 Gpbs

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[Admin Speed]カラム

ポートの動作レート。次のいずれかになります。

•自動

• 1 Gpbs

• 10 Gpbs

このオプションを使用できるのは一部のアダプタカー

ドのみです。

（注）

[Operating Speed]カラム

ステップ 9 [Firmware]領域で、アダプタの次の情報を確認します。
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説明名前

現在有効なファームウェアバージョン。[Running Version]フィールド

アダプタにインストールされている別のファームウェアバー

ジョン（存在する場合）。バックアップバージョンは現在動作

していません。バックアップバージョンをアクティブにするに

は、管理者が [Actions]領域で [Activate Firmware]をクリックし
ます。

アダプタに新しいファームウェアをインストールする

と、既存のバックアップバージョンはすべて削除さ

れ、新しいファームウェアがバックアップバージョ

ンになります。アダプタで新しいバージョンを実行

するには、その新しいバージョンを手動でアクティブ

にする必要があります。

（注）

[Backup Version]フィールド

次回アダプタがリブートされたときにアクティブになるファー

ムウェアバージョン。

[Startup Version]フィールド

アダプタカードに関連付けられたブートローダのバージョン。[Bootloader Version]フィールド

このアダプタで前回実行されたファームウェアのアクティブ化

のステータス。

このステータスはアダプタがリブートされるたびにリ

セットされます。

（注）

[Status]フィールド

次の作業

仮想 NIC、VM FEX、および仮想 HBAのプロパティを表示するには、次の項を参照してくださ
い。

• vNICのプロパティの表示, （116ページ）

•仮想 FEXのプロパティの表示, （139ページ）

• vHBAのプロパティの表示, （101ページ）

ストレージアダプタのプロパティの表示

はじめる前に

•サーバの電源が投入されている。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Storage Adapters]タブをクリックし、次の情報を確認します。

説明名前

コントローラの種類[Controller]フィールド

アダプタが装着されている PCIスロット。[PCI Slot]フィールド

アダプタの製品名。[Product Name]フィールド

アダプタのシリアル番号。[Serial Number]フィールド

アダプタ用のインストール済みファームウェアパッケージ。[Firmware Package Build]フィー
ルド

アダプタの製品 ID。[Product ID]フィールド

アダプタのベンダー。[Battery Status]フィールド

キャッシュメモリのサイズ（MB単位）。[CacheMemory Size]フィールド

アダプタの状態。次のいずれかになります。

• Good

• Moderate Fault

• Severe Fault

•該当なし

[Health]フィールド

[Details]リンクをクリックすると [Storage]タブが表示されます。[Details]リンク
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vHBA の管理

vHBA 管理のガイドライン
vHBAを管理する場合は、次のガイドラインと制限事項を考慮してください。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードおよび Cisco UCS VIC1225仮想インターフェ
イスカードには 2つの vHBA（fc0と fc1）があります。これらのアダプタカードでは最大
16個の vHBAを追加作成できます。

アダプタに対してネットワークインターフェイスの仮想化（NIV）モードが
イネーブルになっている場合は、vHBAを作成するときにチャネル番号を割り
当てる必要があります。

（注）

• FCoEアプリケーションで Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードまたは Cisco UCS
VIC1225仮想インターフェイスカードを使用している場合は、vHBAを FCoE VLANに関連
付ける必要があります。 vHBAのプロパティの変更, （106ページ）の説明に従って FCoE
VLANを割り当ててください。

•設定の変更後は、その設定を有効にするためにホストをリブートする必要があります。

vHBA のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス]領域で、表から vHBAを選択します。

ステップ 7 [Properties]をクリックして [vHBA Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [General]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28994-03 101

ネットワークアダプタの管理

vHBA の管理



説明名前

仮想 HBAの名前。

この名前は、vHBAの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

vHBAに関連付けられたWWNN。

WWNNを自動的に生成するには、[AUTO]を選択します。
WWNNを指定するには、2つ目のオプションボタンをクリッ
クし、対応するフィールドにWWNNを入力します。

[World Wide Node Name]フィー
ルド

vHBAに関連付けられたWWPN。

WWPNを自動的に生成するには、[AUTO]を選択します。
WWPNを指定するには、2つ目のオプションボタンをクリック
し、対応するフィールドにWWPNを入力します。

[World Wide Port Name]フィー
ルド

オンにすると、vHBAを使用してSANブートを実行できます。[FC SAN Boot]チェックボック
ス

オンにすると、LUN IDのアソシエーションは手動でクリアさ
れるまで、メモリに維持されます。

[Enable Persistent LUN Binding]
チェックボックス

vHBAに関連付けられたアップリンクポート。

この値は、システム定義の vHBAである fc0と fc1に
ついては変更できません。

（注）

[Uplink Port]フィールド

vHBAに関連付けられたMACアドレス。

システムがMACアドレスを生成するようにするには、[AUTO]
を選択します。アドレスを指定するには、2番目のオプション
ボタンをクリックし、対応するフィールドにMACアドレスを
入力します。

[MAC Address]フィールド

この vHBAにデフォルトの VLANがない場合、[NONE]をク
リックします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボタン
をクリックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力しま
す。

[Default VLAN]フィールド

vHBAの CoS。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Class of Service]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

この vHBA上のトラフィックのデータレート制限（Mbps単
位）。

この vHBAに無制限のデータレートを設定するには、[OFF]を
選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプションボタンを
クリックし、1～ 10,000の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Rate Limit]フィールド

この vHBAが使用される順序。

システムが順序を設定するようにするには、[ANY]を選択しま
す。順序を指定するには、2つ目のオプションボタンを選択
し、0～ 17の整数を入力します。

[PCIe Device Order]フィールド

エラー検出タイムアウト値（EDTOV）。システムが、エラーが
発生したと見なすまでに待機するミリ秒数です。

1,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 2,000ミリ
秒です。

[EDTOV]フィールド

リソース割り当てタイムアウト値（RATOV）。システムが、リ
ソースを適切に割り当てることができないと見なすまでに待機

するミリ秒数です。

5,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 10,000ミ
リ秒です。

[RATOV]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。

[MaxData Field Size]フィールド

この vHBAに割り当てるチャネル番号。

1～ 1,000の整数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Channel Number]フィールド

vHBAに関連付ける必要があるポートプロファイル（ある場
合）。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Port Profile]ドロップダウンリ
スト
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ステップ 9 [Error Recovery]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

オンにすると、システムは FCP Sequence Level Error Recoveryプ
ロトコル（FC-TAPE）を使用します。

[Enable FCP Error Recovery]
チェックボックス

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[LinkDownTimeout]フィールド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの I/O要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。

[Port Down I/O Retries]フィール
ド

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[Port Down Timeout]フィールド

ステップ 10 [Fibre Channel Interrupt]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSIx]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[InterruptMode]ドロップダウン
リスト

ステップ 11 [Fibre Channel Port]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

vHBA内に同時に保留可能な I/O操作の数。

1～ 1,024の整数を入力します。

[I/O Throttle Count]フィールド

ドライバでエクスポートされる LUNの最大数。通常は、オペ
レーティングシステムプラットフォームの制限です。

1～ 1,024の整数を入力します。推奨値は 1024です。

[LUNs Per Target]フィールド
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ステップ 12 [Fibre Channel Port FLOGI]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

再試行回数を無制限に指定するには、[INFINITE]オプションボ
タンを選択します。それ以外の場合は、2番目のオプションボ
タンを選択し、対応するフィールドに整数を入力します。

[FLOGI Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[FLOGI Timeout]フィールド

ステップ 13 [Fibre Channel Port PLOGI]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。

[PLOGI Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[PLOGI Timeout]フィールド

ステップ 14 [SCSI I/O]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

システムで割り当てる SCSI I/Oキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。

[CDB Transmit Queue Count]
フィールド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。

[CDB Work Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 15 [Receive/Transmit Queues]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC Work Queue Ring Size]
フィールド
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説明名前

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC Receive Queue Ring Size]
フィールド

vHBA のプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス]領域で、表から vHBAを選択します。

ステップ 7 [Properties]をクリックして [vHBA Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [General]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

仮想 HBAの名前。

この名前は、vHBAの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

vHBAに関連付けられたWWNN。

WWNNを自動的に生成するには、[AUTO]を選択します。
WWNNを指定するには、2つ目のオプションボタンをクリッ
クし、対応するフィールドにWWNNを入力します。

[World Wide Node Name]フィー
ルド

vHBAに関連付けられたWWPN。

WWPNを自動的に生成するには、[AUTO]を選択します。
WWPNを指定するには、2つ目のオプションボタンをクリック
し、対応するフィールドにWWPNを入力します。

[World Wide Port Name]フィー
ルド

オンにすると、vHBAを使用してSANブートを実行できます。[FC SAN Boot]チェックボック
ス
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説明名前

オンにすると、LUN IDのアソシエーションは手動でクリアさ
れるまで、メモリに維持されます。

[Enable Persistent LUN Binding]
チェックボックス

vHBAに関連付けられたアップリンクポート。

この値は、システム定義の vHBAである fc0と fc1に
ついては変更できません。

（注）

[Uplink Port]フィールド

vHBAに関連付けられたMACアドレス。

システムがMACアドレスを生成するようにするには、[AUTO]
を選択します。アドレスを指定するには、2番目のオプション
ボタンをクリックし、対応するフィールドにMACアドレスを
入力します。

[MAC Address]フィールド

この vHBAにデフォルトの VLANがない場合、[NONE]をク
リックします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボタン
をクリックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力しま
す。

[Default VLAN]フィールド

vHBAの CoS。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Class of Service]ドロップダウ
ンリスト

この vHBA上のトラフィックのデータレート制限（Mbps単
位）。

この vHBAに無制限のデータレートを設定するには、[OFF]を
選択します。それ以外の場合は、2つ目のオプションボタンを
クリックし、1～ 10,000の整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Rate Limit]フィールド

この vHBAが使用される順序。

システムが順序を設定するようにするには、[ANY]を選択しま
す。順序を指定するには、2つ目のオプションボタンを選択
し、0～ 17の整数を入力します。

[PCIe Device Order]フィールド

エラー検出タイムアウト値（EDTOV）。システムが、エラーが
発生したと見なすまでに待機するミリ秒数です。

1,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 2,000ミリ
秒です。

[EDTOV]フィールド
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説明名前

リソース割り当てタイムアウト値（RATOV）。システムが、リ
ソースを適切に割り当てることができないと見なすまでに待機

するミリ秒数です。

5,000～ 100,000の整数を入力します。デフォルトは 10,000ミ
リ秒です。

[RATOV]フィールド

vHBAがサポートするファイバチャネルフレームのペイロード
バイトの最大サイズ。

256～ 2112の範囲の整数を入力します。

[MaxData Field Size]フィールド

この vHBAに割り当てるチャネル番号。

1～ 1,000の整数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Channel Number]フィールド

vHBAに関連付ける必要があるポートプロファイル（ある場
合）。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Port Profile]ドロップダウンリ
スト

ステップ 9 [Error Recovery]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

オンにすると、システムは FCP Sequence Level Error Recoveryプ
ロトコル（FC-TAPE）を使用します。

[Enable FCP Error Recovery]
チェックボックス

アップリンクポートがダウンし、ファブリック接続が失われて

いることをシステムに通知する前に、アップリンクポートがオ

フラインになっていなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[LinkDownTimeout]フィールド

ポートが使用不可能であるとシステムが判断する前に、そのポー

トへの I/O要求がビジー状態を理由に戻される回数。

0～ 255の整数を入力します。

[Port Down I/O Retries]フィール
ド
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説明名前

リモートファイバチャネルポートが使用不可能であることを

SCSI上位層に通知する前に、そのポートがオフラインになって
いなければならないミリ秒数。

0～ 240,000の整数を入力します。

[Port Down Timeout]フィールド

ステップ 10 [Fibre Channel Interrupt]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSIx]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[InterruptMode]ドロップダウン
リスト

ステップ 11 [Fibre Channel Port]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

vHBA内に同時に保留可能な I/O操作の数。

1～ 1,024の整数を入力します。

[I/O Throttle Count]フィールド

ドライバでエクスポートされる LUNの最大数。通常は、オペ
レーティングシステムプラットフォームの制限です。

1～ 1,024の整数を入力します。推奨値は 1024です。

[LUNs Per Target]フィールド

ステップ 12 [Fibre Channel Port FLOGI]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

システムがファブリックへのログインを最初に失敗してから再

試行する回数。

再試行回数を無制限に指定するには、[INFINITE]オプションボ
タンを選択します。それ以外の場合は、2番目のオプションボ
タンを選択し、対応するフィールドに整数を入力します。

[FLOGI Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[FLOGI Timeout]フィールド
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ステップ 13 [Fibre Channel Port PLOGI]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

システムがポートへのログインを最初に失敗してから再試行す

る回数。

0～ 255の整数を入力します。

[PLOGI Retries]フィールド

システムがログインを再試行する前に待機するミリ秒数。

1,000～ 255,000の整数を入力します。

[PLOGI Timeout]フィールド

ステップ 14 [SCSI I/O]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

システムで割り当てる SCSI I/Oキューリソースの数。

1～ 8の整数を入力します。

[CDB Transmit Queue Count]
フィールド

各 SCSI I/Oキュー内の記述子の数。

64～ 512の整数を入力します。

[CDB Work Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 15 [Receive/Transmit Queues]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC Work Queue Ring Size]
フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 128の整数を入力します。

[FC Receive Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 16 [変更を保存]をクリックします。

vHBA の作成
アダプタは 2つの固定 vHBAを備えています。 NIVモードがイネーブルの場合、最大 16個の追
加 vHBAを作成できます。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [Host Fibre Channel Interfaces]領域で、次のアクションのいずれかを選択します。

•デフォルトの設定を使用して vHBAを作成するには、[Add]をクリックします。

•既存の vHBAと同じ設定を使用して vHBAを作成するには、その vHBAを選択して [Clone]
をクリックします。

[Add vHBA]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [Add vHBA]ダイアログボックスで、vHBAの名前を [Name]入力ボックスに入力します。

ステップ 8 [Add vHBA]をクリックします。

次の作業

•サーバをリブートして vHBAを作成します。

•設定の変更が必要な場合は、vHBAのプロパティの変更, （106ページ）の説明に従って、新
しい vHBAを設定します。

vHBA の削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [Host Fibre Channel Interfaces]領域で、表から vHBAを選択します。
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2つのデフォルトの vHBAである [fc0]または [fc1]は削除できませ
ん。

（注）

ステップ 7 [Delete]をクリックし、削除することを確認するために [OK]をクリックします。

vHBA ブートテーブル
vHBAブートテーブルには、サーバがブート可能な LUNを 4つまで指定できます。

ブートテーブルエントリの作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス]領域で、表から vHBAを選択します。

ステップ 7 [Boot Table]をクリックして、選択した vHBAの [Boot Table]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [Boot Table]ダイアログボックスで、[Add]をクリックして [Add Boot Entry]ダイアログボックスを
開きます。

ステップ 9 [Add Boot Entry]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

ブートイメージの場所に対応するワールドワイドポート

（WWPN）名。

WWPNは hh:hh:hh:hh:hh:hh:hh:hhの形式で入力します。

[Target WWPN]フィールド

ブートイメージの場所に対応する LUN ID。

IDとして 0～ 255の値を入力します。

[LUN ID]フィールド

指定された場所をブートテーブルに追加します。[Add Boot Entry]ボタン

現在フィールドに入力されている値をクリアします。[Reset Values]ボタン
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説明名前

ダイアログボックスが開いているときに行われた変更を保存せ

ずにダイアログボックスを閉じます。

[Cancel]ボタン

ステップ 10 [Add Boot Entry]をクリックします。

ブートテーブルエントリの削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス]領域で、表から vHBAを選択します。

ステップ 7 [Boot Table]をクリックして、選択した vHBAの [Boot Table]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [Boot Table]ダイアログボックスで、削除するエントリをクリックします。

ステップ 9 [Delete]をクリックし、削除することを確認するために [OK]をクリックします。

vHBA の永続的なバインディング
永続的なバインディングは、システムによって割り当てられたファイバチャネルターゲットの

マッピングがリブート後も維持されることを保証します。
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永続的なバインディングの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス]領域で、表から vHBAを選択します。

ステップ 7 [Persistent Bindings]をクリックして、選択した vHBAの [Persistent Bindings]ダイアログボックスを
開きます。

ステップ 8 選択した vHBAの [Persistent Bindings]ダイアログボックスで、次の情報を確認します。

説明名前

バインディングの固有識別子。[Index]カラム

バインディングが関連付けられるターゲットのワールドワイド

ポート名。

[Target WWPN]カラム

バインディングが関連付けられるホストのワールドワイドポー

ト名。

[Host WWPN]カラム

バインディングが関連付けられるバス ID。[Bus ID]カラム

バインディングが関連付けられる、ホストシステム上のター

ゲット ID。
[Target ID]カラム

未使用のすべてのバインディングをクリアし、使用されている

バインディングをリセットします。

[Rebuild Persistent Bindings]ボタ
ン

ダイアログボックスを閉じ、変更を保存します。[Close]ボタン

ステップ 9 [Close]をクリックします。
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永続的なバインディングの再作成

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vHBA]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストファイバーチャネルインターフェイス]領域で、表から vHBAを選択します。

ステップ 7 [Persistent Bindings]をクリックして、選択した vHBAの [Persistent Bindings]ダイアログボックスを
開きます。

ステップ 8 選択した vHBAの [Persistent Bindings]ダイアログボックスで、[Rebuild Persistent Bindings]をクリッ
クします。

ステップ 9 [Close]をクリックします。

vNIC の管理

vNIC 管理のガイドライン
vNICを管理する場合は、次のガイドラインと制限事項を考慮してください。

• Cisco UCS P81E仮想インターフェイスカードおよび Cisco UCS VIC1225仮想インターフェ
イスカードには 2つのデフォルト vNIC（eth0と eth1）があります。これらのアダプタカー
ドに最大 16個の追加 vNICを作成できます。

アダプタに対してネットワークインターフェイスの仮想化（NIV）モードが
イネーブルになっている場合、vNICを作成するときにチャネル番号を割り当
てる必要があります。

（注）

•設定の変更後は、その設定を有効にするためにホストをリブートする必要があります。
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vNIC のプロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス]領域で、表から vNICを選択します。

ステップ 7 [Properties]をクリックして [vNIC Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [General]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

仮想 NICの名前。

この名前は、vNICの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケットサ
イズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

[MTU]フィールド

この vNICに関連付けられたアップリンクポート。この vNIC
に対するすべてのトラフィックは、このアップリンクポートを

通過します。

[Uplink Port]ドロップダウンリ
スト

vNICに関連付けられたMACアドレス。

アダプタが内部プールから使用可能なMACアドレスを選択す
るようにするには、[Auto]を選択します。アドレスを指定する
には、2番目のオプションボタンをクリックし、対応するフィー
ルドにMACアドレスを入力します。

[MAC Address]フィールド

この vNICからのトラフィックに関連付けられるサービスクラ
ス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Class of Service]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

vNICで、ホストオペレーティングシステムが提供するサービ
スクラスを使用できるようにするには、このチェックボックス

をオンにします。

[TrustHost CoS]チェックボック
ス

この vNICが使用される順序。

システムが順序を設定するようにするには、[ANY]を選択しま
す。順序を指定するには、2つ目のオプションボタンを選択
し、0～ 17の整数を入力します。

[PCI Order]フィールド

このvNICにデフォルトのVLANがない場合、[NONE]をクリッ
クします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボタンをク
リックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Default VLAN]フィールド

VLANトランキングを使用する場合は、[TRUNK]を選択しま
す。それ以外の場合は [ACCESS]を選択します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[VLAN Mode]ドロップダウン
リスト

この vNICに無制限のデータレートを設定するには、[OFF]を
選択します。それ以外の場合は、2番目のオプションボタンを
クリックし、関連するフィールドにレート制限を入力します。

1～ 10,000 Mbpsの整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Rate Limit]フィールド

vNICを使用して PXEブートを実行する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

[Enable PXEBoot]チェックボッ
クス

この vNICに割り当てるチャネル番号を選択します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Channel Number]フィールド

vNICに関連付けられているポートプロファイルを選択します。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Port Profile]ドロップダウンリ
スト
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説明名前

通信の問題が発生した場合に、この vNIC上のトラフィックを
セカンダリインターフェイスにフェールオーバーするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Enable Uplink Failover]チェッ
クボックス

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Failback Timeout]フィールド

ステップ 9 [Ethernet Interrupt]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[Interrupt Count]フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停をオフにするに
は、このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Coalescing Time]フィールド

次のいずれかになります。

• [MIN]：システムは、別の割り込みイベントを送信する前
に [Coalescing Time]フィールドに指定された時間だけ待機
します。

• [IDLE]：アクティビティなしの期間が少なくとも [Coalescing
Time]フィールドに指定された時間続くまで、システムか
ら割り込みは送信されません。

[Coalescing Type]ドロップダウ
ンリスト
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説明名前

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[InterruptMode]ドロップダウン
リスト

ステップ 10 [Ethernet Receive Queue]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Receive Queue Count]フィール
ド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[ReceiveQueue Ring Size]フィー
ルド

ステップ 11 [Ethernet Transmit Queue]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Transmit Queue Count]フィール
ド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Transmit Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 12 [Completion Queue]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[CompletionQueueCount]フィー
ルド

各完了キュー内の記述子の数。

この値は変更できません。

[Completion Queue Ring Size]
フィールド
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ステップ 13 [TCP Offload]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

オンにすると、CPUはセグメント化する必要がある大きなTCP
パケットをハードウェアに送信します。このオプションによ

り、CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上
する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメント化します。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれています。

（注）

[Enable TCP Segmentation
Offload]チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証の
ためにハードウェアに送信します。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証し
ます。

[Enable TCP Rx Offload
Checksum Validation]チェック
ボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハードウェアに送信
し、ハードウェアでチェックサムを計算できるようにします。

このオプションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを計算し
ます。

[Enable TCP Tx Offload
Checksum Generation]チェック
ボックス

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメント化されたパ

ケットを CPUに送信する前に再構成します。このオプション
により、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスループッ
トが増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて処理します。

[Enable Large Receive]チェック
ボックス

ステップ 14 [Receive Side Scaling]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

ReceiveSide Scaling（RSS）は、ネットワーク受信処理をマルチ
プロセッサシステム内の複数の CPUに分散させます。

オンにすると、可能な場合はネットワーク受信処理がプロセッ

サ間で共有されます。

オフにすると、ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが

使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されます。

[Enable TCPReceive Side Scaling]
チェックボックス
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説明名前

オンにすると、RSSが IPv4ネットワークでイネーブルになりま
す。

[Enable IPv4 RSS]チェックボッ
クス

オンにすると、IPv4ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv4RSS]チェック
ボックス

オンにすると、RSSが IPv6ネットワークでイネーブルになりま
す。

[Enable IPv6 RSS]チェックボッ
クス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv6RSS]チェック
ボックス

オンにすると、IPv6拡張に対して RSSがイネーブルになりま
す。

[Enable IPv6 Extension RSS]
チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv6 Extension RSS]
チェックボックス

vNIC のプロパティの変更

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 6 [ホストイーサネットインターフェイス]領域で、表から vNICを選択します。

ステップ 7 [Properties]をクリックして [vNIC Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 8 [General]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明名前

仮想 NICの名前。

この名前は、vNICの作成後は変更できません。

[Name]フィールド

この vNICで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケットサ
イズ。

1500～ 9000の整数を入力します。

[MTU]フィールド

この vNICに関連付けられたアップリンクポート。この vNIC
に対するすべてのトラフィックは、このアップリンクポートを

通過します。

[Uplink Port]ドロップダウンリ
スト

vNICに関連付けられたMACアドレス。

アダプタが内部プールから使用可能なMACアドレスを選択す
るようにするには、[Auto]を選択します。アドレスを指定する
には、2番目のオプションボタンをクリックし、対応するフィー
ルドにMACアドレスを入力します。

[MAC Address]フィールド

この vNICからのトラフィックに関連付けられるサービスクラ
ス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先度で、6が最も高
い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Class of Service]ドロップダウ
ンリスト

vNICで、ホストオペレーティングシステムが提供するサービ
スクラスを使用できるようにするには、このチェックボックス

をオンにします。

[TrustHost CoS]チェックボック
ス

この vNICが使用される順序。

システムが順序を設定するようにするには、[ANY]を選択しま
す。順序を指定するには、2つ目のオプションボタンを選択
し、0～ 17の整数を入力します。

[PCI Order]フィールド

このvNICにデフォルトのVLANがない場合、[NONE]をクリッ
クします。それ以外の場合は、2つ目のオプションボタンをク
リックし、フィールドに 1～ 4094の VLAN IDを入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Default VLAN]フィールド
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説明名前

VLANトランキングを使用する場合は、[TRUNK]を選択しま
す。それ以外の場合は [ACCESS]を選択します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[VLAN Mode]ドロップダウン
リスト

この vNICに無制限のデータレートを設定するには、[OFF]を
選択します。それ以外の場合は、2番目のオプションボタンを
クリックし、関連するフィールドにレート制限を入力します。

1～ 10,000 Mbpsの整数を入力します。

このオプションは VNTAGモードでは使用できませ
ん。

（注）

[Rate Limit]フィールド

vNICを使用して PXEブートを実行する場合は、このチェック
ボックスをオンにします。

[Enable PXEBoot]チェックボッ
クス

この vNICに割り当てるチャネル番号を選択します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Channel Number]フィールド

vNICに関連付けられているポートプロファイルを選択します。

このフィールドには、このサーバが接続しているスイッチに定

義されたポートプロファイルが表示されます。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Port Profile]ドロップダウンリ
スト

通信の問題が発生した場合に、この vNIC上のトラフィックを
セカンダリインターフェイスにフェールオーバーするには、こ

のチェックボックスをオンにします。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Enable Uplink Failover]チェッ
クボックス

セカンダリインターフェイスを使用して vNICが始動した後、
その vNICのプライマリインターフェイスが再びシステムで使
用されるには、プライマリインターフェイスが一定時間使用可

能な状態になっている必要があり、その時間の長さをこの設定

で制御します。

0～ 600の範囲の秒数を入力します。

このオプションには VNTAGモードが必要で
す。

（注）

[Failback Timeout]フィールド

ステップ 9 [Ethernet Interrupt]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明名前

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この値は、完了キュー

リソースの数と同じにします。

1～ 514の整数を入力します。

[Interrupt Count]フィールド

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信される前に必要

な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停をオフにするに
は、このフィールドに 0（ゼロ）を入力します。

[Coalescing Time]フィールド

次のいずれかになります。

• [MIN]：システムは、別の割り込みイベントを送信する前
に [Coalescing Time]フィールドに指定された時間だけ待機
します。

• [IDLE]：アクティビティなしの期間が少なくとも [Coalescing
Time]フィールドに指定された時間続くまで、システムか
ら割り込みは送信されません。

[Coalescing Type]ドロップダウ
ンリスト

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSI-X]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。これは推奨オプションです。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[InterruptMode]ドロップダウン
リスト

ステップ 10 [Ethernet Receive Queue]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Receive Queue Count]フィール
ド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[ReceiveQueue Ring Size]フィー
ルド

ステップ 11 [Ethernet Transmit Queue]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Transmit Queue Count]フィール
ド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Transmit Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 12 [Completion Queue]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

割り当てる完了キューリソースの数。通常、割り当てなければ

ならない完了キューリソースの数は、送信キューリソースの数

に受信キューリソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[CompletionQueueCount]フィー
ルド

各完了キュー内の記述子の数。

この値は変更できません。

[Completion Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 13 [TCP Offload]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

オンにすると、CPUはセグメント化する必要がある大きなTCP
パケットをハードウェアに送信します。このオプションによ

り、CPUのオーバーヘッドが削減され、スループット率が向上
する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメント化します。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれています。

（注）

[Enable TCP Segmentation
Offload]チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証の
ためにハードウェアに送信します。このオプションにより、

CPUのオーバーヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを検証し
ます。

[Enable TCP Rx Offload
Checksum Validation]チェック
ボックス
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説明名前

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハードウェアに送信
し、ハードウェアでチェックサムを計算できるようにします。

このオプションにより、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェックサムを計算し
ます。

[Enable TCP Tx Offload
Checksum Generation]チェック
ボックス

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメント化されたパ

ケットを CPUに送信する前に再構成します。このオプション
により、CPUの使用率が削減され、インバウンドのスループッ
トが増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて処理します。

[Enable Large Receive]チェック
ボックス

ステップ 14 [Receive Side Scaling]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

ReceiveSide Scaling（RSS）は、ネットワーク受信処理をマルチ
プロセッサシステム内の複数の CPUに分散させます。

オンにすると、可能な場合はネットワーク受信処理がプロセッ

サ間で共有されます。

オフにすると、ネットワーク受信処理は、追加のプロセッサが

使用可能であっても、常に 1つのプロセッサで処理されます。

[Enable TCPReceive Side Scaling]
チェックボックス

オンにすると、RSSが IPv4ネットワークでイネーブルになりま
す。

[Enable IPv4 RSS]チェックボッ
クス

オンにすると、IPv4ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv4RSS]チェック
ボックス

オンにすると、RSSが IPv6ネットワークでイネーブルになりま
す。

[Enable IPv6 RSS]チェックボッ
クス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv6RSS]チェック
ボックス

オンにすると、IPv6拡張に対して RSSがイネーブルになりま
す。

[Enable IPv6 Extension RSS]
チェックボックス

オンにすると、IPv6ネットワーク間の TCP送信に対して RSS
がイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv6 Extension RSS]
チェックボックス
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ステップ 15 [変更を保存]をクリックします。

vNIC の作成
アダプタは、永続的な vNICを 2つ提供します。追加の vNICを 16個まで作成できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 6 [Host Ethernet Interfaces]領域で、次のアクションのいずれかを選択します。

•デフォルトの設定を使用して vNICを作成するには、[Add]をクリックします。

•既存の vNICと同じ設定を使用して vNICを作成するには、既存の vNICを選択し、[Clone]を
クリックします。

[Add vNIC]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 [Add vNIC]ダイアログボックスで、vNICの名前を [Name]入力ボックスに入力します。

ステップ 8 （任意） [Add vNIC]ダイアログボックスで、vNICのチャネル番号を [Channel Number]入力ボッ
クスに入力します。

アダプタで NIVがイネーブルになっている場合、vNICを作成するときに vNICのチャ
ネル番号を割り当てる必要があります。

（注）

ステップ 9 [Add vNIC]をクリックします。

次の作業

設定の変更が必要な場合は、vNICのプロパティの変更, （121ページ）の説明に従って、新しい
vNICを設定します。
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vNIC の削除

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 6 [Host Ethernet Interfaces]領域で、表から vNICを選択します。
デフォルトの 2つの vNIC（[eth0]と [eth1]）は、どちらも削除することはできませ
ん。

（注）

ステップ 7 [Delete]をクリックし、削除することを確認するために [OK]をクリックします。

Cisco usNIC の管理

Cisco usNICの概要
Cisco user-space NIC（Cisco usNIC）機能は、ネットワーキングパケットを送受信するときにカー
ネルをバイパスすることで、データセンターの Cisco UCSサーバで実行されるソフトウェアアプ
リケーションのパフォーマンスを改善します。アプリケーションは Cisco UCSなどの Cisco UCS
VIC-1280VIC第二世代アダプタと直接やり取りし、これによってハイパフォーマンスコンピュー
ティングクラスタのネットワーキングパフォーマンスが向上します。 Cisco usNICのメリットを
引き出すためには、アプリケーションはソケットまたはその他の通信 APIではなく、Message
Passing Interface（MPI）を使用する必要があります。

Cisco usNICは、MPIアプリケーションに対して次の利点を提供します。

•低遅延で、高スループットの通信転送を提供します。

•標準のアプリケーション非依存イーサネットプロトコルを実行します。

•次に示すシスコデータセンタープラットフォームで、低遅延の転送、ユニファイドファブ
リック、統合管理のサポートを活用します。

• Cisco UCSサーバ

• Cisco UCSなどの Cisco UCS VIC-1280 VIC第二世代アダプタ

• 10GbEネットワーク
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標準イーサネットアプリケーションは、Linuxカーネルのネットワーキングスタックを呼び出す
ユーザ領域のソケットライブラリを使用します。次に、ネットワーキングスタックはCisco eNIC
ドライバを使用して、Cisco VICハードウェアと通信します。次の図は、通常のソフトウェアア
プリケーションと usNICを使用するMPIアプリケーションの対比を示します。

図 1：カーネルベースのネットワーク通信と Cisco usNICベースの通信
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CIMC GUI を使用した Cisco usNICの設定

[vNIC properties]ダイアログボックスにCisco usNICに対する複数のプロパティが一覧表示され
ていますが、その他のプロパティが現在使用されていないため、次のプロパティだけを設定す

る必要があります。

（注）

• cq-count

• rq-count

• tq-count

• usnic-count

はじめる前に

このタスクを実行するには、管理者権限で CIMC GUIにログインする必要があります。

手順

ステップ 1 CIMC GUIにログインします。
CIMCへのログイン方法に関する詳細については、http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/
products_installation_and_configuration_guides_list.htmlの URLにある、『Cisco UCS C-Series Servers
Integrated Management Controller GUI Configuration Guide』を参照してください。

ステップ 2 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 3 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 4 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 5 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 6 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 7 [Host Ethernet Interfaces]領域で、表から vNICを選択します。
usNICとして設定する各 vNICに対して、表から vNICエントリを選択し、ステップ 9
～ 18で説明されているようにプロパティを指定します。

（注）

ステップ 8 [usNIC]をクリックして [usNIC Properties]ダイアログボックスを開きます。

ステップ 9 [usNICs]のプロパティでは、ユーザが作成する Cisco usNICの数を指定します。
サーバで実行されている各MPIプロセスには、専用の usNICが必要です。 64のMPIプロセスを
同時に実行させるには、最大64のusNICを作成する必要がある場合があります。usNIC対応vNIC
ごとに、サーバの物理コアの数と同数の usNICを最低限作成することを推奨します。たとえば、
サーバに 8つの物理コアがある場合は、8つの usNICを作成します。

ステップ 10 [Properties]領域で、次のフィールドを更新します。
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説明フィールド名

割り当てる送信キューリソースの数。

MPIは、プロセスごとに 2つの送信キューを使
用します。そのため、この値を2に設定するこ
とを推奨します。

Transmit Queue Count

割り当てる受信キューリソースの数。

MPIは、プロセスごとに 2つの受信キューを使
用します。そのため、この値を2に設定するこ
とを推奨します。

Receive Queue Count

割り当てる完了キューリソースの数。通常、

割り当てなければならない完了キューリソース

の数は、送信キューリソースの数に受信キュー

リソースの数を加えたものと等しくなります。

この値を 4に設定することを推奨します。

Completion Queue Count

ステップ 11 [Apply]をクリックします。

ステップ 12 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 13 [サーバ]タブの [BIOS]をクリックします。

ステップ 14 [アクション]領域で [BIOSの設定]をクリックします。

ステップ 15 ダイアログボックスで、[Advanced]タブをクリックします。

ステップ 16 [Processor Configuration]領域で、次のプロパティを [Enabled]に設定します。

• Intel(R) VT-d

• Intel(R) VT-d ATS support

• Intel(R) VT-d Coherency Support

ステップ 17 [Save Changes]をクリックします。
変更内容は次のサーバのリブート時に有効になります。
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usNIC プロパティの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 6 [Host Ethernet Interface]領域で、vNICに割り当てられる usNICを選択して [usNIC properties]ダイ
アログボックスを開きます。

ステップ 7 [usNIC]領域で、次のフィールドの情報を確認または更新します。

説明名前

usNICの親である vNICの名前。

このフィールドは読み取り専用で

す。

（注）

名前

特定の vNICに割り当てられる usNICの数。

0～225の整数を入力します。

指定のvNICに追加のusNICを割り当てるには、
既存の値よりも高い値を入力してください。

指定の vNICから usNICを削除するには、既存
の値よりも小さい値を入力します。

vNICに割り当てられたすべての usNICを削除
するには、ゼロを入力します。

[usNIC]フィールド

ステップ 8 [Properties]領域で、次のフィールドの情報を確認または更新します。

説明名前

割り当てる送信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Transmit Queue Count]フィールド

割り当てる受信キューリソースの数。

1～ 256の整数を入力します。

[Receive Queue Count]フィールド
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説明名前

割り当てる完了キューリソースの数。通常、

割り当てなければならない完了キューリソース

の数は、送信キューリソースの数に受信キュー

リソースの数を加えたものと等しくなります。

1～ 512の整数を入力します。

[Completion Queue Count]フィールド

各送信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Transmit Queue Ring Size]フィールド

各受信キュー内の記述子の数。

64～ 4096の整数を入力します。

[Receive Queue Ring Size]フィールド

割り当てる割り込みリソースの数。通常、この

値は、完了キューリソースの数と同じにしま

す。

1～ 514の整数を入力します。

[Interrupt Count]フィールド

次のいずれかになります。

• [MIN]：システムは、別の割り込みイベン
トを送信する前に [CoalescingTime]フィー
ルドに指定された時間だけ待機します。

• [IDLE]：アクティビティなしの期間が少な
くとも [CoalescingTime]フィールドに指定
された時間続くまで、システムから割り込

みは送信されません。

[Interrupt Coalescing Type]ドロップダウンリス
ト

割り込み間の待機時間、または割り込みが送信

される前に必要な休止期間。

1～ 65535の整数を入力します。割り込み調停
をオフにするには、このフィールドに0（ゼロ）
を入力します。

[Interrupt Coalescing Timer Time]フィールド

このusNICからのトラフィックに関連付けられ
るサービスクラス。

0～ 6の整数を選択します。0が最も低い優先
度で、6が最も高い優先度になります。

このオプションは VNTAGモードで
は使用できません。

（注）

[Class of Service]フィールド
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説明名前

オンにすると、CPUはセグメント化する必要が
ある大きなTCPパケットをハードウェアに送信
します。このオプションにより、CPUのオー
バーヘッドが削減され、スループット率が向上

する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをセグメ
ント化します。

このオプションは、LargeSendOffload
（LSO）とも呼ばれています。

（注）

[TCP Segment Offload]チェックボックス

オンにすると、ハードウェアはすべてのセグメ

ント化されたパケットを CPUに送信する前に
再構成します。このオプションにより、CPU
の使用率が削減され、インバウンドのスルー

プットが増加する可能性があります。

オフにすると、CPUは大きいパケットをすべて
処理します。

[Large Receive]チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットをハー
ドウェアに送信し、ハードウェアでチェックサ

ムを計算できるようにします。このオプション

により、CPUのオーバーヘッドが削減される可
能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを計算します。

[TCP Tx Checksum]チェックボックス

オンにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証のためにハードウェアに送信しま

す。このオプションにより、CPUのオーバー
ヘッドが削減される可能性があります。

オフにすると、CPUはすべてのパケットチェッ
クサムを検証します。

[TCP Rx Checksum]チェックボックス

説明名前

vNICデバイスに関連付けられたすべてのusNIC
に変更を適用します。

[Apply]ボタン
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説明名前

usNICの値を、このダイアログボックスを最初
に開いたときに有効になっていた設定値に復元

します。

[Reset values]ボタン

変更を行わずにダイアログボックスを閉じま

す。

[Cancel]ボタン

iSCSI ブート機能の設定

vNIC の iSCSI ブート機能の設定
ラックサーバがスタンドアロンモードに設定されていて、VICアダプタがスイッチのNexus 5000
ファミリに直接接続されている場合は、iSCSIストレージターゲットからサーバがリモートでブー
トされるようにこれらのVICアダプタを設定できます。ラックサーバがリモート iSCSIターゲッ
トデバイスからホスト OSイメージをロードできるようにイーサネット vNICを設定できます。

vNICで iSCSIブート機能を設定する方法は、次のとおりです。

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

• iSCSIストレージターゲットからサーバをリモートでブートするように vNICを設定するに
は、vNICの PXEブートオプションをイネーブルにする必要があります。

ホストごとに最大 2つの iSCSI vNICを設定できます。（注）

vNIC 上の iSCSI ブート機能の設定
ホストごとに最大 2つの iSCSI vNICを設定できます。

はじめる前に

• iSCSIストレージターゲットからサーバをリモートでブートするように vNICを設定するに
は、vNICの PXEブートオプションをイネーブルにする必要があります。

•このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 6 [Host Ethernet Interfaces]領域で、vNICをテーブルから選択し、[iSCSI Boot]をクリックします。

ステップ 7 [General Area]で、次のフィールドを更新します。

説明名前

vNICの名前。[Name]フィールド

vNICに対して DHCPネットワークがイネーブルかどうか。

イネーブルの場合、イニシエータのネットワーク設定を DHCP
サーバから取得します。

[DHCP Network]チェックボッ
クス

vNICに対してDHCP iSCSIがイネーブルかどうか。イネーブル
になっていて DHCP IDが設定されている場合、イニシエータ
IQNとターゲットの情報を DHCPサーバから取得します。

DHCP iSCSIがDHCP IDなしでイネーブルに設定され
ている場合、ターゲット情報のみを取得します。

（注）

[DHCP iSCSI]チェックボック
ス

イニシエータ IQNとターゲットの情報をDHCPサーバから取得
するためにアダプタが使用するベンダー識別文字列。

最大 64文字の文字列を入力します。

[DHCP ID]フィールド

DHCPサーバが使用できないとイニシエータが判断するまで待
機する秒数。

60～ 300の整数を入力します（デフォルト：60秒）

[DHCP Timeout]フィールド

リンクが使用できないとイニシエータが判断するまで待機する

秒数。

0～ 255の整数を入力します（デフォルト：15秒）

[Link Timeout]フィールド

iSCSI LUNの検出中に障害が発生した場合に接続を再試行する
回数。

0～ 255の整数を入力します。デフォルト値は 15です。

[LUN Busy Retry Count]フィー
ルド
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説明名前

iSCSIブート中に使用する IPバージョン。[IP Version]フィールド

ステップ 8 [Initiator Area]で、次のフィールドを更新します。

説明名前

iSCSIイニシエータ名を定義する正規表現。

任意の英数字および次の特殊文字を入力することができます。

• .（ピリオド）

•：（コロン）

• -（ダッシュ）

名前は、IQN形式で
す。

（注）

[Name]フィールド

iSCSIイニシエータの IPアドレス。[IP Address]フィールド

iSCSIイニシエータのサブネットマスク。[Subnet Mask]フィールド

デフォルトゲートウェイ。[Gateway]フィールド

プライマリ DNSサーバアドレス。[Primary DNS]フィールド

セカンダリ DNSサーバアドレス。[Secondary DNS]フィールド

TCPが使用できないとイニシエータが判断するまで待機する秒
数。

0～ 255の整数を入力します（デフォルト：15秒）

[TCP Timeout]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP Name]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAP Secret]フィールド

ステップ 9 [Primary Target Area]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

IQN形式のプライマリターゲットの名前。[Name]フィールド
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説明名前

ターゲットの IPアドレス。[IP Address]フィールド

ターゲットに関連付けられた TCPポート。[TCP Port]フィールド

ターゲットに関連付けられたブート LUN。[Boot LUN]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP Name]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAP Secret]フィールド

ステップ 10 [Secondary Target Area]領域で、次のフィールドを更新します。

説明名前

IQN形式のセカンダリターゲットの名前。[Name]フィールド

ターゲットの IPアドレス。[IP Address]フィールド

ターゲットに関連付けられた TCPポート。[TCP Port]フィールド

ターゲットに関連付けられたブート LUN。[Boot LUN]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の名前。

[CHAP Name]フィールド

イニシエータの Challenge Handshake Authentication Protocol
（CHAP）の共有秘密。

[CHAP Secret]フィールド

説明名前

選択された vNICでの iSCSIブートを設定します。[Configure ISCSI]ボタン

選択された vNICから設定を削除します。[Unconfigure ISCSI]ボタン

vNIC用の値を、このダイアログボックスを最初に開いたときに
有効になっていた設定に復元します。

[Reset Values]ボタン

変更を行わずにダイアログボックスを閉じます。[Cancel]ボタン
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ステップ 11 [Configure ISCSI]をクリックします。

vNIC からの iSCSI ブート設定の除去

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[vNIC]タブをクリックします。

ステップ 6 [Host Ethernet Interfaces]領域で、vNICをテーブルから選択し、[iSCSI Boot]をクリックします。

ステップ 7 表示されるダイアログボックスで [Unconfigure ISCSI]をクリックします。

VM FEX の管理

仮想マシンファブリックエクステンダ

Cisco Virtual Machine Fabric Extender（VM FEX）は、（prestandard）IEEE 802.1Qbhポートエクス
テンダアーキテクチャを仮想マシンにまで拡張します。このアーキテクチャでは、各 VMイン
ターフェイスに対してスイッチ上で仮想 Peripheral Component Interconnect Express（PCIe）デバイ
スと仮想ポートが提供されます。

仮想 FEX のプロパティの表示

はじめる前に

•サーバの電源をオンにする必要があります。そうしないと、プロパティが表示されません。

•サポートされている仮想インターフェイスカード（VIC）がシャーシに装着されていて、サー
バの電源がオンになっている必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [Adapter Cards]領域の下にあるタブメニューで、[VM FEXs]タブをクリックします。

ステップ 6 [Virtual FEXs]領域で、次の情報を確認します。

説明名前

選択したVMFEXのプロパティを表示できるダイアログボック
スが開きます。

[Properties]ボタン

VM FEXの名前。[Name]カラム

このVMFEXで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

[MTU]カラム

イネーブルの場合、VMFEXはホストオペレーティングシステ
ムが提供するサービスクラスを使用します。

[CoS]カラム

VM FEXに関連付けられた VLAN。[VLAN]カラム

関連付けられた VLANのモード。[VLAN Mode]カラム

アダプタに対して VNTAGモードがイネーブルの場合、このカ
ラムには、プライマリインターフェイスで障害が発生したとき

にこのVMFEXがセカンダリインターフェイスにフェールオー
バーされるかどうかが表示されます。

[Uplink Failover]カラム

ステップ 7 [Virtual FEXs]領域のテーブルから VM FEXを選択します。

ステップ 8 [Properties]をクリックして、選択した VM FEXの [VM FEX Properties]ダイアログボックスを開き
ます。

ステップ 9 [General Properties]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

VM FEXの名前。[Name]フィールド
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説明名前

このVMFEXで受け入れられる最大伝送単位、つまりパケット
サイズ。

[MTU]フィールド

イネーブルの場合、VMFEXはホストオペレーティングシステ
ムが提供するサービスクラスを使用します。

[Trust Host CoS]フィールド

この VM FEXが使用される順序（存在する場合）。[PCI Order]フィールド

VM FEXに関連付けられた VLAN。[Default VLAN]フィールド

このVMFEXに関連付けられたデータレート制限（存在する場
合）。

[Rate Limit]フィールド

この VM FEXに対して PXEブートをイネーブルにするかディ
セーブルにするか。

[PXE Boot]フィールド

ステップ 10 [Ethernet Interrupt]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

この VM FEXに割り当てられた割り込みリソースの数。[Interrupt Count]フィールド

割り込み間の CIMCの待機時間、または割り込みが送信される
前に必要な休止期間。

[Coalescing Time]フィールド

次のいずれかになります。

• [MIN]：システムは、別の割り込みイベントを送信する前
に [Coalescing Time]フィールドに指定された時間だけ待機
します。

• [IDLE]：アクティビティなしの期間が少なくとも [Coalescing
Time]フィールドに指定された時間続くまで、システムか
ら割り込みは送信されません。

[Coalescing Type]フィールド

優先ドライバ割り込みモード。次のいずれかになります。

• [MSIx]：機能拡張されたMessage Signaled Interrupts
（MSI）。

• [MSI]：MSIだけ。

• [INTx]：PCI INTx割り込み。

[Interrupt Mode]フィールド
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ステップ 11 [Ethernet Receive Queue]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

この VM FEXに割り当てられた受信キューリソースの数。[Receive Queue Count]フィール
ド

各受信キュー内の記述子の数。[ReceiveQueue Ring Size]フィー
ルド

ステップ 12 [Ethernet Transmit Queue]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

この VM FEXに割り当てられた送信キューリソースの数。[Transmit Queue Count]フィール
ド

各送信キュー内の記述子の数。[Transmit Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 13 [Completion Queue]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

この VM FEXに割り当てられた完了キューリソースの数。[CompletionQueueCount]フィー
ルド

各完了キュー内の記述子の数。[Completion Queue Ring Size]
フィールド

ステップ 14 [TCP Offload]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

イネーブルの場合、CPUはセグメント化する必要がある大きな
TCPパケットをハードウェアに送信します。ディセーブルの場
合、CPUは大きいパケットをセグメント化します。

このオプションは、Large SendOffload（LSO）とも呼
ばれています。

（注）

[Enable TCP Segmentation
Offload]フィールド

イネーブルの場合、CPUはすべてのパケットチェックサムを検
証のためにハードウェアに送信します。ディセーブルの場合、

CPUはすべてのパケットチェックサムを検証します。

[Enable TCP Rx Offload
Checksum Validation]フィール
ド
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説明名前

イネーブルの場合、CPUはすべてのパケットをハードウェアに
送信し、ハードウェアでチェックサムを計算できるようにしま

す。ディセーブルの場合、CPUはすべてのパケットチェック
サムを計算します。

[Enable TCP Tx Offload
Checksum Generation]フィール
ド

イネーブルの場合、ハードウェアはすべてのセグメント化され

たパケットを CPUに送信する前に再構成します。ディセーブ
ルの場合、CPUは大きいパケットをすべて処理します。

[Enable Large Receive]フィール
ド

ステップ 15 [Receive Side Scaling]領域で、次のフィールドの情報を確認します。

説明名前

ReceiveSide Scaling（RSS）は、ネットワーク受信処理をマルチ
プロセッサシステム内の複数の CPUに分散させます。

イネーブルの場合、可能であれば、ネットワーク受信処理がプ

ロセッサ間で共有されます。ディセーブルの場合、ネットワー

ク受信処理は、追加のプロセッサが使用可能であっても、常に

1つのプロセッサで処理されます。

[Enable TCPReceive Side Scaling]
フィールド

イネーブルの場合、RSSが IPv4ネットワークでイネーブルにな
ります。

[Enable IPv4 RSS]フィールド

イネーブルの場合、IPv4ネットワーク間でのTCP送信に対して
RSSがイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv4RSS]フィール
ド

イネーブルの場合、RSSが IPv6ネットワークでイネーブルにな
ります。

[Enable IPv6 RSS]フィールド

イネーブルの場合、IPv6ネットワーク間でのTCP送信に対して
RSSがイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv6RSS]フィール
ド

イネーブルの場合、IPv6拡張に対してRSSがイネーブルになり
ます。

[Enable IPv6 Extension RSS]
フィールド

イネーブルの場合、IPv6ネットワーク間でのTCP送信に対して
RSSがイネーブルになります。

[Enable TCP-IPv6 Extension RSS]
フィールド
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ストレージアダプタの管理

未使用の物理ドライブからの仮想ドライブの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Virtual Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Create Virtual Drive from Unused Physical Drives]をクリックします。
[Create Virtual Drive from Unused Physical Drives]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 [Create Virtual Drive from Unused Physical Drives]ダイアログボックスで、新しい仮想ドライブの
RAIDレベルを選択します。
次のいずれかになります。

• [Raid 0]：単純なストライピング。

• [Raid 1]：単純なミラーリング。

• [Raid 5]：パリティ付きストライピング。

• [Raid 6]：2つのパリティドライブによるストライピング。

• [Raid 10]：スパンされたミラーリング。

• [Raid 50]：パリティ付きのスパンされたストライピング。

• [Raid 60]：2つのパリティドライブによるスパンされたストライピング。

ステップ 6 [Create Drive Groups]領域で、グループに含める 1つ以上の物理ドライブを選択します。
[Drive Groups]テーブルにドライブを追加するには、[>>]ボタンを使用します。ドライブグルー
プから物理ドライブを削除するには、[<<]ボタンを使用します。

ドライブグループで最も小さな物理ドライブのサイズによって、すべての物理ドライ

ブに使用される最大サイズが定義されます。すべての物理ドライブの領域の最大使用

を保証するには、ドライブグループ内のすべてのドライブのサイズをほぼ同じにする

ことを推奨します。

（注）

ステップ 7 [Virtual Drive Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

作成する新しい仮想ドライブの名前。[Name]フィールド
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説明名前

先行読み出しキャッシュモード。

この値は変更できません。

[Read Policy]ドロップダウンリ
スト

バッファリング読み取りに使用されるキャッシュポリシー。

この値は変更できません。

[Cache Policy]ドロップダウン
リスト

各ストライプのサイズ（KB単位）。

この値は変更できません。

[Strip Size]ドロップダウンリス
ト

次のいずれかになります

• [Write Through]：データがキャッシュによって、物理ドラ
イブに書き込まれます。以降の該当データのキャッシュか

らの読み取りが充足されるため、パフォーマンスが改善さ

れます。

• [WriteBack]：データはキャッシュに保存され、キャッシュ
内の領域が必要になったときにのみ、物理ドライブに書き

込まれます。このポリシーを必要とする仮想ドライブは、

電源障害の発生時に BBUでキャッシュの安全性を確保で
きない場合、[Write Through]キャッシングにフォールバッ
クします。

• [Write Back Bad BBU]：このポリシーでは、バッテリバッ
クアップユニットに欠陥があったり、放電していたりする

場合でも、書き込みキャッシングは [Write Back]のままで
す。

[Write Policy]ドロップダウン
リスト

作成する仮想ドライブのサイズ。値を入力し、次のいずれかの

単位を選択します。

• MB

• GB

• TB

[Size]フィールド

ステップ 8 [Create Virtual Drive]をクリックします。
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既存のドライブグループからの仮想ドライブの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Controller Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Create Virtual Drive from an Existing Virtual Drive Group]をクリックします。
[Create Virtual Drive from an Existing Virtual Drive Group]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 5 [Create Virtual Drive from an Existing Virtual Drive Group]ダイアログボックスで、新しい仮想ドライ
ブの作成に使用するドライブグループの仮想ドライブを選択します。

ステップ 6 [Virtual Drive Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

作成する新しい仮想ドライブの名前。[Name]フィールド

先行読み出しキャッシュモード。

この値は変更できません。

[Read Policy]ドロップダウンリ
スト

バッファリング読み取りに使用されるキャッシュポリシー。

この値は変更できません。

[Cache Policy]ドロップダウン
リスト

各ストライプのサイズ（KB単位）。

この値は変更できません。

[Strip Size]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

次のいずれかになります

• [Write Through]：データがキャッシュによって、物理ドラ
イブに書き込まれます。以降の該当データのキャッシュか

らの読み取りが充足されるため、パフォーマンスが改善さ

れます。

• [WriteBack]：データはキャッシュに保存され、キャッシュ
内の領域が必要になったときにのみ、物理ドライブに書き

込まれます。このポリシーを必要とする仮想ドライブは、

電源障害の発生時に BBUでキャッシュの安全性を確保で
きない場合、[Write Through]キャッシングにフォールバッ
クします。

• [Write Back Bad BBU]：このポリシーでは、バッテリバッ
クアップユニットに欠陥があったり、放電していたりする

場合でも、書き込みキャッシングは [Write Back]のままで
す。

[Write Policy]ドロップダウン
リスト

作成する仮想ドライブのサイズ。値を入力し、次のいずれかの

単位を選択します。

• MB

• GB

• TB

[Size]フィールド

ステップ 7 [Create Virtual Drive]をクリックします。

外部設定のクリア

このタスクでは、コントローラのすべての外部設定をクリアします。また、外部設定をホス

ティングしているすべての物理ドライブからすべての設定情報が削除されます。このアクショ

ンは元に戻せません。

重要

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28994-03 147

ネットワークアダプタの管理

外部設定のクリア



手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Controller Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]領域で、[Clear Foreign Config]をクリックします。

ステップ 5 [OK]をクリックして確定します。

削除するドライブの準備

[Unconfigured Good]ステータスを表示する物理ドライブのみでこのタスクを実行できます。（注）

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Physical Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Physical Drives]領域で、削除するドライブを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Prepare for Removal]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確定します。

削除するドライブの準備の取り消し

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Physical Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Physical Drives]領域で、[Ready to Remove]状態のドライブを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Undo Prepare for Removal]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確定します。

専用ホットスペアの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Physical Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Physical Drives]領域で、専用ホットスペアを作成する物理ドライブを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Make Dedicated Hot Spare]をクリックします。
[Make Dedicated Hot Spare]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 [Virtual Drive Details]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

ホットスペアとして物理ドライブを専用する仮想ドライブを選

択します。

[Virtual Drive Number]ドロップ
ダウンリスト

選択された仮想ドライブの名前。[Virtual Drive Name]フィールド

物理ドライブの数。[Physical Drive Number]フィー
ルド

ステップ 7 [Make Dedicated Hot Spare]をクリックして確定します。
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グローバルホットスペアの作成

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Physical Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Physical Drives]領域で、グローバルホットスペアを作成する物理ドライブを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Make Global Hot Spare]をクリックします。

ホットスペアプールからのドライブの削除

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Physical Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Physical Drives]領域で、ホットスペアプールから削除するグローバルホットスペアまたは専用
ホットスペアを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Remove From Hot Spare Pools]をクリックします。

仮想ドライブの初期化

ドライブを初期化すると、仮想ドライブ上のすべてのデータが失われます。初期化を実行する前

に、保存する仮想ドライブのデータをバックアップします。

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Virtual Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Virtual Drives]領域で、初期化するドライブを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Initialize]をクリックします。
[Initialize Virtual Drive]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 仮想ドライブに使用する初期化のタイプを選択します。

次のいずれかになります。

• [Fast Initialize]：このオプションは、仮想ドライブへのデータの書き込みをすぐに開始できま
す。

• [Full Initialize]：新しい設定で完全な初期化が実行されます。初期化が完了するまで、新しい
仮想ドライブにデータを書き込むことができません。

ステップ 7 [Initialize VD]をクリックしてドライブを初期化するか、[Cancel]をクリックして、変更を行わず
にダイアログボックスを閉じます。

ステップ 8 ドライブで実行しているタスクのステータスを表示するには、[Operations]領域で [Refresh]をク
リックします。

次の詳細情報が表示されます。

説明名前

ドライブで実行中の操作の名前。動作

操作の進行状況（完了した割合）。Progress in %

操作開始から経過した時間（秒数）。Elapsed Time in secs

ブートドライブとしての設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Virtual Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Virtual Drives]領域で、コントローラが起動する必要のあるドライブを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Set as Boot Drive]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確定します。

仮想ドライブの削除

このタスクでは、ブートされたオペレーティングシステムを実行するドライブを含む仮想ド

ライブを削除します。そのため、仮想ドライブを削除する前に、保持するデータをバックアッ

プします。

重要

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Virtual Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Virtual Drives]領域で、削除する仮想ドライブを選択します。

ステップ 5 [Actions]領域で、[Delete Virtual Drive]をクリックします。

ステップ 6 [OK]をクリックして確定します。

バッテリバックアップユニットの自動学習サイクルのイネーブル化

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Battery Backup Unit]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]ペインで [Enable Auto Learn Mode]をクリックします。
ダイアログでタスクを確認するためのプロンプトが表示されます。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

バッテリバックアップユニットの自動学習サイクルのディセーブル

化

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Battery Backup Unit]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]ペインで [Disable Auto Learn Mode]をクリックします。
ダイアログでタスクを確認するためのプロンプトが表示されます。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

バッテリバックアップユニットの学習サイクルの開始

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Battery Backup Unit]タブをクリックします。

ステップ 4 [Actions]ペインで [Start Learn Cycle]をクリックします。
ダイアログでタスクを確認するためのプロンプトが表示されます。

ステップ 5 [OK]をクリックします。

物理ドライブのロケータ LED の切り替え

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインで [Physical Drive Info]タブをクリックします。

ステップ 4 [Status]領域で、[Locator LED]フィールドの [Turn On]または [Turn Off]オプションボタンを選択
します。

ストレージコントローラのログの表示

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限でログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [ストレージ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Storage]タブで、適切な LSI MegaRAIDコントローラをクリックします。

ステップ 3 [Work]ペインの [Storage Log]タブをクリックし、次の情報を確認します。
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説明名前

イベントが発生した日時。[Time]カラム

イベントの重大度。次のいずれかになります。

• Emergency

• Alert

•重大

• Error

•警告（Warning）

• Notice

• Informational

• Debug

[Severity]カラム

イベントの説明。[Description]カラム

アダプタ設定のバックアップと復元

アダプタ設定のエクスポート

アダプタ設定は、次のいずれかになるリモートサーバに XMLファイルとしてエクスポートでき
ます。

• TFTP

• FTP

• SFTP

• SCP

• HTTP

はじめる前に

リモートサーバの IPアドレスを取得します。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[一般]タブをクリックします。

ステップ 6 [General]タブの [Actions]領域で、[Export Configuration]をクリックします。
[Export Adapter Configuration]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 7 [Export Adapter Configuration]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Export to]ドロップダウン
リスト

アダプタ設定ファイルのエクスポート先となるサーバの IPアドレ
スまたはホスト名。 [Export to]ドロップダウンリストの設定によっ
て、フィールド名は異なる場合があります。

[Server IP/Hostname]フィー
ルド

ファイルをリモートサーバにエクスポートするときに、CIMCが
使用する必要のあるパスおよびファイル名。

[Path and Filename]フィール
ド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたは HTTPの場
合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード

ステップ 8 [Export Configuration]をクリックします。
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アダプタ設定のインポート

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[一般]タブをクリックします。

ステップ 6 [General]タブの [Actions]領域で、[Import Configuration]をクリックします。
[Import Adapter Configuration]ダイアログボックスが開きます。

ステップ 7 [Import Adapter Configuration]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Import from]ドロップダウ
ンリスト

アダプタ設定ファイルを保存するサーバの IPアドレスまたはホス
ト名。 [Import from]ドロップダウンリストの設定によって、フィー
ルド名は異なる場合があります。

[Server IP/Hostname]フィー
ルド

リモートサーバ上の設定ファイルのパスおよびファイル名。[Path and Filename]フィール
ド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたは HTTPの場
合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード
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ステップ 8 [Import Configuration]をクリックします。
アダプタは、指定された IPアドレスの TFTPサーバから、指定されたパスの設定ファイルをダウ
ンロードします。この設定は、サーバが次にリブートされたときにインストールされます。

次の作業

サーバをリブートして、インポートした設定を適用します。

アダプタのデフォルトの復元

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[一般]タブをクリックします。

ステップ 6 [General]タブの [Actions]領域で、[Reset To Defaults]をクリックし、[OK]をクリックして確定し
ます。

アダプタファームウェアの管理

アダプタファームウェア

Cisco UCS Cシリーズネットワークアダプタには、次のファームウェアコンポーネントが含まれ
ています。

•アダプタファームウェア：メインのオペレーティングファームウェア（アクティブイメー
ジとバックアップイメージで構成）は、CIMCGUIまたは CLIインターフェイスから、また
はHost UpgradeUtility（HUU）からインストールできます。ファームウェアイメージをロー
カルファイルシステムまたは TFTPサーバからアップロードできます。

•ブートローダファームウェア：ブートローダファームウェアは、CIMCGUIまたはCLIから
インストールできません。このファームウェアは、HostUpgradeUtilityを使用してインストー
ルできます。
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ローカルファイルからのアダプタファームウェアのインストール

はじめる前に

アダプタファームウェアファイルを管理コンピュータのファイルシステムに保存します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[一般]タブをクリックします。

ステップ 6 [General]タブの [Actions]領域で、[Install Firmware]をクリックして [Install Adapter Firmware]ダイ
アログボックスを開きます。

ステップ 7 [Install Adapter Firmware]ダイアログボックスで、[Install from local file]を選択し、[Next]をクリッ
クします。

ステップ 8 [Browse...]をクリックし、アダプタファームウェアファイルの場所を指定します。

ステップ 9 [Install Firmware]をクリックします。

次の作業

新しいファームウェアをアクティブにするには、「アダプタファームウェアのアクティブ化」を

参照してください。

リモートサーバからのアダプタファームウェアのインストール

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。
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ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[一般]タブをクリックします。

ステップ 6 [General]タブの [Actions]領域で、[Install Firmware]をクリックして [Install Adapter Firmware]ダイ
アログボックスを開きます。

ステップ 7 [Install Adapter Firmware]ダイアログボックスで、[Install fromRemote Server]を選択し、[Next]をク
リックします。

ステップ 8 [Install Adapter Firmware]ダイアログボックスで、次のフィールドを更新します。

説明名前

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Install from]ドロップダウンリ
スト

アダプタ設定ファイルを保存するサーバの IPアドレスまたはホ
スト名。 [Install from]ドロップダウンリストの設定によって、
フィールド名は異なる場合があります。

[Server IP/Hostname]フィールド

リモートサーバ上の設定ファイルのパスおよびファイル名。[Path and Filename]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTP
の場合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード

ファームウェアパッケージのローカルパスを指定する場合は、

このボタンをクリックします。

[Back]ボタン

アダプタのバックアップメモリスロットに、選択したファーム

ウェアパッケージをインストールするには、このボタンをク

リックします。

[Install Firmware]ボタン

サーバに保存されたファームウェアバージョンを変更せずに

ウィザードを終了するには、このボタンをクリックします。

[Close]ボタン

ステップ 9 [Install Firmware]をクリックします。
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次の作業

新しいファームウェアをアクティブにするには、「アダプタファームウェアのアクティブ化」を

参照してください。

アダプタファームウェアのアクティブ化

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[一般]タブをクリックします。

ステップ 6 [General]タブの [Actions]領域で、[Activate Firmware]をクリックして [Activate Adapter Firmware]
ダイアログボックスを開きます。

ステップ 7 [Activate Adapter Firmware]ダイアログボックスで、ファームウェアが次に起動するときに実行す
るイメージを選択します。

ステップ 8 [Activate Adapter Firmware]をクリックします。

アダプタのリセット

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [インベントリ]をクリックします。

ステップ 3 [Inventory]ペインの [Cisco VIC Adapters]タブをクリックします。

ステップ 4 [アダプタカード]領域でアダプタカードを選択します。
サーバの電源が投入されている場合、選択したアダプタカードのリソースが [アダプタカード]領
域の下のタブ付きメニューに表示されます。

ステップ 5 [アダプタカード]領域の下のタブ付きメニューで、[一般]タブをクリックします。

ステップ 6 [General]タブの [Actions]領域で、[Reset]をクリックし、[Yes]をクリックして確定します。
アダプタをリセットすると、ホストもリセットされま

す。

（注）
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第 10 章

コミュニケーションサービスの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• HTTPの設定, 163 ページ

• SSHの設定, 164 ページ

• XML APIの設定, 165 ページ

• IPMIの設定, 166 ページ

• SNMPの設定, 168 ページ

HTTP の設定
はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [コミュニケーションサービス]タブをクリックします。

ステップ 4 [HTTP Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

HTTPおよびHTTPSがCIMCでイネーブルかディセーブルか。[HTTP/S Enabled]チェックボッ
クス
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説明名前

イネーブルの場合、HTTP経由で試行される通信はすべて同等
の HTTPSアドレスにリダイレクトされます。

HTTPをイネーブルにしている場合は、このオプションをイネー
ブルにすることを強く推奨します。

[Redirect HTTP to HTTPS
Enabled]チェックボックス

HTTP通信に使用するポート。デフォルトは 80です。[HTTP Port]フィールド

HTTPS通信に使用するポート。デフォルトは 443です。[HTTPS Port]フィールド

HTTP要求の間、CIMCがタイムアウトしてセッションを終了
するまで待機する秒数。

60～ 10,800の範囲の整数を入力します。デフォルトは 1,800秒
です。

[Session Timeout]フィールド

CIMCで許可されているHTTPおよびHTTPSの同時セッション
の最大数。

この値は変更できません。

[Max Sessions]フィールド

CIMCで現在実行されているHTTPおよびHTTPSセッションの
数。

[Active Sessions]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

SSH の設定
はじめる前に

SSHを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [コミュニケーションサービス]タブをクリックします。

ステップ 4 [SSH Properties]領域で、次のプロパティを更新します。
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説明名前

SSHが CIMCでイネーブルかディセーブルか。[SSH Enabled]チェックボック
ス

セキュアシェルアクセスに使用するポート。デフォルトは 22
です。

[SSH Port]フィールド

SSH要求がタイムアウトしたものとシステムが判断するまで待
機する秒数。

60～ 10,800の範囲の整数を入力します。デフォルトは 1,800秒
です。

[SSH Timeout]フィールド

CIMCで許可されている SSHの同時セッションの最大数。

この値は変更できません。

[Max Sessions]フィールド

CIMCで現在実行されている SSHセッションの数。[Active Sessions]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

XML API の設定

CIMC 用の XML API
CiscoCIMCXMLアプリケーションプログラミングインターフェイス（API）は、Cシリーズラッ
クマウントサーバ用の CIMCに対するプログラマチックインターフェイスです。この APIは、
HTTPまたは HTTPS経由で XMLドキュメントを受け取ります。

XMLAPIの詳細については、『Cisco UCS Rack-Mount Servers CIMC XML API Programmer’s Guide』
を参照してください。

XML API のイネーブル化

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [コミュニケーションサービス]タブをクリックします。

ステップ 4 [XML API Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

このサーバで APIアクセスが許可されているかどうか。[XML API Enabled]チェック
ボックス

CIMCで許可されている APIの同時セッションの最大数。

この値は変更できません。

[Max Sessions]フィールド

現在 CIMCで実行されている APIセッションの数。[Active Sessions]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

IPMI の設定

IPMI Over LAN
インテリジェントプラットフォーム管理インターフェイス（IPMI）では、サーバプラットフォー
ムに組み込まれているサービスプロセッサとのインターフェイスのためのプロトコルを定義して

います。このサービスプロセッサはベースボード管理コントローラ（BMC）と呼ばれ、サーバ
のマザーボードに存在します。 BMCは、メインプロセッサおよびボード上の他の要素に、簡単
なシリアルバスを使用してリンクします。

通常動作の間、IPMIは、サーバのオペレーティングシステムがシステムヘルスについての情報
を取得し、システムのハードウェアを制御できるようにします。たとえば、IPMIを使用すると、
温度、ファンの速度、および電圧などのセンサーをモニタして、問題を事前に検出できます。

サーバの温度が指定されているレベルより高くなった場合、サーバのオペレーティングシステム

は BMCに対して、ファンの速度を上げたり、プロセッサの速度を下げたりして問題に対処する
よう指示できます。

IPMI over LAN の設定
IPMI over LANは、CIMCを IPMIメッセージで管理する場合に設定します。
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はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [コミュニケーションサービス]タブをクリックします。

ステップ 4 [IPMI over LAN Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

このサーバで IPMIアクセスが許可されているかどうか。[Enabled]チェックボックス

このサーバで IPMIセッションに割り当て可能な最高特権レベ
ル。次のいずれかになります。

• [read-only]：IPMIユーザは情報を表示できますが、変更す
ることはできません。このオプションを選択した場合、

「Administrator」、「Operator」、または「User」ユーザ
ロールを持つ IPMIユーザが作成できるのは、読み取り専
用の IPMIセッションだけです。それ以外に所持している
IPMI特権は関係ありません。

• [user]：IPMIユーザはいくつかの機能を実行できますが、
管理タスクは実行できません。このオプションを選択した

場合、「Administrator」または「Operator」ユーザロール
を持つ IPMIユーザがこのサーバで作成できるのは、ユー
ザセッションと読み取り専用セッションだけです。

• [admin]：IPMIユーザは使用可能なすべてのアクションを
実行できます。このオプションを選択した場合、

「Administrator」ユーザロールを持つ IPMIユーザは、管
理者、ユーザ、および読み取り専用セッションをこのサー

バで作成できます。

[Privilege Level Limit]ドロップ
ダウンリスト

IPMI通信に使用する IPMI暗号キー。[Encryption Key]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。
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SNMP の設定

SNMP
Cisco UCS Cシリーズラックマウントサーバは、サーバの設定およびステータスを表示したり、
SNMPトラップによって障害とアラートを送信したりするために、簡易ネットワーク管理プロト
コル（SNMP）をサポートしています。CIMCでサポートされている管理情報ベース（MIB）ファ
イルの詳細については、次の URLにある『MIB Quick Reference for Cisco UCS』を参照してくださ
い。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/mib/reference/UCS_MIBRef.html

SNMP プロパティの設定

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [SNMP]タブをクリックします。

ステップ 4 [SNMP Properties]領域で、次のプロパティを更新します。

説明名前

このサーバが指定のホストに SNMPトラップを送信するかどう
か。

このチェックボックスをオンにしたら、SNMPユーザ
またはトラップを設定する前に、[Save Changes]をク
リックする必要があります。

（注）

[SNMPEnabled]チェックボック
ス

サーバが SNMPホストとの通信に使用するポート。

この値は変更できません。

[SNMP Port]フィールド

CIMCが SNMPホストに送信するトラップメッセージに含まれ
るデフォルトの SNMP v1または v2cコミュニティ名あるいは
SNMP v3ユーザ名。

最大 18文字の文字列を入力します。

[Access Community String]
フィールド
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Disabled]：このオプションは、インベントリテーブルの
情報へのアクセスをブロックします。

• [Limited]：このオプションは、インベントリテーブルの情
報の読み取りアクセスが部分的に提供します。

• [Full]：このオプションは、インベントリテーブルの情報
の読み取りフルアクセスを提供します。

[SNMP Community Access]ド
ロップダウンリスト

トラップ情報の送信先となるSNMPコミュニティグループの名
前。

最大 18文字の文字列を入力します。

[Trap Community String]フィー
ルド

SNMPの実装を担当するシステムの連絡先。

電子メールアドレスまたは名前と電話番号など、最大 64文字
の文字列を入力します。

[System Contact]フィールド

SNMPエージェント（サーバ）が実行するホストの場所。

最大 64文字の文字列を入力します。

[System Location]フィールド

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

次の作業

「SNMPトラップ設定の指定, （169ページ）」の説明に従って SNMPトラップ設定を設定しま
す。

SNMP トラップ設定の指定

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [SNMP]タブをクリックします。

ステップ 4 [Trap Destinations]タブをクリックします。

ステップ 5 [Trap Destinations]領域で、次のいずれかを実行できます。

•テーブルから既存のユーザを選択し、[Modify]をクリックします。

• [Add]をクリックして新しいユーザを作成します。

フィールドが強調表示されていない場合は、[Enabled]を選択しま
す。

（注）

ステップ 6 [Trap Details]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

トラップの宛先 ID。この値は変更できません。[ID]フィールド

オンにすると、このトラップがサーバでアクティブになります。[Enabled]チェックボックス

トラップに使用されるSNMPバージョンおよびモデル。次のい
ずれかになります。

• V1

• V2

• V3

[System Version]ドロップダウ
ンリスト

バージョンに [V2]を選択した場合、これが送信するトラップの
タイプになります。次のいずれかになります。

• [Trap]：このオプションを選択すると、トラップが宛先に
送信されますが、通知は受信しません。

• [Inform]：このオプションを選択すると、トラップが宛先
で受信されたときに通知を受信します。

[Trap Type]オプションボタン

ドロップダウンリストに使用可能なすべてのユーザが表示され

ます。そのリストからユーザを選択します。

[User]ドロップダウンリスト

SNMPトラップ情報の送信先の IPアドレス。[Destination IP]フィールド
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ステップ 7 [変更を保存]をクリックします。

ステップ 8 トラップの宛先を削除する場合は、行を選択し、[Delete]をクリックします。
削除の確認プロンプトで、[OK]をクリックします。

テスト SNMP トラップメッセージの送信

はじめる前に

このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [SNMP]タブをクリックし、[Trap Destinations]タブをクリックします。

ステップ 4 [Trap Destinations]領域で、目的の SNMPトラップ宛先の行を選択します。

ステップ 5 [Send SNMP Test Trap]をクリックします。
SNMPテストトラップメッセージがトラップ宛先に送信されます。

テストメッセージを送信するために、トラップは設定済みで、イネーブルにされてい

る必要があります。

（注）

SNMPv3 ユーザの管理

はじめる前に

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

• SNMPがイネーブルである必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [SNMP]タブをクリックします。

ステップ 4 [SNMPV3 Users]領域で、次のプロパティを更新します。
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説明名前

テーブル内で使用できる行をクリックし、このボタンをクリッ

クして新規の SNMPユーザを追加します。
[Add]ボタン

テーブル内で変更するユーザを選択し、このボタンをクリック

して、選択した SNMPユーザを変更します。
[Modify]ボタン

テーブル内で削除するユーザを選択し、このボタンをクリック

して、選択した SNMPユーザを削除します。
[Delete]ボタン

SNMPユーザに対してシステムが割り当てる識別子。[ID]カラム

SNMPユーザ名。[Name]カラム

ユーザ認証タイプ。[Auth Type]カラム

ユーザプライバシータイプ。[Privacy Type]カラム

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

SNMPv3 ユーザの設定

はじめる前に

•このタスクを実行するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

• SNMPがイネーブルである必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [コミュニケーションサービス]をクリックします。

ステップ 3 [コミュニケーションサービス]ペインの [SNMP]タブをクリックします。

ステップ 4 [Users]領域で、次のいずれかの操作を実行します。

•テーブルから既存のユーザを選択し、[Modify]をクリックします。

• [Users]領域で行を選択し、[Add]をクリックして新しいユーザを作成します。

ステップ 5 [SNMP User Details]ダイアログボックスで、次のプロパティを更新します。
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説明名前

ユーザの固有識別情報。このフィールドは変更できません。[ID]フィールド

SNMPユーザ名。

1～ 31文字の範囲で文字またはスペース入力します。

CIMCは先頭または末尾のスペースを自動的に切り詰
めます。

（注）

[Name]フィールド

このユーザのセキュリティレベル。次のいずれかになります。

• [no auth, no priv]：このユーザには、許可パスワードもプラ
イバシーパスワードも不要です。

• [auth, no priv]：このユーザには、許可パスワードが必要で
すが、プライバシーパスワードは不要です。このオプショ

ンを選択すると、CIMCは後述のAuthフィールドをイネー
ブルにします。

• [auth, priv]：このユーザには、許可パスワードとプライバ
シーパスワードの両方が必要です。このオプションを選

択すると、CIMCは Authフィールドおよび Privacyフィー
ルドをイネーブルにします。

[Security Level]ドロップダウン
リスト

許可タイプ。次のいずれかになります。

• MD5

• SHA

[Auth Type]オプションボタン

この SNMPユーザの許可パスワード。

8～64個の文字またはスペースを入力します。

CIMCは先頭または末尾のスペースを自動的に切り詰
めます。

（注）

[Auth Password]フィールド

確認のための許可パスワードの再入力。[Confirm Auth Password]フィー
ルド

プライバシータイプ。次のいずれかになります。

• DES

• AES

[Privacy Type]オプションボタ
ン
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説明名前

この SNMPユーザのプライバシーパスワード。

8～64個の文字またはスペースを入力します。

CIMCは先頭または末尾のスペースを自動的に切り詰
めます。

（注）

[Privacy Password]フィールド

確認のための許可パスワードの再入力。[Confirm Privacy Password]
フィールド

ステップ 6 [変更を保存]をクリックします。

ステップ 7 ユーザを削除する場合は、ユーザを選択し、[Delete]をクリックします。
削除の確認プロンプトで、[OK]をクリックします。
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第 11 章

証明書の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• サーバ証明書の管理, 175 ページ

• 証明書署名要求の生成, 176 ページ

• 自己署名証明書の作成, 177 ページ

• サーバ証明書のアップロード, 179 ページ

サーバ証明書の管理
証明書署名要求（CSR）を生成して新しい証明書を取得し、新しい証明書を CIMCにアップロー
ドして現在のサーバ証明書と交換することができます。サーバ証明書は、Verisignのようなパブ
リックCertificateAuthority（CA;認証局）、または独自に使用している認証局のいずれかによって
署名されます。

手順

ステップ 1 CIMCから CSRを生成します。

ステップ 2 証明書の発行と署名を行う認証局にCSRファイルを送信します。組織で独自の自己署名証明書を
生成している場合は、CSRファイルを使用して自己署名証明書を生成できます。

ステップ 3 新しい証明書を CIMCにアップロードします。
アップロードされた証明書は、CIMCによって生成されたCSRから作成される必要があ
ります。この方法で作成されていない証明書はアップロードしないでください。

（注）
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証明書署名要求の生成

はじめる前に

証明書を設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [証明書管理]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Generate New Certificate Signing Request]リンクをクリックします。
[Generate New Certificate Signing Request]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [Generate New Certificate Signing Request]ダイアログボックスで、次のプロパティを更新します。

説明名前

CIMCの完全修飾名。

デフォルトで、サーバの CNは CXXX-YYYYYYという形式で
表示されます。XXXはサーバのモデル番号、YYYYYYはシリ
アル番号です。

最新バージョンにアップグレードするとき、CNはそのまま保
持されます。

[Common Name]フィールド

証明書を要求している組織。[Organization Name]フィールド

組織ユニット[Organization Unit]フィールド

証明書を要求している会社の本社が存在する市または町。[Locality]フィールド

証明書を要求している会社の本社が存在する州または行政区分。[State Name]フィールド

会社が存在する国。[Country Code]ドロップダウン
リスト

会社の電子メールの連絡先。[Email]フィールド

ステップ 5 [Generate CSR]をクリックします。
[Opening csr.txt]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 CSRファイル csr.txtを管理するには、次のいずれかの手順を実行します。
a) [Open With]をクリックして csr.txtを表示します。
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b) [Save File]をクリックしてから [OK]をクリックし、ローカルマシンに csr.txtを保存します。

次の作業

証明書の発行と署名を行う認証局にCSRファイルを送信します。組織で独自の自己署名証明書を
生成している場合は、CSRファイルを使用して自己署名証明書を生成できます。

自己署名証明書の作成
パブリックCertificateAuthority（CA;認証局）を使用してサーバ証明書の生成と署名を行う代わり
に、独自のCAを運用して独自の証明書に署名することができます。このセクションでは、Linux
で実行されている OpenSSL証明書サーバを使用して CAを作成するコマンドおよびサーバ証明書
を生成するコマンドについて説明します。 OpenSSLの詳細については、http://www.openssl.orgを
参照してください。

これらのコマンドは、CIMC CLIではなく、OpenSSLパッケージを使用している Linuxサーバ
で入力します。

（注）

はじめる前に

組織内のサーバで、証明書サーバのソフトウェアパッケージを取得してインストールします。

手順

目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、CAで使用されるRSA秘密キー
を生成します。

ユーザ入力なしでCAがキーにアクセス
できるように、このコマンドに -des3オ
プションは使用しないでください。

（注）

openssl genrsa -out CA_keyfilename
keysize

例：
# openssl genrsa -out ca.key 1024

ステッ

プ 1   

指定されたファイル名には、指定されたサイズの

RSAキーが含まれています。

このコマンドは、指定されたキーを使用して、CA
の自己署名証明書を新規に作成します。証明書は

openssl req -new -x509 -days numdays
-key CA_keyfilename -out
CA_certfilename

ステッ

プ 2   
指定された期間有効になります。このコマンド

例：
# openssl req -new -x509 -days
365 -key ca.key -out ca.crt

は、ユーザに証明書の追加情報を求めるプロンプ

トを表示します。

証明書サーバは、アクティブな CAです。
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目的コマンドまたはアクション

このコマンドは、証明書がサーバ限定の証明書で

あることを指定する行をOpenSSL設定ファイルに
echo "nsCertType = server" >
openssl.conf

例：
# echo "nsCertType = server" >
openssl.conf

ステッ

プ 3   
追加します。この指定により、認証されたクライ

アントがサーバになりすますman-in-the-middle攻
撃を防御できます。

OpenSSL設定ファイル openssl.confに
は、"nsCertType = server"という文が含まれていま
す。

このコマンドは、CAが CSRファイルを使用して
サーバ証明書を生成するように指示します。

openssl x509 -req -days numdays -in
CSR_filename -CA CA_certfilename
-set_serial 04 -CAkeyCA_keyfilename

ステッ

プ 4   

サーバ証明書は、出力ファイルに含まれていま

す。
-out server_certfilename -extfile
openssl.conf

例：
# openssl x509 -req -days 365 -in
csr.txt -CA ca.crt -set_serial
04
-CAkey ca.key -out myserver05.crt
-extfile openssl.conf

この例は、CAの作成方法、および新規に作成されたCAが署名するサーバ証明書の生成方法を示
します。これらのコマンドは、OpenSSLを実行している Linuxサーバで入力します。

# /usr/bin/openssl genrsa -out ca.key 1024
Generating RSA private key, 1024 bit long modulus
.............++++++
.....++++++
e is 65537 (0x10001)
# /usr/bin/openssl req -new -x509 -days 365 -key ca.key -out ca.crt
You are about to be asked to enter information that will be incorporated
into your certificate request.
What you are about to enter is what is called a Distinguished Name or a
DN.
There are quite a few fields but you can leave some blank
For some fields there will be a default value,
If you enter '.', the field will be left blank.
-----
Country Name (2 letter code) [GB]:US
State or Province Name (full name) [Berkshire]:California
Locality Name (eg, city) [Newbury]:San Jose
Organization Name (eg, company) [My Company Ltd]:Example Incorporated
Organizational Unit Name (eg, section) []:Unit A
Common Name (eg, your name or your server's hostname) []:example.com
Email Address []:admin@example.com
# echo "nsCertType = server" > openssl.conf
# /usr/bin/openssl x509 -req -days 365 -in csr.txt -CA ca.crt -set_serial 01 -CAkey ca.key -out server.crt
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-extfile openssl.conf
Signature ok
subject=/C=US/ST=California/L=San Jose/O=Example Inc./OU=Unit
A/CN=example.com/emailAddress=john@example.com
Getting CA Private Key
#

次の作業

新しい証明書を CIMCにアップロードします。

サーバ証明書のアップロード

はじめる前に

証明書をアップロードするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

アップロードする証明書ファイルは、ローカルにアクセスできるファイルシステムに配置されて

いる必要があります。

[CIMCCertificateManagement]メニューを使用して最初にCSRを生成してから、そのCSRを使
用してアップロードする証明書を取得する必要があります。この方法で取得されていない証

明書はアップロードしないでください。

（注）

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [証明書管理]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Upload Server Certificate]をクリックします。
[Upload Certificate]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [Upload Certificate]ダイアログボックスで、次のプロパティを更新します。

説明名前

アップロードする証明書ファイル。[File]フィールド

適切な証明書ファイルに移動できるダイアログボックスが表示

されます。

[Browse]ボタン

ステップ 5 [Upload Certificate]をクリックします。
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第 12 章

プラットフォームイベントフィルタの設定

この章は、次の内容で構成されています。

• プラットフォームイベントフィルタ, 181 ページ

• プラットフォームイベントアラートのイネーブル化, 181 ページ

• プラットフォームイベントアラートのディセーブル化, 182 ページ

• プラットフォームイベントフィルタの設定, 182 ページ

• イベントトラップ宛先の設定, 184 ページ

• プラットフォームイベントトラップの解釈, 185 ページ

プラットフォームイベントフィルタ
プラットフォームイベントフィルタ（PEF）は、アクションをトリガーしたり、ハードウェア関
連の重要なイベントが発生したときはアラートを生成したりできます。 PEFごとに、プラット
フォームイベントが発生したときに実行するアクション（またはアクションを実行しないこと）

を選択できます。また、プラットフォームイベントが発生したときにアラートを生成して送信す

ることもできます。アラートは SNMPトラップとして送信されるので、アラートを送信するに
は、先に SNMPトラップの宛先を設定する必要があります。

プラットフォームイベントアラートの生成はグローバルにイネーブルまたはディセーブルにでき

ます。ディセーブルにすると、PEFがアラートを送信するように設定されていても、アラートは
送信されません。

プラットフォームイベントアラートのイネーブル化

はじめる前に

プラットフォームイベントアラートをイネーブルにするには、admin権限を持つユーザとしてロ
グインする必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [イベント管理]をクリックします。

ステップ 3 [イベント管理]ペインの [プラットフォームイベントフィルタ]タブをクリックします。

ステップ 4 [PlatformEvent Properties]領域で、[Enable PlatformEvent Filters]チェックボックスをオンにします。

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

プラットフォームイベントアラートのディセーブル化

はじめる前に

プラットフォームイベントアラートをディセーブルにするには、admin権限を持つユーザとして
ログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [イベント管理]をクリックします。

ステップ 3 [イベント管理]ペインの [プラットフォームイベントフィルタ]タブをクリックします。

ステップ 4 [PlatformEvent Properties]領域で、[Enable PlatformEvent Filters]チェックボックスをオフにします。

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

プラットフォームイベントフィルタの設定

はじめる前に

プラットフォームイベントフィルタを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインす
る必要があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [イベント管理]をクリックします。

ステップ 3 [イベント管理]ペインの [プラットフォームイベントフィルタ]タブをクリックします。

ステップ 4 [Platform Event Filters]領域で、各イベントの次のフィールドに入力します。

説明名前

一意のフィルタ ID。[ID]カラム

イベントフィルタの名前。[Event]カラム

フィルタごとに、目的の処理をスクロールリストボックスから

選択します。次のいずれかになります。

• [None]：アクションが実行されません。

• [Reboot]：サーバがリブートされます。

• [Power Cycle]：サーバの電源が再投入されます。

• [Power Off]：サーバの電源がオフになります。

[Action]カラム

アラートを送信するフィルタごとに、このカラムの対応する

チェックボックスを選択します。

アラートを送信するには、フィルタトラップの設定

を正しく設定し、[Enable Platform Event Filters]チェッ
クボックスもオンにする必要があります。

（注）

[Send Alert]カラム

ステップ 5 [変更を保存]をクリックします。

次の作業

PEFを設定してアラートを送信する場合は、次のタスクを完了させます。

• SNMPトラップ設定の指定, （169ページ）
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イベントトラップ宛先の設定

はじめる前に

プラットフォームイベントフィルタを設定するには、admin権限を持つユーザとしてログインす
る必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

[ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをク
リックします。

ステップ 1   

[管理者]タブの [イベント管理]をクリックし
ます。

ステップ 2   

[イベント管理]ペインの [イベントトラップ
の送信先設定]タブをクリックします。

ステップ 3   

説明名前[Event TrapDestination]領域で、行を選択し、
[Destination Settings]ダイアログボックスで、
次の情報を入力します。

ステップ 4   

一意のフィルタ

ID。
[ID]カラ
ム

このフィールドをオ

ンにすると、警告が

指定されたフィルタ

IDに送信されま
す。

[Enabled]
チェック

ボックス

プラットフォーム

イベント情報の送信

先の IPアドレス。

[Destination
IP
Address]
カラム

[Save Changes]をクリックします。ステップ 5   

設定された宛先にプラットフォームイベント

を送信するには、[Send Event]をクリックし
ます。

ステップ 6   
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プラットフォームイベントトラップの解釈
CIMCプラットフォームイベントアラートには、1.3.6.1.4.1.3183.1.1.0.eventの形式でエンター

プライズオブジェクト ID（OID）が含まれます。 OIDの最初の 10個のフィールドは、
iso(1).org(3).dod(6).internet(1).private(4).enterprises(1).wired_for_management(3183).PET(1).version(1).version(0)

を表し、IPMIプラットフォームイベントトラップ（PET）バージョン 1.0メッセージであること
を示しています。最後のフィールドはイベント番号であり、通知されている特定の状態またはア

ラートを示しています。

プラットフォームイベントトラップの説明

次の表に、プラットフォームイベントトラップメッセージで通知されるイベントの説明を示し

ます。これらは、トラップ OIDのイベント番号に基づいています。

プラットフォームイベントの説明イベント番号 [注記 1]

テストトラップ0h0

温度に関する警告010107h65799

温度が重大な状態010109h65801

電圧不足、緊急020102h131330

電圧が重大な状態020109h131337

電流に関する警告030107h196871

ファンが重大な状態040102h262402

プロセッサ関連（IOH-Thermalert/Caterrセンサー）：予測障害非
アサート

070400h459776

プロセッサ関連（IOH-Thermalert/Caterrセンサー）：予測障害ア
サート

070401h459777

プロセッサ電力警告：制限未超過070500h460032

プロセッサ電力警告：制限超過070501h460033

電源が重大な状態0800F5h524533

電源に関する警告080107h524551

個々の電源に関する警告080401h525313

電源冗長性の損失080B01h527105

電源冗長性復元080B02h527106

電源挿入済み086F00h552704

電源モジュール障害086F01h552705
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プラットフォームイベントの説明イベント番号 [注記 1]

電源 ACの損失086F03h552707

修正可能な ECCメモリエラー、リリース 1.3(1)以降のリリー
ス、すべての読み取りタイプを受け入れるように設定されたフィ

ルタ [注記 4]

0C0001h786433

DDR3_INFOセンサーLED：REDビットアサート（DIMMでの
ECCエラーの可能性が高い）、汎用センサー [注記 2、3]

0C0007h786439

修正可能な ECCメモリエラー、リリース 1.3(1)以降のリリー
ス

0C0101h786689

修正可能な ECCメモリエラー、リリース 1.2(x)以前のリリー
ス

0C7F01h818945

DDR3_INFOセンサーLED：REDビットアサート（DIMMでの
ECCエラーの可能性が高い）、1.2(x)以前のリリース [注記 3]

0C7F07h818951

HDDセンサーで障害が示されない、汎用センサー [注記 2]0D0000h851968

HDDセンサーで障害が示される、汎用センサー [注記 2]0D0004h851972

HDDが存在しない、汎用センサー [注記 2]0D0800h854016

HDDが存在する、汎用センサー [注記 2]0D0801h854017

HDDあり、障害の兆候なし0D6F00h880384

HDDの障害0D6F01h880385

HDDが存在しない0D6F80h880512

HDDがアサート解除されたが障害状態ではない0D6F81h880513

ドライブスロット LEDオフ0D7F00h884480

ドライブスロット LEDオン0D7F01h884481

ドライブスロット LED高速で点滅0D7F02h884482

ドライブスロット LED低速で点滅0D7F03h884483

ドライブスロット LED緑0D7F04h884484

ドライブスロット LEDオレンジ0D7F05h884485

ドライブスロット LED青0D7F01h884486

ドライブスロット LED読み取り0D7F01h884487

ドライブスロットオンライン0D7F08h884488

ドライブスロット低下0D7F09h884489
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プラットフォームイベントの説明イベント番号 [注記 1]

注記 1：イベント番号の書式の基本情報については、次のURLにある『IPMI Platform Event Trap
Format Specification v1.0』を参照してください。ftp://download.intel.com/design/servers/ipmi/pet100.pdf

注記 2：一部のプラットフォームおよびリリースでは汎用センサー実装が使用され、一部のプ
ラットフォームおよびリリースではシスコ独自のセンサー実装が使用されます。

注記 3：リリース 1.3(1)以降のリリースでは、ECCセンサーによって LEDはアクティブ化され
なくなりました。

注記 4：すべての読み取りタイプを受け入れるようにイベントフィルタが設定された場合は、
16進のイベント番号のビット 15:8は 0にマスクされます。たとえば、イベント番号 786689
（0C0101h）は 786433（0C0001h）になります。
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第 13 章

CIMC ファームウェア管理

この章は、次の内容で構成されています。

• ファームウェアの概要, 189 ページ

• シスコからのファームウェアの入手, 190 ページ

• リモートサーバからの CIMCファームウェアのインストール, 192 ページ

• ブラウザ経由の CIMCファームウェアのインストール, 193 ページ

• インストールした CIMCファームウェアのアクティブ化, 194 ページ

• リモートサーバからの BIOSファームウェアのインストール, 195 ページ

• ブラウザ経由の BIOSファームウェアのインストール, 197 ページ

ファームウェアの概要
Cシリーズサーバは、使用する Cシリーズサーバモデルに特有のシスコ認定ファームウェアを
使用します。すべてのサポート対象サーバモデルのファームウェアの新しいリリースは、Cisco.com
からダウンロードできます。

新しい BIOSファームウェアをインストールするとき、それはサーバで実行されている CIMC
ファームウェアと同じソフトウェアリリースに属する必要があります。新しい BIOSファー
ムウェアのインストールは、必ず一致するCIMCファームウェアをアクティブにした後に行っ
てください。そうしないと、サーバはブートしません。

起こりうる問題を避けるため、CiscoHostUpgradeUtility（HUU）を使用することを強く推奨し
ます。このユーティリティはBIOS、CIMC、およびその他のファームウェアを互換性のあるレ
ベルにアップグレードします。このユーティリティの詳細については、インストールする

CIMCソフトウェアリリースに対応する HUUのバージョンの『Cisco Host Upgrade Utility
Guide』を参照してください。 HUUガイドは次の URLで入手できます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html。

注意
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ファームウェアを手動で更新する場合は、最初に CIMCファームウェアを更新する必要がありま
す。 CIMCファームウェアの更新プロセスは、次の段階に分けられます。これは、サーバがオフ
ラインになる時間を最小限にするためです。

•インストール。この段階では、CIMCは、選択した CIMCファームウェアをサーバの非アク
ティブまたはバックアップスロットにインストールします。

•アクティブ化。この段階では、CIMCは非アクティブファームウェアバージョンをアクティ
ブとして設定してサーバをリブートします。これにより、サービスが中断されます。サーバ

をリブートすると、新規のアクティブスロット内のファームウェアが、実行中のバージョン

になります。

CIMCファームウェアをアクティブ化した後は、BIOSファームウェアを更新できます。 BIOS更
新プロセス中は、サーバの電源をオフにする必要があります。そうしないと、プロセスが複数の

段階に分けられません。その代り、発行するコマンドは 1つで済みます。CIMCは BIOSファー
ムウェアをできる限り迅速にインストールし、更新します。CIMCがリブートを完了すると、サー
バの電源をオンにして、サービスに戻すことができます。

古いファームウェアバージョンを新しいものにアップグレードしたり、新しいファームウェ

アバージョンを古いものにダウングレードしたりできます。

（注）

シスコからのファームウェアの入手

手順

ステップ 1 http://www.cisco.com/にアクセスします。

ステップ 2 まだログインしていない場合は、ページの右上隅にある [ログイン]をクリックし、Cisco.comのク
レデンシャルを使用してログインします。

ステップ 3 上部のメニューバーで、[サポート]をクリックします。

ステップ 4 ロールダウンメニューの [すべてのダウンロード]をクリックします。

ステップ 5 使用しているサーバモデルが [最近使用した製品]リストに表示される場合は、サーバ名をクリッ
クします。含まれていない場合は、次の手順を実行します。

a) 左側のボックスの [製品]をクリックします。
b) 中央のボックスで、[ユニファイドコンピューティングおよびサーバ]をクリックします。
c) 右側のボックスで、[Cisco UCS C-Seriesラックマウントスタンドアロンサーバソフトウェア]
をクリックします。
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d) 右のボックスで、ソフトウェアをダウンロードするサーバモデルをクリックします。

ステップ 6 [ユニファイドコンピューティングシステム（UCS）サーバファームウェア]リンクをクリックし
ます。

ステップ 7 （任意） ページに左側にあるメニューバーから以前のリリースを選択します。

ステップ 8 選択したリリースの Cisco Host Upgrade Utility ISOに関連付けられている [ダウンロード]ボタンを
クリックします。

ステップ 9 [使用許諾契約に同意]をクリックします。

ステップ 10 ISOファイルをローカルドライブに保存します。
Cisco Host Upgrade Utilityを含むこの ISOファイルを使用して、サーバ上の CIMCおよび BIOS
ファームウェアをアップグレードすることを推奨します。このユーティリティの詳細について

は、インストールする CIMCソフトウェアリリースに対応する HUUのバージョンの『Cisco Host
Upgrade Utility Guide』を参照してください。 HUUガイドは次の URLで入手できます。http://
www.cisco.com/en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html。

ステップ 11 （任意） CIMCおよび BIOSファームウェアを手動でアップグレードする場合は、次の手順を実
行します。

a) ISOファイルから、ファームウェアインストールファイルを含む ZIPファイルを開きます。
この ZIPファイルは ISOファイルの最上位レベルにあり、ファイル名の書式は
ServerModel_ReleaseNumber.ZIPに従います。

たとえば、C240M3_1.4.4A.ZIPなどです。

このZIPファイルに含まれるすべてのファイルを抽出する必要はありません。その代わりに、
このZIPファイルを開いて、BIOSファームウェアインストールCAPファイルと、CIMCファー
ムウェアインストール BINファイルを含む ZIPファイルにアクセスできるようにする必要が
あります。

b) ServerModel_ReleaseNumber.ZIPファイルから BIOSファームウェアインストール CAP
ファイルを抽出して、ローカルドライブに保存します。

この CAPファイルは ReleaseNumber/bios/cimcフォルダにあり、ファイル名の書式は
Server-BIOS-Release-Number.CAPに従います。

たとえば、1.4.4a/bios/cimc/C240-BIOS-1-4-4c-0.CAPなどです。

c) ServerModel_ReleaseNumber.ZIPファイルから、CIMCファームウェアインストール
ファイルを含む ZIPファイルを開きます。
この ZIPファイルは ReleaseNumber/cimcフォルダにあり、ファイル名の書式は
server-model-cimc-release.zipに従います。

たとえば、1.4.4a/cimc/c240-m3-cimc.1.4.4a.zipなどです。

この zipファイルに含まれるすべてのファイルを抽出する必要はありません。その代わりに、
このZIPファイルを開いて、CIMCファームウェアインストールBINファイルにアクセスでき
るようにする必要があります。

d) server-model-cimc-release.zipファイルからCIMCファームウェアフルインストール
BINファイルを抽出して、ローカルドライブに保存します。
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この BINファイルは server-model-cimc-releaseフォルダにあり、ファイル名の書式は
upd-pkg-server-model-cimc.full.release.binに従います。

たとえば、c240-m3-cimc.1.4.4a/upd-pkg-c240-m3-cimc.full.1.4.4a.binなどで
す。

ステップ 12 （任意） ファームウェアをリモートサーバからインストールする場合は、BIOSインストール
CAPファイルとCIMCインストールBINファイルを、使用するリモートサーバにコピーします。
リモートサーバは次のいずれかになります。

• TFTP

• FTP

• SFTP

• SCP

• HTTP

サーバにはリモートサーバのコピー先フォルダに対する読み取り権限が必要です。

次の作業

Cisco Host Upgrade Utilityを使用してサーバ上のすべてのファームウェアをアップグレードする
か、CIMCファームウェアをサーバに手動でインストールします。

リモートサーバからの CIMC ファームウェアのインストー
ル

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMC GUIにログインします。

• Cisco.comから Cisco Host Upgrade Utility ISOファイルを入手し、シスコからのファームウェ
アの入手, （190ページ）の説明に従ってファームウェアインストールファイルを抽出しま
す。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ファームウェア管理]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Install CIMC Firmware from Remote Server]をクリックします。

ステップ 4 [Install CIMC Firmware]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Install CIMC Firmware from]
ドロップダウンリスト

CIMCファームウェアインストールファイルを保存するサーバの
IPアドレスまたはホスト名。 [Install CIMCFirmware from]ドロップ
ダウンリストの設定によって、フィールド名は異なる場合があり

ます。

[Server IP/Hostname]フィー
ルド

リモートサーバ上のCIMCファームウェアインストールファイル
のパスおよびファイル名。

[Image Path and Filename]
フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたは HTTPの場
合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード

ステップ 5 [Install Firmware]をクリックします。

次の作業

CIMCファームウェアをアクティブにします。

ブラウザ経由の CIMC ファームウェアのインストール
はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMC GUIにログインします。

• Cisco.comから Cisco Host Upgrade Utility ISOファイルを入手し、シスコからのファームウェ
アの入手, （190ページ）の説明に従ってファームウェアインストールファイルを抽出しま
す。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ファームウェア管理]をクリックします。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Install CIMC Firmware through Browser Client]をクリックします。

ステップ 4 [Install Firmware]ダイアログボックスで、[Browse]をクリックし、[Choose File]ダイアログボック
スを使用してインストールする .binファイルを選択します。

ステップ 5 [Install Firmware]をクリックします。

次の作業

CIMCファームウェアをアクティブにします。

インストールした CIMC ファームウェアのアクティブ化
はじめる前に

CIMCファームウェアをサーバにインストールします。

アクティベーションの進行中には、次のことは行わないでください。重要

•サーバのリセット、電源オフ、またはシャットダウン。

• CIMCのリブートまたはリセット。

•他のファームウェアのアクティブ化。

•テクニカルサポートまたは設定データのエクスポート。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ファームウェア管理]をクリックします。

ステップ 3 [アクション]領域で、[CIMCファームウェアのアクティブ化]をクリックします。
[ファームウェアのアクティブ化]ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 4 [ファームウェアのアクティブ化]ダイアログボックスで、アクティブにするファームウェアイメー
ジを選択します。

ステップ 5 [ファームウェアのアクティブ化]をクリックします。
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リモートサーバからの BIOS ファームウェアのインストー
ル

この手順は、一部のサーバでは使用できません。他のBIOSインストール方法については、次
の URLで入手できる『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server BIOS Upgrade Guide』を参照して
ください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/c/sw/bios/b_Upgrading_BIOS_
Firmware.html。

（注）

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMC GUIにログインします。

•インストールしたCIMCファームウェアのアクティブ化,（194ページ）の説明に従って、イ
ンストールする BIOSバージョンに対応する CIMCファームウェアをアクティブにします。

•サーバの電源を切ります。

新しい BIOSファームウェアをインストールするとき、それはサーバで実行されている CIMC
ファームウェアと同じソフトウェアリリースに属する必要があります。新しい BIOSファー
ムウェアのインストールは、必ず一致するCIMCファームウェアをアクティブにした後に行っ
てください。そうしないと、サーバはブートしません。

起こりうる問題を避けるため、CiscoHostUpgradeUtility（HUU）を使用することを強く推奨し
ます。このユーティリティはBIOS、CIMC、およびその他のファームウェアを互換性のあるレ
ベルにアップグレードします。このユーティリティの詳細については、インストールする

CIMCソフトウェアリリースに対応する HUUのバージョンの『Cisco Host Upgrade Utility
Guide』を参照してください。 HUUガイドは次の URLで入手できます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html。

注意
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Server Status]領域で、[Power State]フィールドが [Off]になっていることを確認します。 [On]の
場合は、[Actions]領域の [Power Off Server]をクリックし、サーバの電源がオフになるまで待機し
てから続行します。

ステップ 4 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 5 [管理者]タブの [ファームウェア管理]をクリックします。

ステップ 6 [CIMC Firmware]領域で、[Running Version]フィールドに表示されるファームウェアバージョン
が、インストールしている BIOSファームウェアバージョンと一致していることを確認します。

CIMCファームウェアバージョンが一致しない場合は、この手順を続行する前に CIMC
ファームウェアをアクティブ化します。そうしないとサーバがブートしません。詳細に

ついては、インストールした CIMCファームウェアのアクティブ化, （194ページ）を参
照してください。

重要

ステップ 7 [Actions]領域で、[Install BIOS Firmware from Remote Server]をクリックします。

ステップ 8 [Install BIOS Firmware]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Install BIOS Firmware from]
ドロップダウンリスト

BIOSファームウェアインストールファイルを保存するサーバの
IPアドレスまたはホスト名。 [Install BIOS Firmware from]ドロップ
ダウンリストの設定によって、フィールド名は異なる場合があり

ます。

[Server IP/Hostname]フィー
ルド

リモートサーバ上の BIOSファームウェアインストールファイル
のパスおよびファイル名。

[Image Path and Filename]
フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のあるユー

ザ名。このフィールドは、プロトコルが TFTPまたは HTTPの場
合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、プ

ロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード
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ステップ 9 [Install Firmware]をクリックします。

ステップ 10 ステータスが [Completed Successfully]に変わるまで、[Last BIOS Firmware Install]領域の [Status]
フィールドのメッセージを確認します。

ステップ 11 サーバの電源を投入して、BIOSのアップグレードを完了します。

ブラウザ経由の BIOS ファームウェアのインストール

この手順は、一部のサーバでは使用できません。他のBIOSインストール方法については、次
の URLで入手できる『Cisco UCS C-Series Rack-Mount Server BIOS Upgrade Guide』を参照して
ください。http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/c/sw/bios/b_Upgrading_BIOS_
Firmware.html。

（注）

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとして CIMC GUIにログインします。

•インストールしたCIMCファームウェアのアクティブ化,（194ページ）の説明に従って、イ
ンストールする BIOSバージョンに対応する CIMCファームウェアをアクティブにします。

•サーバの電源を切ります。

新しい BIOSファームウェアをインストールするとき、それはサーバで実行されている CIMC
ファームウェアと同じソフトウェアリリースに属する必要があります。新しい BIOSファー
ムウェアのインストールは、必ず一致するCIMCファームウェアをアクティブにした後に行っ
てください。そうしないと、サーバはブートしません。

起こりうる問題を避けるため、CiscoHostUpgradeUtility（HUU）を使用することを強く推奨し
ます。このユーティリティはBIOS、CIMC、およびその他のファームウェアを互換性のあるレ
ベルにアップグレードします。このユーティリティの詳細については、インストールする

CIMCソフトウェアリリースに対応する HUUのバージョンの『Cisco Host Upgrade Utility
Guide』を参照してください。 HUUガイドは次の URLで入手できます。http://www.cisco.com/
en/US/products/ps10493/products_user_guide_list.html。

注意
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [サマリー]をクリックします。

ステップ 3 [Server Status]領域で、[Power State]フィールドが [Off]になっていることを確認します。 [On]の
場合は、[Actions]領域の [Power Off Server]をクリックし、サーバの電源がオフになるまで待機し
てから続行します。

ステップ 4 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 5 [管理者]タブの [ファームウェア管理]をクリックします。

ステップ 6 [CIMC Firmware]領域で、[Running Version]フィールドに表示されるファームウェアバージョン
が、インストールしている BIOSファームウェアバージョンと一致していることを確認します。

CIMCファームウェアバージョンが一致しない場合は、この手順を続行する前に CIMC
ファームウェアをアクティブ化します。そうしないとサーバがブートしません。詳細に

ついては、インストールした CIMCファームウェアのアクティブ化, （194ページ）を参
照してください。

重要

ステップ 7 [Actions]領域で、[Install BIOS Firmware through Browser Client]をクリックします。

ステップ 8 [Install BIOS Firmware]ダイアログボックスで、[Browse]をクリックし、[Choose File]ダイアログ
ボックスを使用して、インストールする CAPファイルを選択します。

ステップ 9 [Install Firmware]をクリックします。

ステップ 10 ステータスが [Completed Successfully]に変わるまで、[Last BIOS Firmware Install]領域の [Status]
フィールドのメッセージを確認します。

ステップ 11 サーバの電源を投入して、BIOSのアップグレードを完了します。

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

198 OL-28994-03  

CIMC ファームウェア管理
ブラウザ経由の BIOS ファームウェアのインストール



第 14 章

障害およびログの表示

この章は、次の内容で構成されています。

• Faults Summary, 199 ページ

• CIMCログ, 200 ページ

• System Event Log, 204 ページ

Faults Summary

障害サマリーの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [障害およびログ]をクリックします。

ステップ 3 [Faults Summary]タブで、次の情報を確認します。

説明名前

障害が発生した時刻。時間（Time）
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説明名前

次のいずれかになります。

• [Cleared]：ある障害または状態が解消され
ました。

•重大

• Info

• Major

• Minor

•警告（Warning）

重大度

障害に割り当てられた固有識別情報。コード

識別名（DN）は、サーバ上でのデバイスのエ
ンドポイントおよびそのインスタンスの階層表

現です。

DN

障害の原因となったイベントに関連付けられた

固有識別情報。

考えられる原因

障害についての詳細情報。

提案される解決策も含まれます。

説明

CIMC ログ

CIMC ログの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [障害およびログ]をクリックします。

ステップ 3 [Faults and Logs]ウィンドウの [CIMC Log]をクリックします。

ステップ 4 ログの CIMCイベントごとに次の情報を確認します。

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

200 OL-28994-03  

障害およびログの表示

CIMC ログ



説明名前

イベントが発生した日時。[Time]カラム

イベントの重大度。次のいずれかになります。

• Emergency

• Alert

•重大

• Error

•警告（Warning）

• Notice

• Informational

• Debug

[Severity]カラム

イベントをログに記録したソフトウェアモジュール。[Source]カラム

イベントの説明。[Description]カラム

ログファイルからすべてのイベントをクリアします。

このオプションは、ユーザ IDが adminまたは user
ユーザロールに割り当てられている場合にのみ使用

できます。

（注）

[Clear Log]ボタン

ステップ 5 [Entries Per Page]ドロップダウンリストから、各ページに表示する CIMCイベントの数を選択し
ます。

ステップ 6 CIMCイベントのページを前方および後方に移動するには [<Newer]および [Older>]をクリック
し、リストの先頭に移動するには [<<Newest]をクリックします。
デフォルトでは、最新の CIMCイベントがリストの先頭に表示されます。

CIMC ログのクリア

はじめる前に

CIMCログをクリアするには、ユーザ権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28994-03 201

障害およびログの表示

CIMC ログのクリア



手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [障害およびログ]をクリックします。

ステップ 3 [Faults and Logs]ペインの [CIMC Log]をクリックします。

ステップ 4 [CIMC Log]ペインで、[Clear Log]をクリックします。

ステップ 5 表示されるダイアログボックスで [OK]をクリックします。

CIMC ログしきい値の設定
CIMCログに含まれるメッセージの最低レベルを指定できます。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [障害およびログ]をクリックします。

ステップ 3 [Faults and Logs]ペインの [Logging Controls]タブをクリックします。

ステップ 4 [Local Logging]領域で、[Minimum Severity to Report]ドロップダウンリストを使用して、CIMCロ
グに含まれるメッセージの最低レベルを指定します。

次のいずれかを選択できます。重大度の高いものから順に並んでいます。

• Emergency

• Alert

•重大

• Error

•警告（Warning）

• Notice

• Informational

• Debug

CIMCでは、選択した重大度よりも低い重大度のメッセージはログに記録されません。
たとえば、[Error]を選択した場合、CIMCログには重大度がEmergency、Alert、Critical、
または Errorのすべてのメッセージが含まれます。Warning、Notice、Informational、ま
たは Debugのメッセージは表示されません。

（注）
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リモートサーバへの CIMC ログの送信
1台または 2台のリモート syslogサーバが CIMCログエントリを受信するように、プロファイル
を設定できます。

はじめる前に

•リモート syslogサーバが、リモートホストからのログを受信するよう設定されている必要が
あります。

•リモート syslogサーバが、authentication-relatedログなどのすべてのタイプのログを受信する
よう設定されている必要があります。

•リモート syslogサーバのファイアウォールが、syslogメッセージが syslogサーバに到達する
ことを許可するよう設定されている必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [障害およびログ]をクリックします。

ステップ 3 [Faults and Logs]ペインの [Logging Controls]タブをクリックします。

ステップ 4 [Remote Syslog Server]領域のいずれかで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

オンにすると、CIMCは [IP Address]フィールドに指定された
Syslogサーバにログメッセージを送信します。

[Enabled]チェックボックス

CIMCログを保存する Syslogサーバの IPアドレス。[IP Address]フィールド

ステップ 5 （任意） [Minimum Severity to Report]ドロップダウンリストで、リモートログに含まれるメッ
セージの最低レベルを指定します。

次のいずれかを選択できます。重大度の高いものから順に並んでいます。

• Emergency

• Alert

•重大

• Error

•警告（Warning）

• Notice

• Informational

• Debug
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CIMCでは、選択した重大度よりも低い重大度のメッセージは、リモートでログに記録
されません。たとえば、[Error]を選択した場合、CIMCリモートログには重大度が
Emergency、Alert、Critical、またはErrorのすべてのメッセージが含まれます。Warning、
Notice、Informational、または Debugのメッセージは表示されません。

（注）

ステップ 6 [Save Changes]をクリックします。

System Event Log

システムイベントログの表示

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [障害およびログ]をクリックします。

ステップ 3 [Faults and Logs]ウィンドウの [System Event Log]をクリックします。

ステップ 4 ログテーブルの上にパーセンテージバーが表示され、ログバッファがどれくらい使用されてい

るかが示されます。

ステップ 5 ログのシステムイベントごとに次の情報を確認します。

説明名前

イベントが発生した日時。[Time]カラム

重大度フィールドには、テキストと色分けされたアイコンの両

方が含まれます。アイコンについては、緑色は通常動作、黄色

は情報を示し、警告、クリティカルおよび回復不能なエラーは

赤色で表示されます。

[Severity]カラム

イベントの説明。[Description]カラム

ログファイルからすべてのイベントをクリアします。

このオプションは、ユーザ IDが adminまたは user
ユーザロールに割り当てられている場合にのみ使用

できます。

（注）

[Clear Log]ボタン
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ステップ 6 [Entries Per Page]ドロップダウンリストから、各ページに表示するシステムイベントの数を選択
します。

ステップ 7 システムイベントのページを前方および後方に移動するには [<Newer]および [Older>]をクリック
し、リストの先頭に移動するには [<<Newest]をクリックします。
デフォルトでは、最新のシステムイベントがリストの先頭に表示されます。

システムイベントログのクリア

はじめる前に

システムイベントログをクリアするには、ユーザ権限を持つユーザとしてログインする必要があ

ります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [サーバ]タブの [障害およびログ]をクリックします。

ステップ 3 [Faults and Logs]ウィンドウの [System Event Log]をクリックします。

ステップ 4 [System Event Log]ペインで、[Clear Log]をクリックします。

ステップ 5 表示されるダイアログボックスで [OK]をクリックします。
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第 15 章

サーバユーティリティ

この章は、次の内容で構成されています。

• テクニカルサポートデータのエクスポート, 207 ページ

• CIMCの再起動, 210 ページ

• 破損した BIOSのリカバリ, 210 ページ

• CIMCの出荷時デフォルトへのリセット, 211 ページ

• CIMC設定のエクスポートとインポート, 212 ページ

• ホストへのマスク不能割り込みの生成, 216 ページ

テクニカルサポートデータのエクスポート

リモートサーバへのテクニカルサポートデータのエクスポート

このタスクは、Cisco Technical Assistance Center（TAC）から要求された場合に実行します。この
ユーティリティは、TACが技術上の問題をトラブルシューティングおよび解決する際に役立つ設
定情報、ログ、および診断データが含まれる要約レポートを作成します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーティリティ]をクリックします。

ステップ 3 [Utilities]ペインの [Actions]領域で、[Export Technical Support Data to Remote Server]をクリックし
ます。

ステップ 4 [Export Technical Support Data]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力します。
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説明名前

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Export Technical Support Data to]
ドロップダウンリスト

サポートデータファイルを保存する必要のあるサーバの IPア
ドレスまたはホスト名。 [Export Technical Support Data to]ドロッ
プダウンリストの設定によって、フィールド名は異なる場合が

あります。

[Server IP/Hostname]フィールド

ファイルをリモートサーバにエクスポートするときに、CIMC
が使用する必要のあるパスおよびファイル名。

サーバにサポート対象ネットワークアダプタカード

のいずれか（Cisco UCS P81E仮想インターフェイス
カードなど）がある場合、データファイルにはアダ

プタカードからのテクニカルサポートデータも含ま

れています。

（注）

[Path and Filename]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTP
の場合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード

ステップ 5 [Export]をクリックします。

次の作業

生成されたレポートファイルを Cisco TACに提供します。

ローカルファイルへのテクニカルサポートデータのダウンロード

このタスクは、Cisco Technical Assistance Center（TAC）から要求された場合に実行します。この
ユーティリティは、TACが技術上の問題をトラブルシューティングおよび解決する際に役立つ設
定情報、ログ、および診断データが含まれる要約レポートを作成します。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーティリティ]をクリックします。

ステップ 3 [Utilities]ペインの [Actions]領域で、[Generate Technical Support Data for Local Download]をクリッ
クします。

ステップ 4 [Download Technical Support Data to Local File]ダイアログボックスで、次のフィールドに入力しま
す。

説明名前

ダウンロードするテクニカルサポートデータファイルがない

場合、CIMCによってこのオプションボタンが表示されます。

[Generate]をクリックして、データファイルを作成します。デー
タ収集が完了したら、[Actions]領域の [DownloadTechnical Support
Data to Local File]をクリックして、ファイルをダウンロードし
ます。

[Generate Technical Support Data]
オプションボタン

テクニカルサポートデータファイルがダウンロード可能な場

合、CIMCによってこのオプションボタンが表示されます。

既存のサポートデータファイルを新しいものと置き換えるに

は、このオプションを選択し、[Regenerate]をクリックします。
データ収集が完了したら、[Actions]領域の [Download Technical
Support Data to Local File]をクリックして、ファイルをダウン
ロードします。

[Regenerate Technical Support
Data]オプションボタン

テクニカルサポートデータファイルがダウンロード可能な場

合、CIMCによってこのオプションボタンがイネーブルになり
ます。

既存のファイルをダウンロードするには、このオプションを選

択し、[Download]をクリックします。

サーバにサポート対象ネットワークアダプタカード

のいずれか（Cisco UCS P81E仮想インターフェイス
カードなど）がある場合、データファイルにはアダ

プタカードからのテクニカルサポートデータも含ま

れています。

（注）

[Download to local file]オプショ
ンボタン

次の作業

生成されたレポートファイルを Cisco TACに提供します。
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CIMC の再起動
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCの再起動が必要になることがあります。この手順は、
通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCを再起動した後にログオフすると、CIMC
は数分間使用できません。

サーバが電源投入時自己診断テスト（POST）を実行しているとき、またはExtensibleFirmware
Interface（EFI）シェルを操作しているときに CIMCを再起動すると、サーバの電源は、CIMC
の再起動が完了するまでオフになります。

（注）

はじめる前に

CIMCを再起動するには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーティリティ]をクリックします。

ステップ 3 [Utilities]ペインの [Actions]領域で、[Reboot CIMC]をクリックします。

ステップ 4 [OK]をクリックします。

破損した BIOS のリカバリ

この手順は、一部のサーバモデルでは使用できません。（注）

破損した BIOSのリカバリには、この手順の他に 3種類の方法が存在します。

• Cisco Host Upgrade Utility（HUU）を使用します。これは推奨される方法です。

• CIMC CLIインターフェイスを使用する。

•サーバのマザーボード上でハードウェアジャンパの BIOSリカバリ機能を使用する（お使い
のサーバモデルでサポートされている場合）。手順については、お使いのサーバモデルに

対応した『Cisco UCS Server Installation and Service Guide』を参照してください。

はじめる前に

•破損した BIOSを回復するには、adminとしてログインしている必要があります。
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• BIOSリカバリ ISOイメージを準備します。 BIOSリカバリ ISOイメージは、ファームウェ
ア配布パッケージの [Recovery]フォルダ内にあります。

•リカバリ手順の最後にサーバの電源が再投入されるため、サーバのダウンタイムをスケジュー
ル設定します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [サーバ]タブをクリックします。

ステップ 2 [Server]タブの [BIOS]をクリックします。
[BIOS]ページが表示されます。

ステップ 3 [Actions]領域で、[Recover Corrupt BIOS]をクリックします。
[Recover Corrupt BIOS]ウィザードが表示されます。

ステップ 4 [Recover Corrupt BIOS]ウィザードを使用して、破損した BIOSを回復します。

CIMC の出荷時デフォルトへのリセット
現在実行されているファームウェアで問題が発生した場合など、非常に珍しいケースですが、サー

バのトラブルシューティング時に、CIMCの出荷時デフォルトへのリセットが必要になることが
あります。これを行うと、ユーザが設定可能なすべての設定がリセットされます。

この手順は、通常のサーバメンテナンスには含まれません。 CIMCをリセットした後は、ログオ
フしてから再びログインする必要があります。また、接続が失われ、ネットワーク設定を再び指

定する必要がある場合もあります。

バージョン 1.5(1)からバージョン 1.5(2)にアップグレードすると、CIMCインターフェイスのホス
ト名はそのまま保持されます。ただし、バージョン 1.5(2)にアップグレードした後、工場出荷時
の状態にリセットすると、ホスト名はCXXX-YYYYYYという形式に変更されます。（XXXはモ
デル番号、YYYYYYはサーバのシリアル番号）。

バージョン 1.5(2)からバージョン 1.5(1)にダウングレードすると、ホスト名はそのまま保持され
ます。ただし、工場出荷時の状態にリセットすると、ホスト名は ucs-cxx-mxという形式に変更さ
れます。

はじめる前に

CIMCを出荷時デフォルトにリセットするには、admin権限を持つユーザとしてログインする必要
があります。
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手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーティリティ]をクリックします。

ステップ 3 [Utilities]ペインの [Actions]領域で、[Reset CIMC to Factory Default Configuration]をクリックしま
す。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
ホストが BIOS POST（電源投入時自己診断テスト）を実行しているとき、または EFIシェル内に
あるときに CIMCを再起動すると、ホストの電源が短時間オフになります。準備ができると、
CIMCの電源はオンになります。

CIMC 設定のエクスポートとインポート

CIMC 設定のエクスポートとインポート
CIMC設定のバックアップを実行するには、システム設定のスナップショットを作成し、生成さ
れた CIMC設定ファイルをネットワーク上の場所にエクスポートします。エクスポート操作で保
存されるのは、管理プレーンからの情報だけです。サーバ上のデータはバックアップされません。

ユーザアカウントやサーバ証明書など、機密情報の設定はエクスポートされません。

エクスポートされた CIMC設定ファイルは、同じシステムで復元したり、別の CIMCシステムに
インポートしたりできます。ただし、インポートするシステムのソフトウェアバージョンとエク

スポートするシステムのソフトウェアバージョンが同じであるか、両者の設定に互換性があるこ

とが前提となります。設定ファイルを設定テンプレートとして他のシステムにインポートする場

合は、IPアドレスやホスト名などシステム固有の設定を変更する必要があります。インポート操
作によって情報が変更されるのは、管理プレーンだけです。

CIMC設定ファイルは XMLテキストファイルで、その構造と要素は CIMCコマンドモードに対
応しています。

エクスポートまたはインポート操作を実行する場合は、次のガイドラインを考慮してください。

•エクスポートまたはインポートは、システムがアップ状態で、稼働しているときに実行でき
ます。エクスポート操作によるサーバまたはネットワークトラフィックへの影響はありま

せんが、インポート操作によって IPアドレスなどが変更されると、トラフィックが中断され
たりサーバがリブートされたりすることがあります。

•エクスポートとインポートを同時に実行することはできません。
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CIMC 設定のエクスポート

セキュリティ上の理由から、この操作でユーザアカウントやサーバ証明書をエクスポートし

ないでください。

（注）

はじめる前に

バックアップリモートサーバの IPアドレスを取得します。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーティリティ]をクリックします。

ステップ 3 [Utilities]ペインの [Actions]領域で、[Export CIMC Configuration]をクリックします。

ステップ 4 [Export CIMC Configuration]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

CIMCGUIを実行するコンピュータのローカルドライブにXML
設定ファイルを保存するには、このオプションを選択し、[Export]
をクリックします。

このオプションを選択すると、CIMC GUIによって [File
Download]ダイアログボックスが表示され、設定ファイルを保
存する場所への移動が可能になります。

[Export to a local file]オプション
ボタン

XML設定ファイルをリモートサーバに保存するには、このオ
プションを選択します。

このオプションを選択すると、CIMC GUIによって次のリモー
トサーバのフィールドが表示されます。

[Export to Remote server]オプ
ションボタン

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Export to]ドロップダウンリス
ト
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説明名前

設定ファイルのエクスポート先となるサーバの IPアドレスまた
はホスト名。 [Export to]ドロップダウンリストの設定によっ
て、フィールド名は異なる場合があります。

[Server IP/Hostname]フィールド

ファイルをリモートサーバにエクスポートするときに、CIMC
が使用する必要のあるパスおよびファイル名。

[Path and Filename]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTP
の場合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード

ステップ 5 [Export]をクリックします。

CIMC 設定のインポート

はじめる前に

設定ファイルをインポートするときに SNMP設定情報を復元する必要がある場合は、インポート
を実行する前に、このサーバでSNMPがディセーブルになっていることを確認します。インポー
トを実行するときに SNMPがイネーブルになっている場合、設定ファイルに保存されている値に
よって現在の値は上書きされません。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーティリティ]をクリックします。

ステップ 3 [Utilities]ペインの [Actions]領域で、[Import CIMC Configuration]をクリックします。

ステップ 4 [Import CIMC Configuration]ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。
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説明名前

CIMC GUIを実行するコンピュータのローカルドライブに保存
された XML設定ファイルに移動するには、このオプションを
選択し、[Import]をクリックします。

このオプションを選択すると、CIMC GUIによって [Browse]ボ
タンが表示され、インポートするファイルへの移動が可能にな

ります。

[Import from a local file]オプショ
ンボタン

XML設定ファイルをリモートサーバからインポートするには、
このオプションを選択します。

このオプションを選択すると、CIMC GUIによって次のリモー
トサーバのフィールドが表示されます。

[Import from Remote server]オプ
ションボタン

リモートサーバのタイプ。次のいずれかになります。

• TFTPサーバ

• FTPサーバ

• SFTPサーバ

• SCPサーバ

• HTTPサーバ

[Import from]ドロップダウンリ
スト

設定ファイルを保存するサーバの IPアドレスまたはホスト名。
[Import from]ドロップダウンリストの設定によって、フィール
ド名は異なる場合があります。

[Server IP/Hostname]フィールド

リモートサーバ上の設定ファイルのパスおよびファイル名。[Path and Filename]フィールド

システムがリモートサーバへのログインに使用する必要のある

ユーザ名。このフィールドは、プロトコルがTFTPまたはHTTP
の場合は適用されません。

[Username]

リモートサーバのユーザ名のパスワード。このフィールドは、

プロトコルが TFTPまたは HTTPの場合は適用されません。
パスワード

ステップ 5 [Import]をクリックします。
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ホストへのマスク不能割り込みの生成
状況によっては、サーバがハングして、従来のデバッグメカニズムに応答しない場合がありま

す。ホストへのマスク不能割り込み（NMI）を生成することにより、サーバのクラッシュダンプ
ファイルを作成および送信して、サーバのデバッグに使用することができます。

サーバに関連付けられたオペレーティングシステムの種類によっては、このタスクで OSが再起
動される場合があります。

はじめる前に

• admin権限を持つユーザとしてログインする必要があります。

•サーバの電源が投入されている。

手順

ステップ 1 [ナビゲーション]ペインの [管理者]タブをクリックします。

ステップ 2 [管理者]タブの [ユーティリティ]をクリックします。

ステップ 3 [Utilities]ペインの [Actions]領域で、[Generate NMI to host]をクリックします。
このアクションは、OSを再起動する可能性のあるホストに NMI信号を送信します。

ステップ 4 [OK]をクリックします。
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付録 A
サーバモデル別 BIOS パラメータ

この付録の内容は、次のとおりです。

• C22および C24サーバ, 217 ページ

• C220および C240サーバ, 241 ページ

• C260サーバ, 265 ページ

• C420サーバ, 281 ページ

• C460サーバ, 304 ページ

C22 および C24 サーバ

C22 および C24 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明名前

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に暗
号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供するよ

うに設計されたマイクロチップです。このオプションを使用す

ると、システムの TPMセキュリティデバイスサポートを制御
できます。次のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]
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C22 および C24 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明名前

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]
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説明名前

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel VT]

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT-d]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [High Throughput]：DCU IP Prefetcherのみがイネー
ブルです。残りのオプションはディセーブルになり

ます。

• [HPC]：すべてのオプションがイネーブルです。こ
の設定はハイパフォーマンスコンピューティング

とも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべての
オプションをサーバの BIOSセットアップから設定
できます。また、Hardware Prefetcherオプションと
Adjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下記の
フィールドで設定できます。

[CPU Performance]
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説明名前

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出
されたときにプリフェッチャを使用します。

[Hardware Prefetcher]

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の
両方を取得します。

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]：DCU Prefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCU Streamer Prefetch]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと
判断されたデータを含む L1キャッシュをプリロー
ドします。

[DCU IP Prefetcher]
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説明名前

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [Enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

[Direct Cache Access Support]

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述の BIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらのBIOSパラメータのいずれ
かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [Disabled]：サーバで CPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient]：前述のBIOSパラメータに最適な
設定が決定され、これらのパラメータの個々の設定

は無視されます。

[Power Technology]
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説明名前

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]
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説明名前

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Processor Power State C6]

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[Processor Power State C1 Enhanced]

アイドル状態のときにCPUが最大非ターボ周波数未満に
なることができるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができます。このオプショ

ンは、電力消費を削減しますが、システムのパ

フォーマンスが低下する場合があります。

• [Enabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができません。このオプ

ションでは、システムのパフォーマンスは向上しま

すが、電力消費は大きくなる可能性があります。

[Frequency Floor Override]

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

224 OL-28994-03  

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C22 および C24 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明名前

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを通信する方法を定義できます。 Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され
る 3つのモデルがあります。

• HW_ALL：プロセッサハードウェアが、依存性の
ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• SW_ALL：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべて

の論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべ
ての論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• SW_ANY：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論

理プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイン
内の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合が

あります。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[P-STATE Coordination]

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• Balanced Energy

• Balanced Performance

• Energy Efficient

• Performance

[Energy Performance]
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[Memory Configuration]のパラメータ

説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり
ます。

• [Maximum Performance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。こ

のオプションを使用した場合、[Mirroring]よりもシ
ステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低下
します。

[Select Memory RAS]

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングは
ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

[DRAM Clock Throttling]

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

226 OL-28994-03  

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C22 および C24 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明名前

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA]

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [Power SavingMode][Power_Saving_Mode]：低電圧の
メモリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先され

ます。 このモードでは、電圧を低く維持するため

に、メモリの周波数が低下する可能性があります。

• [PerformanceMode][Performance_Mode]：高周波数の
動作が低電圧の動作よりも優先されます。

[Low Voltage DDR Mode]

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]
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説明名前

CPUで、同時読み取り処理を可能にするために、メモリ
ブロックを分割し、データの隣接する部分をインター

リーブされたチャネル間で分散するかどうか。次のいず

れかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1 Way]：何らかのチャネルインターリーブが使用
されます。

• [2 Way]

• [3 Way]

• [4 Way]：チャネルインターリーブの最大量が使用
されます。

[Channel Interleaving]

CPUで、1つのランクの更新中に別のランクにアクセス
できるように、メモリの物理ランクをインターリーブす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1 Way]：一部のランクのインターリーブが使用さ
れます。

• [2 Way]

• [4 Way]

• [8 Way]：ランクのインターリーブの最大容量が使
用されます。

[Rank Interleaving]
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説明名前

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

CPUまたは I/Oによるデマンドリードでメモリの 1ビッ
トエラーが見つかった場合に、システムでこのエラーを

訂正するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：メモリの 1ビットエラーは訂正されま
せん。

• [Enabled]：メモリの1ビットエラーは、メモリで訂
正され、訂正されたデータが、デマンドリードへの

応答に設定されます。

[Demand Scrub]

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300 M]：サーバは、海抜約 300 mです。

• [900 M]：サーバは、海抜約 900 mです。

• [1500 M]：サーバは、海抜約 1500 mです。

• [3000 M]：サーバは、海抜約 3000 mです。

[Altitude]
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[QPI Configuration]のパラメータ

説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガ転送/秒
（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [6.4 GT/s]

• [7.2 GT/s]

• [8.0 GT/s]

[QPI Link Frequency]

[Onboard Storage]のパラメータ

説明名前

オンボードソフトウェア RAIDコントローラをサーバに使用で
きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用できま
せん。

• [Enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使用できま
す。

[Onboard SCU Storage Support]

[USB Configuration] のパラメータ

説明名前

システムでレガシー USBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでのみ
使用できます。

• [Enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用できます。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[Legacy USB Support]
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説明名前

完全な USBキーボードレガシーサポートのために 60h/64hエ
ミュレーションをシステムでサポートするかどうか。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：60h/64エミュレーションはサポートされませ
ん。

• [Enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされます。

サーバで USB非対応オペレーティングシステムを使用す
る場合は、このオプションを選択する必要があります。

[Port 60/64 Emulation]

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであるか、
ディセーブルであるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての USBデバイスがイネーブルです。

[All USB Devices]

背面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]

前面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：前面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：前面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Front]
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説明名前

内部 USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：内部 USBポートをディセーブルにします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：内部 USBポートをイネーブルにします。これ
らのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Internal]

KVMポートをイネーブルまたはディセーブルのどちらにする
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスをディ
セーブルにします。キーボードとマウスはKVMウィンド
ウで機能しなくなります。

• [Enabled]： KVMキーボードおよびマウスデバイスをイ
ネーブルにします。

[USB Port: KVM]

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスをディセーブルにします。

• [Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

[USB Port: VMedia]

[PCI Configuration]のパラメータ

説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[MMIO Above 4GB]
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説明名前

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ASPMサポートは、BIOSでディセーブ
ルです。

• [Force L0s]：すべてのリンクを強制的に L0スタン
バイ（L0）状態にします。

• [Auto]：電力状態を CPUによって判別します。

[ASPM Support]

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [Onboard]：プライオリティがオンボード VGAデバ
イスに与えられます。 BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGAポート経由で駆動されま
す。

• [Offboard]：プライオリティがPCIEグラフィックス
アダプタに与えられます。 BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィックスアダプタポート経
由で駆動されます。

• [Onboard VGADisabled]：プライオリティが PCIEグ
ラフィックスアダプタに与えられ、オンボードVGA
デバイスはディセーブルになります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

[VGA Priority]

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28994-03 233

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C22 および C24 サーバの高度な BIOS パラメータ



[Serial Configuration]のパラメータ

説明名前

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。 BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効にな

ります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発生
しません。

• [Enabled]：POST中のシリアルポート Aでのコンソール
リダイレクションをイネーブルにします。

[Console Redirection]

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマットの

タイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされているvt100ビデオ端末とその文字
セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal Type]

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、このオプ
ションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]
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説明名前

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどうか。

送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、隠れ
た端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリジョン

を減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [HardwareRTS/CTS]：フロー制御にRTS/CTSが使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Flow Control]

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーのア
クションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーが ESCOP～ ESCO[を生成
します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作し
ますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォルト
モードと同様に動作します。ファンクションキーF1～F4
が ESC OP～ ESC OSを生成します。これはデジタル端末
のキーパッドの上段によって生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M～ ESC
[Xを生成します。ファンクションおよび Shiftキーが ESC
[Y～ESC [jを生成します。Ctrlおよびファンクションキー
が ESC [k～ ESC [vを生成します。 Shift、Ctrlおよびファ
ンクションキーが ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキーは
デジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンクショ

ンキーが ESC [11~や ESC [12~などのシーケンスを生成し
ます。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同様
に動作します。テンキーの最上段のキーがESCOP～ESC
OSを生成します。

[Putty KeyPad]
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説明名前

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後に、
BIOSコンソールリダイレクションがアクティブであるかどう
か。次のいずれかになります。

• [Always Enable]：OSのブートおよび実行時に BIOSレガ
シーコンソールリダイレクションがアクティブになりま

す。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[Redirection After BIOS POST]

Windows緊急管理サービスに使用可能な COMポート 0を設定
することができます。このセットアップオプションに基づいて

ACPI SPCRテーブルが報告されます。次のいずれかになりま
す。

• [Disabled]：Windowsオペレーティングシステムで使われ
る汎用ポートとして COMポート 0を設定します。

• [Enabled]：Windows緊急管理サービス用のリモート管理
ポートとして COMポート 0を設定します。

[Out-of-Band Mgmt Port]

[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明名前

すべての LOMポートがイネーブルであるか、ディセーブルで
あるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての LOMポートがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての LOMポートがイネーブルです。

[All Onboard LOM Ports]
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説明名前

nで指定された LOMポートでオプション ROMを使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：LOMポート nでオプション ROMを使用でき
ません。

• [Enabled]：LOMポート nでオプションROMを使用できま
す。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[LOM Port n OptionROM]

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できません。

• [Enabled]：PCIeオプション ROMを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[All PCIe Slots OptionROM]

PCIe拡張スロットnをサーバに使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[PCIe Slot:n OptionROM]
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説明名前

このオプションでは、PCIeスロット nに取り付けられたアダプ
タカードの最大速度を制限することができます。次のいずれか

になります。

• [GEN1]：最大速度が2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [GEN2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [GEN3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

たとえば、PCIeスロット 2に第3世代アダプタカードがあり、
カードがサポートする 8GT/sの代わりに最大速度 5GT/sで実行
する場合は、PCIeスロット 2のリンク速度をGEN2に設定しま
す。システムは、カードがサポートする最大速度8GT/sを無視
し、最大速度を強制的に 5 GT/sにします。

[PCIe Slot:n Link Speed]

C22 および C24 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明名前

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために CIMCによって FRB2タイマーが使用され
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

[FRB-2 Timer]

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]フィールドに指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、[OS Boot Watchdog Policy]フィー
ルドに指定されたアクションを実行します。

[OS Watchdog Timer]
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説明名前

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSのブー
トが開始されてから 5分後に期限が切れます。

• [10 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから10分後に期限が切れます。

• [15 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから15分後に期限が切れます。

• [20 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから20分後に期限が切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Timeout]

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [DoNothing]：OSのブート中にウォッチドッグタイ
マーの期限が切れた場合、アクションは実行されま

せん。

• [Power Down]：OSのブート中にウォッチドッグタ
イマーの期限が切れた場合、サーバの電源がオフに

なります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Policy]
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説明名前

使用できる特定のデバイスタイプのデバイスがない場

合、またはユーザがサーバの BIOSセットアップユー
ティリティを使用して別のブート順序を定義している場

合に、サーバで CIMCGUIまたは CLIを通じて定義され
ているブート順リストを変更する方法。

サポートされるデバイスのタイプは次のとおりです。

• [HDD]：ハードディスクドライブ

• [FDD]：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能 CD-ROMまたは DVD

• [PXE]：PXEブート

• [EFI]：Extensible Firmware Interface

[BootOrderRules]オプションは次のいずれかになります。

• [Strict]：特定のタイプのデバイスがない場合、シス
テムでは、ブート順序リストに、そのデバイスタイ

プ用のプレースホルダを作成します。そのタイプの

デバイスが使用可能になると、事前に定義した位置

のブート順に追加されます。

ユーザがサーバの BIOSセットアップユーティリ
ティでブート順を定義すると、そのブート順は、で

起動CIMCGUIまたはCLIを介して設定されている
ブート順よりも優先されます。CIMCを介して定義
されており、BIOSセットアップユーティリティに
よって定義されたブート順にないすべてのデバイス

タイプは、ブート順リストから削除されます。

• [Loose]：特定のタイプのデバイスが存在しない場
合、システムはブート順からそのデバイスタイプを

削除します。そのタイプのデバイスが使用可能にな

ると、システムはブート順リストの末尾に追加しま

す。

ブート順がサーバのBIOSセットアップユーティリ
ティで設定されると、そのブート順は、CIMC GUI
またはCLIを介して設定されているブート順よりも
優先されます。 CIMCを介して定義されており、
BIOSセットアップユーティリティによって定義さ
れたブート順にないすべてのデバイスタイプは、

ブート順リストの最後に移動されます。

[Boot Order Rules]
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C220 および C240 サーバ

C220 および C240 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明名前

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に暗
号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供するよ

うに設計されたマイクロチップです。このオプションを使用す

ると、システムの TPMセキュリティデバイスサポートを制御
できます。次のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]

C220 および C240 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明名前

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]
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説明名前

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel VT]
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説明名前

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT-d]

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]
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説明名前

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [High Throughput]：DCU IP Prefetcherのみがイネー
ブルです。残りのオプションはディセーブルになり

ます。

• [HPC]：すべてのオプションがイネーブルです。こ
の設定はハイパフォーマンスコンピューティング

とも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべての
オプションをサーバの BIOSセットアップから設定
できます。また、Hardware Prefetcherオプションと
Adjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下記の
フィールドで設定できます。

[CPU Performance]

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出
されたときにプリフェッチャを使用します。

[Hardware Prefetcher]
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説明名前

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の
両方を取得します。

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]：DCU Prefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCU Streamer Prefetch]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと
判断されたデータを含む L1キャッシュをプリロー
ドします。

[DCU IP Prefetcher]

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [Enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

[Direct Cache Access Support]
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説明名前

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述の BIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらのBIOSパラメータのいずれ
かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [Disabled]：サーバで CPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient]：前述のBIOSパラメータに最適な
設定が決定され、これらのパラメータの個々の設定

は無視されます。

[Power Technology]

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]
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説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Processor Power State C6]

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[Processor Power State C1 Enhanced]
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説明名前

アイドル状態のときにCPUが最大非ターボ周波数未満に
なることができるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができます。このオプショ

ンは、電力消費を削減しますが、システムのパ

フォーマンスが低下する場合があります。

• [Enabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができません。このオプ

ションでは、システムのパフォーマンスは向上しま

すが、電力消費は大きくなる可能性があります。

[Frequency Floor Override]

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを通信する方法を定義できます。 Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され
る 3つのモデルがあります。

• HW_ALL：プロセッサハードウェアが、依存性の
ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• SW_ALL：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべて

の論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべ
ての論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• SW_ANY：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論

理プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイン
内の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合が

あります。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[P-STATE Coordination]
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説明名前

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• Balanced Energy

• Balanced Performance

• Energy Efficient

• Performance

[Energy Performance]

[Memory Configuration]のパラメータ

説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり
ます。

• [Maximum Performance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。こ

のオプションを使用した場合、[Mirroring]よりもシ
ステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低下
します。

[Select Memory RAS]

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28994-03 249

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C220 および C240 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明名前

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングは
ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

[DRAM Clock Throttling]

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA]

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [Power SavingMode][Power_Saving_Mode]：低電圧の
メモリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先され

ます。 このモードでは、電圧を低く維持するため

に、メモリの周波数が低下する可能性があります。

• [PerformanceMode][Performance_Mode]：高周波数の
動作が低電圧の動作よりも優先されます。

[Low Voltage DDR Mode]
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説明名前

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]

CPUで、同時読み取り処理を可能にするために、メモリ
ブロックを分割し、データの隣接する部分をインター

リーブされたチャネル間で分散するかどうか。次のいず

れかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1 Way]：何らかのチャネルインターリーブが使用
されます。

• [2 Way]

• [3 Way]

• [4 Way]：チャネルインターリーブの最大量が使用
されます。

[Channel Interleaving]
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説明名前

CPUで、1つのランクの更新中に別のランクにアクセス
できるように、メモリの物理ランクをインターリーブす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1 Way]：一部のランクのインターリーブが使用さ
れます。

• [2 Way]

• [4 Way]

• [8 Way]：ランクのインターリーブの最大容量が使
用されます。

[Rank Interleaving]

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

CPUまたは I/Oによるデマンドリードでメモリの 1ビッ
トエラーが見つかった場合に、システムでこのエラーを

訂正するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：メモリの 1ビットエラーは訂正されま
せん。

• [Enabled]：メモリの1ビットエラーは、メモリで訂
正され、訂正されたデータが、デマンドリードへの

応答に設定されます。

[Demand Scrub]
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説明名前

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300 M]：サーバは、海抜約 300 mです。

• [900 M]：サーバは、海抜約 900 mです。

• [1500 M]：サーバは、海抜約 1500 mです。

• [3000 M]：サーバは、海抜約 3000 mです。

[Altitude]

[QPI Configuration]のパラメータ

説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガ転送/秒
（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [6.4 GT/s]

• [7.2 GT/s]

• [8.0 GT/s]

[QPI Link Frequency]

[Onboard Storage]のパラメータ

説明名前

オンボードソフトウェア RAIDコントローラをサーバに使用で
きるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ソフトウェアRAIDコントローラを使用できま
せん。

• [Enabled]：ソフトウェア RAIDコントローラを使用できま
す。

[Onboard SCU Storage Support]
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説明名前

オンボード SCUストレージコントローラに関する Pre-bootソ
フトウェアスタックを選択することができます。次のいずれか

になります。

• Intel RSTe(1)

• LSI SW RAID (0)

この設定パラメータは C220サーバに関してのみ有効
です。

（注）

[Onboard SCU Storage SW Stack]

[USB Configuration] のパラメータ

説明名前

システムでレガシー USBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでのみ
使用できます。

• [Enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用できます。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[Legacy USB Support]

完全な USBキーボードレガシーサポートのために 60h/64hエ
ミュレーションをシステムでサポートするかどうか。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：60h/64エミュレーションはサポートされませ
ん。

• [Enabled]：60h/64エミュレーションはサポートされます。

サーバで USB非対応オペレーティングシステムを使用す
る場合は、このオプションを選択する必要があります。

[Port 60/64 Emulation]

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであるか、
ディセーブルであるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての USBデバイスがイネーブルです。

[All USB Devices]
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説明名前

背面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]

前面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：前面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：前面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Front]

内部 USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：内部 USBポートをディセーブルにします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：内部 USBポートをイネーブルにします。これ
らのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Internal]

KVMポートをイネーブルまたはディセーブルのどちらにする
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスをディ
セーブルにします。キーボードとマウスはKVMウィンド
ウで機能しなくなります。

• [Enabled]： KVMキーボードおよびマウスデバイスをイ
ネーブルにします。

[USB Port: KVM]
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説明名前

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスをディセーブルにします。

• [Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

[USB Port: VMedia]

SDカードドライブがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：SDカードドライブをディセーブルにします。
SDカードドライブは、BIOSおよびオペレーティングシ
ステムによって検出されません。

• [Enabled]：SDカードドライブをイネーブルにします。

[USB Port: SD Card]

[PCI Configuration]のパラメータ

説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[Memory Mapped I/O Above 4GB]

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ASPMサポートは、BIOSでディセーブ
ルです。

• [Force L0s]：すべてのリンクを強制的に L0スタン
バイ（L0）状態にします。

• [Auto]：電力状態を CPUによって判別します。

[ASPM Support]
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説明名前

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [Onboard]：プライオリティがオンボード VGAデバ
イスに与えられます。 BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGAポート経由で駆動されま
す。

• [Offboard]：プライオリティがPCIEグラフィックス
アダプタに与えられます。 BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィックスアダプタポート経
由で駆動されます。

• [Onboard VGADisabled]：プライオリティが PCIEグ
ラフィックスアダプタに与えられ、オンボードVGA
デバイスはディセーブルになります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

[VGA Priority]

[Serial Configuration]のパラメータ

説明名前

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。 BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効にな

ります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発生
しません。

• [COM 0]：POST中の COMポート 0でのコンソールリダ
イレクションをイネーブルにします。

• [COM 1]：POST中の COMポート 1でのコンソールリダ
イレクションをイネーブルにします。

[Console Redirection]
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説明名前

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマットの

タイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされているvt100ビデオ端末とその文字
セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal Type]

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、このオプ
ションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどうか。

送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、隠れ
た端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリジョン

を減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [HardwareRTS/CTS]：フロー制御にRTS/CTSが使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Flow Control]
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説明名前

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーのア
クションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーが ESCOP～ ESCO[を生成
します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作し
ますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォルト
モードと同様に動作します。ファンクションキーF1～F4
が ESC OP～ ESC OSを生成します。これはデジタル端末
のキーパッドの上段によって生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M～ ESC
[Xを生成します。ファンクションおよび Shiftキーが ESC
[Y～ESC [jを生成します。Ctrlおよびファンクションキー
が ESC [k～ ESC [vを生成します。 Shift、Ctrlおよびファ
ンクションキーが ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキーは
デジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンクショ

ンキーが ESC [11~や ESC [12~などのシーケンスを生成し
ます。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同様
に動作します。テンキーの最上段のキーがESCOP～ESC
OSを生成します。

[Putty KeyPad]

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後に、
BIOSコンソールリダイレクションがアクティブであるかどう
か。次のいずれかになります。

• [Always Enable]：OSのブートおよび実行時に BIOSレガ
シーコンソールリダイレクションがアクティブになりま

す。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[Redirection After BIOS POST]
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説明名前

Windows緊急管理サービスに使用可能な COMポート 0を設定
することができます。このセットアップオプションに基づいて

ACPI SPCRテーブルが報告されます。次のいずれかになりま
す。

• [Disabled]：Windowsオペレーティングシステムで使われ
る汎用ポートとして COMポート 0を設定します。

• [Enabled]：Windows緊急管理サービス用のリモート管理
ポートとして COMポート 0を設定します。

[Out-of-Band Mgmt Port]

[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明名前

すべての LOMポートがイネーブルであるか、ディセーブルで
あるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての LOMポートがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての LOMポートがイネーブルです。

[All Onboard LOM Ports]

nで指定された LOMポートでオプション ROMを使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[LOM Port n OptionROM]

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[All PCIe Slots OptionROM]
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説明名前

PCIe拡張スロットnをサーバに使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[PCIe Slot:n OptionROM]

PCIeメザニンスロットの拡張ROMをサーバで使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[PCIe Mezzanine OptionROM]

このオプションでは、PCIeスロット nに取り付けられたアダプ
タカードの最大速度を制限することができます。次のいずれか

になります。

• [GEN1]：最大速度が2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [GEN2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [GEN3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

たとえば、PCIeスロット 2に第3世代アダプタカードがあり、
カードがサポートする 8GT/sの代わりに最大速度 5GT/sで実行
する場合は、PCIeスロット 2のリンク速度をGEN2に設定しま
す。システムは、カードがサポートする最大速度8GT/sを無視
し、最大速度を強制的に 5 GT/sにします。

[PCIe Slot:n Link Speed]
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C220 および C240 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明名前

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために CIMCによって FRB2タイマーが使用され
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

[FRB-2 Timer]

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]フィールドに指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、[OS Boot Watchdog Policy]フィー
ルドに指定されたアクションを実行します。

[OS Watchdog Timer]

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSのブー
トが開始されてから 5分後に期限が切れます。

• [10 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから10分後に期限が切れます。

• [15 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから15分後に期限が切れます。

• [20 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから20分後に期限が切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Timeout]
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説明名前

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [DoNothing]：OSのブート中にウォッチドッグタイ
マーの期限が切れた場合、アクションは実行されま

せん。

• [Power Down]：OSのブート中にウォッチドッグタ
イマーの期限が切れた場合、サーバの電源がオフに

なります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Policy]
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説明名前

使用できる特定のデバイスタイプのデバイスがない場

合、またはユーザがサーバの BIOSセットアップユー
ティリティを使用して別のブート順序を定義している場

合に、サーバで CIMCGUIまたは CLIを通じて定義され
ているブート順リストを変更する方法。

サポートされるデバイスのタイプは次のとおりです。

• [HDD]：ハードディスクドライブ

• [FDD]：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能 CD-ROMまたは DVD

• [PXE]：PXEブート

• [EFI]：Extensible Firmware Interface

[BootOrderRules]オプションは次のいずれかになります。

• [Strict]：特定のタイプのデバイスがない場合、シス
テムでは、ブート順序リストに、そのデバイスタイ

プ用のプレースホルダを作成します。そのタイプの

デバイスが使用可能になると、事前に定義した位置

のブート順に追加されます。

ユーザがサーバの BIOSセットアップユーティリ
ティでブート順を定義すると、そのブート順は、で

起動CIMCGUIまたはCLIを介して設定されている
ブート順よりも優先されます。CIMCを介して定義
されており、BIOSセットアップユーティリティに
よって定義されたブート順にないすべてのデバイス

タイプは、ブート順リストから削除されます。

• [Loose]：特定のタイプのデバイスが存在しない場
合、システムはブート順からそのデバイスタイプを

削除します。そのタイプのデバイスが使用可能にな

ると、システムはブート順リストの末尾に追加しま

す。

ブート順がサーバのBIOSセットアップユーティリ
ティで設定されると、そのブート順は、CIMC GUI
またはCLIを介して設定されているブート順よりも
優先されます。 CIMCを介して定義されており、
BIOSセットアップユーティリティによって定義さ
れたブート順にないすべてのデバイスタイプは、

ブート順リストの最後に移動されます。

[Boot Order Rules]
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C260 サーバ

C260 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明名前

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。次の
いずれかになります。

• [Enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、BIOS
はサーバのブートを一時停止し、Error Managerを開きま
す。

• [Disabled]：BIOSはサーバのブートを続行します。

[POST Error Pause]

BIOSでユーザ入力を待機せずに非EFIベースのブートオプショ
ンを再試行するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを継続的に再試行します。

• [Disabled]：ユーザ入力を待機してから非EFIベースのブー
トオプションを再試行します。

[Boot Option Retry]

C260 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Intel Turbo Boost Technology]
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説明名前

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]
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説明名前

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel Virtualization Technology]

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT for Directed IO]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d Interrupt Remapping]

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d Address Translation Services]

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでパススルーDMAをサポー
トしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMAを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d PassThrough DMA]
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説明名前

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [Enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

[Direct Cache Access]

BIOSからオペレーティングシステムにC3レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C3状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC3レポートを送信しません。

• [ACPI C2]：BIOSから ACPI C2形式の C3レポート
を送信し、OSがプロセッサを電力量の少ないC3状
態に移行できるようにします。

• [ACPI C3]：BIOSから ACPI C3形式の C3レポート
を送信し、OSがプロセッサを電力量の少ないC3状
態に移行できるようにします。

[Processor C3 Report]

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[Processor C6 Report]
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [C0 state][C0_state]：サーバはすべてのサーバコン
ポーネントに常にフルパワーを提供します。このオ

プションでは、最高レベルのパフォーマンスが維持

され、最大量の電力が必要となります。

• [C1 state][C1_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムは電力消費を少し減らします。このオプションで

は、必要な電力が C0よりも少なく、サーバはすば
やくハイパフォーマンスモードに戻ることができ

ます。

• [C3 state][C3_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムはC1オプションの場合よりもさらに電力消費を
減らします。この場合、必要な電力はC1またはC0
よりも少なくなりますが、サーバがハイパフォーマ

ンスモードに戻るのに要する時間が少し長くなりま

す。

• [C6 state][C6_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムはC3オプションの場合よりもさらに電力消費を
減らします。このオプションを使用すると、C0、
C1、または C3よりも電力量が節約されますが、
サーバがフルパワーに戻るまでにパフォーマンス上

の問題が発生する可能性があります。

• [C7 state][C7_state]：CPUのアイドル時に、サーバ
はコンポーネントが使用できる電力量を最小にしま

す。このオプションでは、節約される電力量が最大

になりますが、サーバがハイパフォーマンスモー

ドに戻るのに要する時間も最も長くなります。

• [NoLimit][No_Limit]：サーバは、使用可能な任意の
Cステートに入ることがあります。

このオプションは [CPU C State]がイネーブル
の場合にのみ使用されます。

（注）

[Package C State Limit]
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説明名前

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：システムはアイドル時でもハイパフォー
マンス状態のままになります。

• [Enabled]：システムは DIMMや CPUなどのシステ
ムコンポーネントへの電力を低減できます。電力

低減量は、[Package C State Limit]フィールドで指定
します。

[CPU C State]

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

このオプションは、[CPUCState]がイネーブル
の場合にのみ使用します。

（注）

[C1E]

[Memory Configuration]のパラメータ

説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり
ます。

• [Maximum Performance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Sparing]：システムは、DIMMに障害が発生した場
合に使用するためのメモリを予約します。障害が発

生した場合、サーバはDIMMをオフラインにして、
予約済みのメモリと置き換えます。このオプション

は、ミラーリングよりも冗長性が低くなりますが、

サーバで実行するプログラムに使用できるメモリの

量が多くなります。

[Select Memory RAS]
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説明名前

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA Optimized]

CIMCで使用される予備設定モード。次のいずれかにな
ります。

• [Rank Sparing][Rank_Sparing]：ランクレベルで予備
メモリが割り当てられます。

• [DIMMSparing]：DIMMレベルで予備メモリが割り
当てられます。

このオプションは、[Select Memory RAS][set
SelectMemoryRAS]が [Sparing]に設定されてい
る場合にのみ使用されます。

（注）

[Sparing Mode]

ミラーリングは IntegratedMemoryController（IMC）全体
でサポートされ、1つのメモリライザーが別のメモリラ
イザーとミラーリングされます。次のいずれかになりま

す。

• [Intersocket]：各 IMCは2つのソケット全体でミラー
リングされます。

• [Intrasocket]：1つの IMCが同じソケット内の別の
IMCとミラーリングされます。

このオプションは、[Select Memory RAS]が
[Mirroring]に設定されている場合にのみ使用し
ます。

（注）

[Mirroring Mode]
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説明名前

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

各パトロールスクラブによるメモリアクセスの時間間

隔を制御します。小さくすると、メモリのスクラブ頻度

が高くなりますが、必要なメモリ帯域幅も多くなりま

す。

5～ 23の値を選択します。デフォルト値は 8です。

このオプションは、[Patrol Scrub]がイネーブル
の場合にのみ使用します。

（注）

[Patrol Scrub Interval]

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28994-03 273

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C260 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明名前

DIMMの省電力モードポリシーを制御します。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：DIMMは省電力モードに入りません。

• [Slow]：DIMMは省電力モードに入ることができま
すが、要件が厳しくなります。したがって、DIMM
が省電力モードに入る頻度は低くなります。

• [Fast]：DIMMはできる限り頻繁に省電力モードに
入ります。

• [Auto]：BIOSは DIMMの構成に基づいて DIMMが
省電力モードに入るタイミングを制御します。

[CKE Low Policy]

[Serial Port Configuration]のパラメータ

説明名前

シリアルポート Aがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：シリアルポートはディセーブルになります。

• [Enabled]：シリアルポートはイネーブルになります。

[Serial A Enable]

[USB Configuration] のパラメータ

説明名前

サーバが USBデバイスからブートできるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：サーバは USBデバイスからブートできます。

• [Enabled]：サーバはUSBデバイスからブートできません。

[Make Device Non-Bootable]
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[PCI Configuration]のパラメータ

説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[Memory Mapped I/O Above 4GB]

nで指定されたオンボード NIC用に組み込み PXEオプ
ション ROMをシステムでロードするかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：PXEオプションROMをNIC nに使用で
きません。

• [Enabled]：PXEオプション ROMを NIC nに使用で
きます。

[Onboard NIC n ROM]

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用でき
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できませ
ん。

• [Enabled]：PCIeオプションROMを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用
できます。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ
使用できます。

[PCIe OptionROMs]
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説明名前

PCIe拡張スロット nをサーバに使用できるかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用
できます。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ
使用できます。

[PCIe Slot n ROM]

サーバ上で Gbit LOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Git LOMを使用できます。

[Onboard Gbit LOM]

サーバ上で10GbitLOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：10Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Gbit LOMを使用できます。

[Onboard 10Gbit LOM]

サーバ上で SR-IOV（Single Root I/O Virtualization）がイ
ネーブルかディセーブルか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SR-IOVはディセーブルになります。

• [Enabled]：SR-IOVはイネーブルになります。

[Sriov]
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説明名前

システム要件に応じて、IOH0と IOH1間で 16ビット I/O
リソースの64KBを分配できます。次のいずれかになり
ます。

• [IOH0 24k IOH1 40k]：16ビット I/Oリソースの 24
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 40 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 32k IOH1 32k]：16ビット I/Oリソースの 32
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 32 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 40k IOH1 24k]：16ビット I/Oリソースの 40
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 24 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 48k IOH1 16k]：16ビット I/Oリソースの 48
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 16 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 56k IOH1 8k]：16ビット I/Oリソースの 56KB
を IOH0に、16ビット I/Oリソースの 8 KBを IOH1
に割り当てます。

[IOH Resource Allocation]

C260 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不
能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。 [Assert NMI on
PERR]をイネーブルにする場合は、この設定をイ
ネーブルにする必要があります。

[Assert NMI on SERR]
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説明名前

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。この設定を使用す

るには、[Assert NMI on SERR]をイネーブルにする
必要があります。

[Assert NMI on PERR]

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステムが
サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクション
は発生しません。

• [Serial Port A]：POST中のシリアルポートAでのコ
ンソールリダイレクションをイネーブルにします。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST中に表示される Quiet Bootのロゴ画面も
ディセーブルにします。

（注）

[Console Redirection]

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のい

ずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [RTS-CTS]：RTS/CTSがフロー制御に使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]
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説明名前

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。 [ConsoleRedirection]をディセーブルにした場合は、
このオプションを使用できません。次のいずれかになり

ます。

• [9.6k]：9600ボーレートが使用されます。

• [19.2k]：19200ボーレートが使用されます。

• [38.4k]：38400ボーレートが使用されます。

• [57.6k]：57600ボーレートが使用されます。

• [115.2k]：115200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Baud Rate]

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされている vt100ビデオ端末と
その文字セットが使用されます。

• [VT100-PLUS]：サポートされている vt100-plusビデ
オ端末とその文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用
されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal Type]
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説明名前

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSのブー
トが開始されてから 5分後に期限が切れます。

• [10 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから10分後に期限が切れます。

• [15 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから15分後に期限が切れます。

• [20 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから20分後に期限が切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [Power Off]：OSのブート中にウォッチドッグタイ
マーの期限が切れた場合、サーバの電源がオフにな

ります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Policy]

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：コンソールリダイレクションがイネー
ブルになっているシリアルポートは、レガシーなオ

ペレーティングシステムから認識されません。

• [Enabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートは、レガシーなオペ

レーティングシステムから認識できます。

[Legacy OS Redirection]
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説明名前

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]フィールドに指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、[OS Boot Watchdog Policy]フィー
ルドに指定されたアクションを実行します。

[OS Boot Watchdog Timer]

C420 サーバ

C420 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明名前

TPM（トラステッドプラットフォームモジュール）は、主に暗
号キーを使用する基本的なセキュリティ関連機能を提供するよ

うに設計されたマイクロチップです。このオプションを使用す

ると、システムの TPMセキュリティデバイスサポートを制御
できます。次のいずれかを指定できます。

• [Disabled]：サーバは TPMを使用しません。

• [Enabled]：サーバは TPMを使用します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートす

るかどうかについては、オペレーティングシステム

のベンダーに問い合わせることを推奨します。

（注）

[TPM Support]
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C420 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明名前

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]
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説明名前

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel VT]

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT-d]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d ATS Support]

サーバの CPUパフォーマンスプロファイルを設定しま
す。パフォーマンスプロファイルは次のオプションで

構成されます。

• DCU Streamer Prefetcher

• DCU IP Prefetcher

• Hardware Prefetcher

• Adjacent Cache-Line Prefetch

次のいずれかになります。

• [Enterprise]：すべてのオプションがイネーブルで
す。

• [High Throughput]：DCU IP Prefetcherのみがイネー
ブルです。残りのオプションはディセーブルになり

ます。

• [HPC]：すべてのオプションがイネーブルです。こ
の設定はハイパフォーマンスコンピューティング

とも呼ばれます。

• [Custom]：パフォーマンスプロファイルのすべての
オプションをサーバの BIOSセットアップから設定
できます。また、Hardware Prefetcherオプションと
Adjacent Cache-Line Prefetchオプションは、下記の
フィールドで設定できます。

[CPU Performance]
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説明名前

プロセッサで、インテルハードウェアプリフェッチャ

が必要に応じてデータおよび命令ストリームをメモリか

ら取得し、統合 2次キャッシュに入れることを許可する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ハードウェアプリフェッチャは使用し
ません。

• [Enabled]：プロセッサで、キャッシュの問題が検出
されたときにプリフェッチャを使用します。

[Hardware Prefetcher]

プロセッサで必要な行のみを取得するのではなく、偶数

または奇数のペアのキャッシュ行を取得するかどうか。

次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサで必要な行のみを取得しま
す。

• [Enabled]：プロセッサで必要な行およびペアの行の
両方を取得します。

[Adjacent Cache Line Prefetcher]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサはキャッシュ読み取り要求を
予測しようとせず、明示的に要求された行のみを取

得します。

• [Enabled]：DCU Prefetcherでキャッシュ読み取りパ
ターンを分析し、必要と判断した場合にキャッシュ

内の次の行を事前に取得します。

[DCU Streamer Prefetch]

プロセッサでDCU IPPrefetchメカニズムを使用して履歴
キャッシュアクセスパターンを分析し、L1キャッシュ
内で最も関連性の高い行をプリロードします。次のいず

れかになります。

• [Disabled]：プロセッサでキャッシュデータをプリ
ロードしません。

• [Enabled]：DCU IP Prefetcherで最も関連性が高いと
判断されたデータを含む L1キャッシュをプリロー
ドします。

[DCU IP Prefetcher]
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説明名前

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [Enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

[Direct Cache Access Support]

次のオプションの CPU電源管理設定を指定できます。

• Enhanced Intel Speedstep Technology

• Intel Turbo Boost Technology

• Processor Power State C6

[Power Technology]は次のいずれかになります。

• [Custom]：前述の BIOSパラメータの個々の設定が
使用されます。これらのBIOSパラメータのいずれ
かを変更する場合は、このオプションを選択する必

要があります。

• [Disabled]：サーバで CPU電源管理は実行されず、
前述の BIOSパラメータの設定が無視されます。

• [EnergyEfficient]：前述のBIOSパラメータに最適な
設定が決定され、これらのパラメータの個々の設定

は無視されます。

[Power Technology]
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説明名前

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Intel Turbo Boost Technology]
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説明名前

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[Processor Power State C6]

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

[Processor Power State C1 Enhanced]

アイドル状態のときにCPUが最大非ターボ周波数未満に
なることができるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができます。このオプショ

ンは、電力消費を削減しますが、システムのパ

フォーマンスが低下する場合があります。

• [Enabled]：CPUはアイドル状態のときに最大非ター
ボ周波数未満になることができません。このオプ

ションでは、システムのパフォーマンスは向上しま

すが、電力消費は大きくなる可能性があります。

[Frequency Floor Override]
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説明名前

BIOSがオペレーティングシステムに P-stateサポートモ
デルを通信する方法を定義できます。 Advanced
Configuration and Power Interface（ACPI）仕様で定義され
る 3つのモデルがあります。

• HW_ALL：プロセッサハードウェアが、依存性の
ある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論理

プロセッサ）間の P-stateを調整します。

• SW_ALL：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（物理パッケージ内のすべて

の論理プロセッサ）間のP-stateを調整します。すべ
ての論理プロセッサで遷移を開始する必要がありま

す。

• SW_ANY：OS Power Manager（OSPM）が、依存性
のある論理プロセッサ（パッケージ内のすべての論

理プロセッサ）間のP-stateを調整します。ドメイン
内の任意の論理プロセッサで遷移を開始する場合が

あります。

[Power Technology]を [Custom]に設定する必要
があります。そのようにしない場合、このパラ

メータの設定は無視されます。

（注）

[P-STATE Coordination]

システムパフォーマンスまたはエネルギー効率がこの

サーバで重要かどうかを判断できます。次のいずれかに

なります。

• Balanced Energy

• Balanced Performance

• Energy Efficient

• Performance

[Energy Performance]
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[Memory Configuration]のパラメータ

説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり
ます。

• [Maximum Performance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Lockstep]：サーバ内の DIMMペアが、同一のタイ
プ、サイズ、および構成を持ち、SMIチャネルにま
たがって装着されている場合、ロックステップモー

ドをイネーブルにして、メモリアクセス遅延の最小

化およびパフォーマンスの向上を実現できます。こ

のオプションを使用した場合、[Mirroring]よりもシ
ステムパフォーマンスが向上し、[Maximum
Performance]よりも信頼性が向上しますが、
[Mirroring]よりも信頼性が低く、[Maximum
Performance]よりもシステムパフォーマンスは低下
します。

[Select Memory RAS]

メモリ帯域幅と消費電力に関してシステム設定を調整で

きます。次のいずれかになります。

• [Balanced]：DRAMクロックスロットリングを低下
させ、パフォーマンスと電力のバランスをとりま

す。

• [Performance]：DRAMクロックスロットリングは
ディセーブルです。追加の電力をかけてメモリ帯域

幅を増やします。

• [Energy Efficient]：DRAMのクロックスロットリン
グを上げてエネルギー効率を向上させます。

[DRAM Clock Throttling]

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

290 OL-28994-03  

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C420 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明名前

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA]

低電圧と高周波数のどちらのメモリ動作をシステムで優

先するか。次のいずれかになります。

• [Power SavingMode][Power_Saving_Mode]：低電圧の
メモリ動作が高周波数のメモリ動作よりも優先され

ます。 このモードでは、電圧を低く維持するため

に、メモリの周波数が低下する可能性があります。

• [PerformanceMode][Performance_Mode]：高周波数の
動作が低電圧の動作よりも優先されます。

[Low Voltage DDR Mode]

DRAMセルをリフレッシュするレートを設定できます。
次のいずれかになります。

• [1x]：DRAMセルは、64msごとにリフレッシュさ
れます。

• [2x]：DRAMセルは、32msごとにリフレッシュさ
れます。

• [3x]：DRAMセルは、21msごとにリフレッシュさ
れます。

• [4x]：DRAMセルは、16msごとにリフレッシュさ
れます。

• [Auto]： DRAMセルのリフレッシュレートは、シ
ステム設定に基づき BIOSによって自動的に選択さ
れます。これは、このパラメータに推奨される設定

です。

[DRAM Refresh rate]
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説明名前

CPUで、同時読み取り処理を可能にするために、メモリ
ブロックを分割し、データの隣接する部分をインター

リーブされたチャネル間で分散するかどうか。次のいず

れかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1 Way]：何らかのチャネルインターリーブが使用
されます。

• [2 Way]

• [3 Way]

• [4 Way]：チャネルインターリーブの最大量が使用
されます。

[Channel Interleaving]

CPUで、1つのランクの更新中に別のランクにアクセス
できるように、メモリの物理ランクをインターリーブす

るかどうか。次のいずれかになります。

• [Auto]：実行するインターリーブはCPUによって決
定されます。

• [1 Way]：一部のランクのインターリーブが使用さ
れます。

• [2 Way]

• [4 Way]

• [8 Way]：ランクのインターリーブの最大容量が使
用されます。

[Rank Interleaving]
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説明名前

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

CPUまたは I/Oによるデマンドリードでメモリの 1ビッ
トエラーが見つかった場合に、システムでこのエラーを

訂正するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：メモリの 1ビットエラーは訂正されま
せん。

• [Enabled]：メモリの1ビットエラーは、メモリで訂
正され、訂正されたデータが、デマンドリードへの

応答に設定されます。

[Demand Scrub]

物理サーバがインストールされているおおよその海抜

（m）。次のいずれかになります。

• [Auto]：物理的な高度をCPUによって判別します。

• [300 M]：サーバは、海抜約 300 mです。

• [900 M]：サーバは、海抜約 900 mです。

• [1500 M]：サーバは、海抜約 1500 mです。

• [3000 M]：サーバは、海抜約 3000 mです。

[Altitude]
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[QPI Configuration]のパラメータ

説明名前

Intel QuickPath Interconnect（QPI）リンク周波数（ギガ転送/秒
（GT/s）単位）。次のいずれかになります。

• [Auto]：QPIリンク周波数は CPUによって決定されます。

• [6.4 GT/s]

• [7.2 GT/s]

• [8.0 GT/s]

[QPI Link Frequency]

[USB Configuration] のパラメータ

説明名前

システムでレガシー USBデバイスをサポートするかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：USBデバイスは、EFIアプリケーションでのみ
使用できます。

• [Enabled]：レガシーUSBのサポートは常に使用できます。

• [Auto]：USBデバイスが接続されていない場合、レガシー
USBのサポートがディセーブルになります。

[Legacy USB Support]

すべての物理および仮想USBデバイスがイネーブルであるか、
ディセーブルであるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての USBデバイスがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての USBデバイスがイネーブルです。

[All USB Devices]

背面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：背面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：背面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Rear]
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説明名前

前面パネルの USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：前面パネルの USBポートをディセーブルにし
ます。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSお
よびオペレーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：前面パネルの USBポートをイネーブルにしま
す。これらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよ
びオペレーティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Front]

内部 USBデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：内部 USBポートをディセーブルにします。こ
れらのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペ
レーティングシステムによって検出されません。

• [Enabled]：内部 USBポートをイネーブルにします。これ
らのポートに接続されるデバイスは、BIOSおよびオペレー
ティングシステムによって検出されます。

[USB Port: Internal]

KVMポートをイネーブルまたはディセーブルのどちらにする
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：KVMキーボードおよびマウスデバイスをディ
セーブルにします。キーボードとマウスはKVMウィンド
ウで機能しなくなります。

• [Enabled]： KVMキーボードおよびマウスデバイスをイ
ネーブルにします。

[USB Port: KVM]

仮想メディアデバイスがイネーブルかディセーブルか。次のい

ずれかになります。

• [Disabled]：vMediaデバイスをディセーブルにします。

• [Enabled]：vMediaデバイスをイネーブルにします。

[USB Port: VMedia]
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説明名前

SDカードドライブがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：SDカードドライブをディセーブルにします。
SDカードドライブは、BIOSおよびオペレーティングシ
ステムによって検出されません。

• [Enabled]：SDカードドライブをイネーブルにします。

[USB Port: SD Card]

[PCI Configuration]のパラメータ

説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[MMIO Above 4GB]

BIOSでの ASPM（アクティブ電源状態管理）サポート
のレベルを設定できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：ASPMサポートは、BIOSでディセーブ
ルです。

• [Force L0s]：すべてのリンクを強制的に L0スタン
バイ（L0）状態にします。

• [Auto]：電力状態を CPUによって判別します。

[ASPM Support]
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説明名前

システムに複数の VGAデバイスがある場合は、VGAグ
ラフィックスデバイスのプライオリティを設定できま

す。次のいずれかになります。

• [Onboard]：プライオリティがオンボード VGAデバ
イスに与えられます。 BIOSポスト画面および OS
ブートはオンボード VGAポート経由で駆動されま
す。

• [Offboard]：プライオリティがPCIEグラフィックス
アダプタに与えられます。 BIOSポスト画面および
OSブートは外部グラフィックスアダプタポート経
由で駆動されます。

• [Onboard VGADisabled]：プライオリティが PCIEグ
ラフィックスアダプタに与えられ、オンボードVGA
デバイスはディセーブルになります。

オンボードVGAがディセーブルの場合、
vKVMは機能しません。

（注）

[VGA Priority]

[Serial Configuration]のパラメータ

説明名前

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコンソー
ルリダイレクションに使用できるようにします。 BIOSのブー
トが完了し、オペレーティングシステムがサーバを担当する

と、コンソールリダイレクションは関連がなくなり、無効にな

ります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクションは発生
しません。

• [Enabled]：POST中のシリアルポート Aでのコンソール
リダイレクションをイネーブルにします。

[Console Redirection]
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説明名前

コンソールリダイレクションに使用される文字フォーマットの

タイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされているvt100ビデオ端末とその文字
セットが使用されます。

• [VT100+]：サポートされている vt100-plusビデオ端末とそ
の文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Terminal Type]

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレート。

[Console Redirection]をディセーブルにした場合は、このオプ
ションを使用できません。次のいずれかになります。

• [9600]：9,600ボーレートが使用されます。

• [19200]：19,200ボーレートが使用されます。

• [38400]：38,400ボーレートが使用されます。

• [57600]：57,600ボーレートが使用されます。

• [115200]：115,200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Bits per second]

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかどうか。

送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用すると、隠れ
た端末問題が原因で発生する可能性があるフレームコリジョン

を減らすことができます。次のいずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [HardwareRTS/CTS]：フロー制御にRTS/CTSが使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケーション

上の設定と一致している必要があります。

（注）

[Flow Control]
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説明名前

PuTTYファンクションキーおよびテンキーの最上段のキーのア
クションを変更できます。次のいずれかになります。

• [VT100]：ファンクションキーが ESCOP～ ESCO[を生成
します。

• [LINUX]：Linux仮想コンソールを模倣します。ファンク
ションキー F6～ F12はデフォルトモードと同様に動作し
ますが、F1～ F5は ESC [[A～ ESC [[Eを生成します。

• [XTERMR6]：ファンクションキー F5～ F12がデフォルト
モードと同様に動作します。ファンクションキーF1～F4
が ESC OP～ ESC OSを生成します。これはデジタル端末
のキーパッドの上段によって生成されるシーケンスです。

• [SCO]：ファンクションキー F1～ F12が ESC [M～ ESC
[Xを生成します。ファンクションおよび Shiftキーが ESC
[Y～ESC [jを生成します。Ctrlおよびファンクションキー
が ESC [k～ ESC [vを生成します。 Shift、Ctrlおよびファ
ンクションキーが ESC [w～ ESC [{を生成します。

• [ESCN]：デフォルトモードです。ファンクションキーは
デジタル端末の一般的な動作と一致します。ファンクショ

ンキーが ESC [11~や ESC [12~などのシーケンスを生成し
ます。

• [VT400]：ファンクションキーがデフォルトモードと同様
に動作します。テンキーの最上段のキーがESCOP～ESC
OSを生成します。

[Putty KeyPad]

BIOSPOSTが完了し、OSブートローダに制御が渡された後に、
BIOSコンソールリダイレクションがアクティブであるかどう
か。次のいずれかになります。

• [Always Enable]：OSのブートおよび実行時に BIOSレガ
シーコンソールリダイレクションがアクティブになりま

す。

• [Bootloader]：OSブートローダに制御が渡される前にBIOS
レガシーコンソールリダイレクションがディセーブルに

なります。

[Redirection After BIOS POST]
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[LOM and PCIe Slots Configuration]のパラメータ

説明名前

すべての LOMポートがイネーブルであるか、ディセーブルで
あるか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：すべての LOMポートがディセーブルです。

• [Enabled]：すべての LOMポートがイネーブルです。

[All Onboard LOM Ports]

nで指定された LOMポートでオプション ROMを使用できるか
どうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：LOMポート nでオプション ROMを使用でき
ません。

• [Enabled]：LOMポート nでオプションROMを使用できま
す。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[LOM Port n OptionROM]

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用できるかど
うか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できません。

• [Enabled]：PCIeオプション ROMを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[All PCIe Slots OptionROM]

PCIe拡張スロットnをサーバに使用できるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用できま
す。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ使用で
きます。

[PCIe Slot:n OptionROM]
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説明名前

このオプションでは、PCIeスロット nに取り付けられたアダプ
タカードの最大速度を制限することができます。次のいずれか

になります。

• [GEN1]：最大速度が2.5GT/s（ギガ転送/秒）になります。

• [GEN2]：最大速度が 5 GT/sになります。

• [GEN3]：最大速度が 8 GT/sになります。

• [Disabled]：最大速度は制限されません。

たとえば、PCIeスロット 2に第3世代アダプタカードがあり、
カードがサポートする 8GT/sの代わりに最大速度 5GT/sで実行
する場合は、PCIeスロット 2のリンク速度をGEN2に設定しま
す。システムは、カードがサポートする最大速度8GT/sを無視
し、最大速度を強制的に 5 GT/sにします。

[PCIe Slot:n Link Speed]

C420 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明名前

POST中にシステムがハングした場合に、システムを回
復するために CIMCによって FRB2タイマーが使用され
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：FRB2タイマーは使用されません。

• [Enabled]：POST中に FRB2タイマーが開始され、
必要に応じてシステムの回復に使用されます。

[FRB-2 Timer]

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]フィールドに指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、[OS Boot Watchdog Policy]フィー
ルドに指定されたアクションを実行します。

[OS Watchdog Timer]
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説明名前

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSのブー
トが開始されてから 5分後に期限が切れます。

• [10 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから10分後に期限が切れます。

• [15 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから15分後に期限が切れます。

• [20 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから20分後に期限が切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Timeout]

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [DoNothing]：OSのブート中にウォッチドッグタイ
マーの期限が切れた場合、アクションは実行されま

せん。

• [Power Down]：OSのブート中にウォッチドッグタ
イマーの期限が切れた場合、サーバの電源がオフに

なります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Watchdog Timer Policy]
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説明名前

使用できる特定のデバイスタイプのデバイスがない場

合、またはユーザがサーバの BIOSセットアップユー
ティリティを使用して別のブート順序を定義している場

合に、サーバで CIMCGUIまたは CLIを通じて定義され
ているブート順リストを変更する方法。

サポートされるデバイスのタイプは次のとおりです。

• [HDD]：ハードディスクドライブ

• [FDD]：フロッピーディスクドライブ

• [CDROM]：ブート可能 CD-ROMまたは DVD

• [PXE]：PXEブート

• [EFI]：Extensible Firmware Interface

[BootOrderRules]オプションは次のいずれかになります。

• [Strict]：特定のタイプのデバイスがない場合、シス
テムでは、ブート順序リストに、そのデバイスタイ

プ用のプレースホルダを作成します。そのタイプの

デバイスが使用可能になると、事前に定義した位置

のブート順に追加されます。

ユーザがサーバの BIOSセットアップユーティリ
ティでブート順を定義すると、そのブート順は、で

起動CIMCGUIまたはCLIを介して設定されている
ブート順よりも優先されます。CIMCを介して定義
されており、BIOSセットアップユーティリティに
よって定義されたブート順にないすべてのデバイス

タイプは、ブート順リストから削除されます。

• [Loose]：特定のタイプのデバイスが存在しない場
合、システムはブート順からそのデバイスタイプを

削除します。そのタイプのデバイスが使用可能にな

ると、システムはブート順リストの末尾に追加しま

す。

ブート順がサーバのBIOSセットアップユーティリ
ティで設定されると、そのブート順は、CIMC GUI
またはCLIを介して設定されているブート順よりも
優先されます。 CIMCを介して定義されており、
BIOSセットアップユーティリティによって定義さ
れたブート順にないすべてのデバイスタイプは、

ブート順リストの最後に移動されます。

[Boot Order Rules]
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C460 サーバ

C460 サーバの主要な BIOS パラメータ

説明名前

POST中にサーバで重大なエラーが発生した場合の処理。次の
いずれかになります。

• [Enabled]：POST中に重大なエラーが発生した場合、BIOS
はサーバのブートを一時停止し、Error Managerを開きま
す。

• [Disabled]：BIOSはサーバのブートを続行します。

[POST Error Pause]

BIOSでユーザ入力を待機せずに非EFIベースのブートオプショ
ンを再試行するかどうか。次のいずれかになります。

• [Enabled]：ユーザ入力を待機せずに非 EFIベースのブート
オプションを継続的に再試行します。

• [Disabled]：ユーザ入力を待機してから非EFIベースのブー
トオプションを再試行します。

[Boot Option Retry]

C460 サーバの高度な BIOS パラメータ

[Processor Configuration]のパラメータ

説明名前

プロセッサで Intel Turbo Boost Technologyを使用するか
どうか。このテクノロジーでは、仕様よりも低い電力、

温度、または電圧でプロセッサが動作していると、自動

的にそのプロセッサの周波数が上がります。次のいずれ

かになります。

• [Disabled]：プロセッサの周波数は自動的には上がり
ません。

• [Enabled]：必要に応じてプロセッサで Turbo Boost
Technologyが利用されます。

[Intel Turbo Boost Technology]
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説明名前

プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep Technologyを使用
するかどうか。このテクノロジーでは、プロセッサの電

圧やコア周波数をシステムが動的に調整できます。この

テクノロジーにより、平均電力消費量と平均熱発生量が

減少する可能性があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサの電圧または周波数を動的に
調整しません。

• [Enabled]：プロセッサで Enhanced Intel SpeedStep
Technologyが使用され、サポートされているすべて
のスリープ状態でさらに電力を節約することが可能

になります。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Enhanced Intel Speedstep Technology]

プロセッサで Intel Hyper-Threading Technologyを使用す
るかどうか。このテクノロジーでは、マルチスレッドソ

フトウェアアプリケーションのスレッドを各プロセッサ

内で並列に実行できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでのハイパースレッディング
を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサでの複数スレッドの並列実行
を許可します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Intel Hyper-Threading Technology]

サーバ上の 1つ以上の物理コアをディセーブルにできま
す。次のいずれかになります。

• [All]：すべての物理コアをイネーブルにします。
これにより、関連付けられている論理プロセッサコ

アで Hyper Threadingもイネーブルになります。

• [1]～ [n]：サーバで実行できる物理プロセッサコア
の数を指定します。各物理コアには、論理コアが関

連付けられています。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Number of Enabled Cores]
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説明名前

アプリケーションコードを実行できる場所を指定するた

めに、サーバのメモリ領域を分類します。この分類の結

果、悪意のあるワームがバッファにコードを挿入しよう

とした場合、プロセッサでコードの実行をディセーブル

にします。この設定は、損害、ワームの増殖、および特

定クラスの悪意のあるバッファオーバーフロー攻撃を防

止するのに役立ちます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでメモリ領域を分類しませ
ん。

• [Enabled]：プロセッサでメモリ領域を分類します。

オペレーティングシステムがこの機能をサポートするか

どうかについては、オペレーティングシステムのベン

ダーに問い合わせることを推奨します。

[Execute Disable]

プロセッサで Intel Virtualization Technology（VT）を使用
するかどうか。このテクノロジーでは、1つのプラット
フォームで、複数のオペレーティングシステムとアプリ

ケーションをそれぞれ独立したパーティション内で実行

できます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでの仮想化を禁止します。

• [Enabled]：プロセッサで、複数のオペレーティング
システムをそれぞれ独立したパーティション内で実

行できます。

このオプションを変更した場合は、設定を有効

にするためにサーバの電源を再投入する必要が

あります。

（注）

[Intel Virtualization Technology]

Intel Virtualization Technology for Directed I/O（VT-d）を
プロセッサで使用するかどうか。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
しません。

• [Enabled]：プロセッサで仮想化テクノロジーを使用
します。

[Intel VT for Directed IO]
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説明名前

プロセッサで Intel VT-d Interrupt Remappingをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでリマッピングをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-d Interrupt Remappingを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d Interrupt Remapping]

プロセッサで Intel VT-dCoherencyをサポートするかどう
か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでコヒーレンシをサポートし
ません。

• [Enabled]：プロセッサでVT-dCoherencyを必要に応
じて使用します。

[Intel VT-d Coherency Support]

プロセッサで Intel VT-d Address Translation Services
（ATS）をサポートするかどうか。次のいずれかになり
ます。

• [Disabled]：プロセッサでATSをサポートしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d ATSを必要に応じて
使用します。

[Intel VT-d Address Translation Services]

プロセッサで Intel VT-d Pass-through DMAをサポートす
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：プロセッサでパススルーDMAをサポー
トしません。

• [Enabled]：プロセッサで VT-d Pass-through DMAを
必要に応じて使用します。

[Intel VT-d PassThrough DMA]

Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイドリリー
ス 1.5    

   OL-28994-03 307

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C460 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明名前

プロセッサで、データを I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れることにより、I/Oパフォーマンス
を向上させることができます。この設定はキャッシュ

ミスを減らすのに役立ちます。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュには入れられません。

• [Enabled]：データは I/Oデバイスから直接プロセッ
サキャッシュに入れられます。

[Direct Cache Access]

BIOSからオペレーティングシステムにC3レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C3状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC3レポートを送信しません。

• [ACPI C2]：BIOSから ACPI C2形式の C3レポート
を送信し、OSがプロセッサを電力量の少ないC3状
態に移行できるようにします。

• [ACPI C3]：BIOSから ACPI C3形式の C3レポート
を送信し、OSがプロセッサを電力量の少ないC3状
態に移行できるようにします。

[Processor C3 Report]

BIOSからオペレーティングシステムにC6レポートを送
信するかどうか。OSはレポートを受信すると、プロセッ
サを電力量の少ない C6状態に移行してエネルギー使用
量を減らし、最適なプロセッサパフォーマンスを維持で

きます。次のいずれかになります。

• [Disabled]：BIOSからC6レポートを送信しません。

• [Enabled]：BIOSから C6レポートを送信し、OSが
プロセッサを電力量の少ない C6状態に移行できる
ようにします。

[Processor C6 Report]
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説明名前

アイドル時にサーバコンポーネントが使用できる電力

量。次のいずれかになります。

• [C0 state][C0_state]：サーバはすべてのサーバコン
ポーネントに常にフルパワーを提供します。このオ

プションでは、最高レベルのパフォーマンスが維持

され、最大量の電力が必要となります。

• [C1 state][C1_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムは電力消費を少し減らします。このオプションで

は、必要な電力が C0よりも少なく、サーバはすば
やくハイパフォーマンスモードに戻ることができ

ます。

• [C3 state][C3_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムはC1オプションの場合よりもさらに電力消費を
減らします。この場合、必要な電力はC1またはC0
よりも少なくなりますが、サーバがハイパフォーマ

ンスモードに戻るのに要する時間が少し長くなりま

す。

• [C6 state][C6_state]：CPUのアイドル時に、システ
ムはC3オプションの場合よりもさらに電力消費を
減らします。このオプションを使用すると、C0、
C1、または C3よりも電力量が節約されますが、
サーバがフルパワーに戻るまでにパフォーマンス上

の問題が発生する可能性があります。

• [C7 state][C7_state]：CPUのアイドル時に、サーバ
はコンポーネントが使用できる電力量を最小にしま

す。このオプションでは、節約される電力量が最大

になりますが、サーバがハイパフォーマンスモー

ドに戻るのに要する時間も最も長くなります。

• [NoLimit][No_Limit]：サーバは、使用可能な任意の
Cステートに入ることがあります。

このオプションは [CPU C State]がイネーブル
の場合にのみ使用されます。

（注）

[Package C State Limit]
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説明名前

アイドル期間中にシステムが省電力モードに入ることが

できるかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：システムはアイドル時でもハイパフォー
マンス状態のままになります。

• [Enabled]：システムは DIMMや CPUなどのシステ
ムコンポーネントへの電力を低減できます。電力

低減量は、[Package C State Limit]フィールドで指定
します。

[CPU C State]

C1ステートに入ったときに、CPUが最小周波数に移行
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUはC1ステートでも引き続き最大周
波数で動作します。

• [Enabled]：CPUは最小周波数に移行します。この
オプションでは C1ステートで節約される電力量が
最大になります。

このオプションは、[CPUCState]がイネーブル
の場合にのみ使用します。

（注）

[C1E]

[Memory Configuration]のパラメータ

説明名前

サーバに対するメモリの Reliability, Availability, and
Serviceability（RAS）の設定方法。次のいずれかになり
ます。

• [Maximum Performance][Maximum_Performance]：シ
ステムのパフォーマンスが最適化されます。

• [Mirroring]：システムのメモリの半分をバックアッ
プとして使用することにより、システムの信頼性が

最適化されます。

• [Sparing]：システムは、DIMMに障害が発生した場
合に使用するためのメモリを予約します。障害が発

生した場合、サーバはDIMMをオフラインにして、
予約済みのメモリと置き換えます。このオプション

は、ミラーリングよりも冗長性が低くなりますが、

サーバで実行するプログラムに使用できるメモリの

量が多くなります。

[Select Memory RAS]
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説明名前

BIOSでNUMAをサポートするかどうか。次のいずれか
になります。

• [Disabled]：BIOSで NUMAをサポートしません。

• [Enabled]：NUMAに対応したオペレーティングシ
ステムに必要なACPIテーブルをBIOSに含めます。
このオプションをイネーブルにした場合は、一部の

プラットフォームでシステムのソケット間メモリイ

ンターリーブをディセーブルにする必要がありま

す。

[NUMA Optimized]

CIMCで使用される予備設定モード。次のいずれかにな
ります。

• [Rank Sparing][Rank_Sparing]：ランクレベルで予備
メモリが割り当てられます。

• [DIMMSparing]：DIMMレベルで予備メモリが割り
当てられます。

このオプションは、[Select Memory RAS][set
SelectMemoryRAS]が [Sparing]に設定されてい
る場合にのみ使用されます。

（注）

[Sparing Mode]

ミラーリングは IntegratedMemoryController（IMC）全体
でサポートされ、1つのメモリライザーが別のメモリラ
イザーとミラーリングされます。次のいずれかになりま

す。

• [Intersocket]：各 IMCは2つのソケット全体でミラー
リングされます。

• [Intrasocket]：1つの IMCが同じソケット内の別の
IMCとミラーリングされます。

このオプションは、[Select Memory RAS]が
[Mirroring]に設定されている場合にのみ使用し
ます。

（注）

[Mirroring Mode]
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説明名前

システムがサーバ上のメモリの未使用部分でも単一ビッ

トメモリエラーをアクティブに探して訂正するかどう

か。次のいずれかになります。

• [Disabled]：CPUがメモリアドレスの読み取りまた
は書き込みを行うときのみ、システムはメモリの

ECCエラーをチェックします。

• [Enabled]：システムは定期的にメモリを読み書きし
て ECCエラーを探します。エラーが見つかると、
システムは修正を試みます。このオプションによ

り、単一ビットエラーは複数ビットエラーになる

前に修正される場合がありますが、パトロールスク

ラブの実行時にパフォーマンスが低下する場合もあ

ります。

[Patrol Scrub]

各パトロールスクラブによるメモリアクセスの時間間

隔を制御します。小さくすると、メモリのスクラブ頻度

が高くなりますが、必要なメモリ帯域幅も多くなりま

す。

5～ 23の値を選択します。デフォルト値は 8です。

このオプションは、[Patrol Scrub]がイネーブル
の場合にのみ使用します。

（注）

[Patrol Scrub Interval]

DIMMの省電力モードポリシーを制御します。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：DIMMは省電力モードに入りません。

• [Slow]：DIMMは省電力モードに入ることができま
すが、要件が厳しくなります。したがって、DIMM
が省電力モードに入る頻度は低くなります。

• [Fast]：DIMMはできる限り頻繁に省電力モードに
入ります。

• [Auto]：BIOSは DIMMの構成に基づいて DIMMが
省電力モードに入るタイミングを制御します。

[CKE Low Policy]
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[Serial Port Configuration]のパラメータ

説明名前

シリアルポート Aがイネーブルかディセーブルか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：シリアルポートはディセーブルになります。

• [Enabled]：シリアルポートはイネーブルになります。

[Serial A Enable]

[USB Configuration] のパラメータ

説明名前

サーバが USBデバイスからブートできるかどうか。次のいず
れかになります。

• [Disabled]：サーバは USBデバイスからブートできます。

• [Enabled]：サーバはUSBデバイスからブートできません。

[Make Device Non-Bootable]

[PCI Configuration]のパラメータ

説明名前

64ビット PCIデバイスの 4 GB以上のアドレス空間に対
するメモリマップド I/Oをイネーブルにするか、ディ
セーブルにするか。レガシーなオプションROMは 4GB
を超えるアドレスにアクセスできません。 PCIデバイス
が 64ビット対応でも、レガシーなオプションROMを使
用する場合は、この設定をイネーブルにしても正しく機

能しない場合があります。次のいずれかになります。

• [Disabled]：サーバでは 64ビットPCIデバイスの I/O
を4GB以上のアドレス空間にマッピングしません。

• [Enabled]：サーバで 64ビット PCIデバイスの I/O
を 4 GB以上のアドレス空間にマッピングします。

[Memory Mapped I/O Above 4GB]
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説明名前

nで指定されたオンボード NIC用に組み込み PXEオプ
ション ROMをシステムでロードするかどうか。次のい
ずれかになります。

• [Disabled]：PXEオプションROMをNIC nに使用で
きません。

• [Enabled]：PXEオプション ROMを NIC nに使用で
きます。

[Onboard NIC n ROM]

サーバで PCIeオプションROM拡張スロットを使用でき
るかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PCIeオプション ROMを使用できませ
ん。

• [Enabled]：PCIeオプションROMを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用
できます。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ
使用できます。

[PCIe OptionROMs]

PCIe拡張スロット nをサーバに使用できるかどうか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：拡張スロット nを使用できません。

• [Enabled]：拡張スロット nを使用できます。

• [UEFI Only]：拡張スロット nを UEFI用でのみ使用
できます。

• [Legacy Only]：拡張スロット nをレガシー用でのみ
使用できます。

[PCIe Slot n ROM]

サーバ上で Gbit LOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Git LOMを使用できます。

[Onboard Gbit LOM]

   Cisco UCS C シリーズサーバ Integrated Management Controller GUI コンフィギュレーションガイド
リリース 1.5

314 OL-28994-03  

サーバモデル別 BIOS パラメータ
C460 サーバの高度な BIOS パラメータ



説明名前

サーバ上で10GbitLOMがイネーブルかディセーブルか。
次のいずれかになります。

• [Disabled]：10Gbit LOMを使用できません。

• [Enabled]：10Gbit LOMを使用できます。

[Onboard 10Gbit LOM]

サーバ上で SR-IOV（Single Root I/O Virtualization）がイ
ネーブルかディセーブルか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SR-IOVはディセーブルになります。

• [Enabled]：SR-IOVはイネーブルになります。

[Sriov]

システム要件に応じて、IOH0と IOH1間で 16ビット I/O
リソースの64KBを分配できます。次のいずれかになり
ます。

• [IOH0 24k IOH1 40k]：16ビット I/Oリソースの 24
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 40 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 32k IOH1 32k]：16ビット I/Oリソースの 32
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 32 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 40k IOH1 24k]：16ビット I/Oリソースの 40
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 24 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 48k IOH1 16k]：16ビット I/Oリソースの 48
KBを IOH0に、16ビット I/Oリソースの 16 KBを
IOH1に割り当てます。

• [IOH0 56k IOH1 8k]：16ビット I/Oリソースの 56KB
を IOH0に、16ビット I/Oリソースの 8 KBを IOH1
に割り当てます。

[IOH Resource Allocation]
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C460 サーバのサーバ管理 BIOS パラメータ

説明名前

システムエラー（SERR）の発生時に、BIOSがマスク不
能割り込み（NMI）を生成し、エラーをログに記録する
かどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：SERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：SERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。 [Assert NMI on
PERR]をイネーブルにする場合は、この設定をイ
ネーブルにする必要があります。

[Assert NMI on SERR]

プロセッサバスパリティエラー（PERR）の発生時に、
BIOSがマスク不能割り込み（NMI）を生成し、エラーを
ログに記録するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：PERRの発生時に、BIOSはNMIを生成
することもエラーをログに記録することもしませ

ん。

• [Enabled]：PERRの発生時に、BIOSは NMIを生成
し、エラーをログに記録します。この設定を使用す

るには、[Assert NMI on SERR]をイネーブルにする
必要があります。

[Assert NMI on PERR]

POSTおよび BIOSのブート中に、シリアルポートをコ
ンソールリダイレクションに使用できるようにします。

BIOSのブートが完了し、オペレーティングシステムが
サーバを担当すると、コンソールリダイレクションは関

連がなくなり、無効になります。次のいずれかになりま

す。

• [Disabled]：POST中にコンソールリダイレクション
は発生しません。

• [Serial Port A]：POST中のシリアルポートAでのコ
ンソールリダイレクションをイネーブルにします。

このオプションをイネーブルにする場合は、

POST中に表示される Quiet Bootのロゴ画面も
ディセーブルにします。

（注）

[Console Redirection]
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説明名前

フロー制御にハンドシェイクプロトコルを使用するかど

うか。送信要求/クリアツーセンド（RTS/CTS）を使用
すると、隠れた端末問題が原因で発生する可能性がある

フレームコリジョンを減らすことができます。次のい

ずれかになります。

• [None]：フロー制御は使用されません。

• [RTS-CTS]：RTS/CTSがフロー制御に使用されま
す。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Flow Control]

シリアルポートの伝送速度として使用されるボーレー

ト。 [ConsoleRedirection]をディセーブルにした場合は、
このオプションを使用できません。次のいずれかになり

ます。

• [9.6k]：9600ボーレートが使用されます。

• [19.2k]：19200ボーレートが使用されます。

• [38.4k]：38400ボーレートが使用されます。

• [57.6k]：57600ボーレートが使用されます。

• [115.2k]：115200ボーレートが使用されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Baud Rate]
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説明名前

コンソールリダイレクションに使用される文字フォー

マットのタイプ。次のいずれかになります。

• [PC-ANSI]：PC-ANSI端末フォントが使用されます。

• [VT100]：サポートされている vt100ビデオ端末と
その文字セットが使用されます。

• [VT100-PLUS]：サポートされている vt100-plusビデ
オ端末とその文字セットが使用されます。

• [VT-UTF8]：UTF-8文字セットのビデオ端末が使用
されます。

この設定は、リモートターミナルアプリケー

ション上の設定と一致している必要がありま

す。

（注）

[Terminal Type]

BIOSでウォッチドッグタイマーの設定に使用されるタ
イムアウト値。次のいずれかになります。

• [5Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSのブー
トが開始されてから 5分後に期限が切れます。

• [10 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから10分後に期限が切れます。

• [15 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから15分後に期限が切れます。

• [20 Minutes]：ウォッチドッグタイマーは、OSの
ブートが開始されてから20分後に期限が切れます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]

ウォッチドッグタイマーが切れた場合にシステムで実行

されるアクション。次のいずれかになります。

• [Power Off]：OSのブート中にウォッチドッグタイ
マーの期限が切れた場合、サーバの電源がオフにな

ります。

• [Reset]：OSのブート中にウォッチドッグタイマー
が切れた場合、サーバはリセットされます。

このオプションは [OS Boot Watchdog Timer]を
イネーブルにした場合にのみ適用されます。

（注）

[OS Boot Watchdog Policy]
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説明名前

シリアルポートでレガシーなオペレーティングシステ

ム（DOSなど）からのリダイレクションをイネーブルに
するかどうか。次のいずれかになります。

• [Disabled]：コンソールリダイレクションがイネー
ブルになっているシリアルポートは、レガシーなオ

ペレーティングシステムから認識されません。

• [Enabled]：コンソールリダイレクションがイネーブ
ルになっているシリアルポートは、レガシーなオペ

レーティングシステムから認識できます。

[Legacy OS Redirection]

BIOSが指定されたタイムアウト値でウォッチドッグタ
イマーをプログラムするかどうか。次のいずれかになり

ます。

• [Disabled]：サーバのブートにかかる時間をトラッキ
ングするためにウォッチドッグタイマーは使用され

ません。

• [Enabled]：サーバのブートにかかる時間をウォッチ
ドッグタイマーでトラッキングします。サーバが

[OS Boot Watchdog Timer Timeout]フィールドに指定
された時間内にブートしない場合、CIMCはエラー
をログに記録し、[OS Boot Watchdog Policy]フィー
ルドに指定されたアクションを実行します。

[OS Boot Watchdog Timer]
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